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Ⅰ 総合防除の実施に関する基本的な事項 

 

 １ 総合防除計画の趣旨 

 農業生産の安定と生産性の向上を図り、環境の保全に配慮した、安全な農産物の生産を

行うためには、農作物を加害する有害動植物（雑草を含む。以下「病害虫」という。）の

防除等を的確かつ安全に行うことが重要である。 

近年、温暖化等の気候変動を背景として、病害虫の発生量の増加や分布域の拡大、発生

時期の長期化など病害虫のまん延リスクが高まっている。また、化学農薬に過度に依存し

た防除により薬剤抵抗性が発達した事例が報告されているほか、国際的にも、化学農薬の

使用に伴う環境負荷の低減への対応が課題となっている。 

国は、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現させる政

策方針として「みどりの食料システム戦略」（令和３年５月公表）を策定し、化学農薬の

みに依存しない総合的な病害虫管理体系の確立・普及等を図り、「2050 年までに、化学農

薬使用量（リスク換算）の 50％低減を目指す」等の目標を掲げているほか、近年の病害虫

を取り巻く課題を解決するため、令和４年５月には、植物防疫法の一部を改正する法律（令

和４年法律第 36号、以下「法」という。）を公布し、法の施行期日を定める政令（令和４

年政令第 292 号）に基づき、令和５年４月に施行するとともに、指定有害動植物（※）（以

下「指定病害虫」という。）の総合防除を推進するための基本的な指針を示す「総合防除

基本指針」を策定するなど、都道府県や農業者団体等と連携した総合防除の推進を図って

いるところである。 

この様な情勢の変化を踏まえ、本県においても、法第 22 条の３第１項の規定に基づき、

総合防除の実施に関する「愛媛県総合防除計画」（以下「総合防除計画」という。）を定

め、化学合成農薬に偏重しない総合的な病害虫防除及び農薬の適正使用を推進し、本県の

農業生産の安定及び農業の持続性の確保を図るものである。 

 

 

 

 

 

 

________________________________________________________________________________ 

※ 「指定有害動植物」：有害動物又は有害植物であって、国内における分布が局地的でなく、又は局地的でなくなるおそれがあり、かつ、急激

にまん延して農作物に重大な損害を与える傾向があるため、その防除につき特別の対策を要するもの（法第 22条第１項）。 
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 ２ 愛媛県における総合防除の基本的な考え方 

法第 22条の３第２項第１号に基づき、総合防除（※1）の実施に関する基本的な考え方を以

下のとおり定める。 

 （１）病害虫防除の方法 

病害虫の防除にあたっては、病害虫や雑草の発生しにくい環境づくりに努めると

ともに、病害虫の発生状況に応じ、防除の要否やタイミング等を判断し、最適な防

除方法を選択、組み合わせることで、農薬の使用回数を削減しつつ効果的な防除を

行う。 

①病害虫の発生しにくい栽培条件の整備（予防に関する措置） 

「土づくり及び適正な施肥を行うこと」「栽培環境の改善及び土着天敵の活用を

図ること」「耐病性・抵抗性品種、輪作体系を導入すること」等により、ほ場内外

の栽培条件の整備に努める。 

②防除の要否、タイミングの判断（判断に関する措置） 

病害虫防除所が発表する発生予察情報等を活用し、農業者及び関係者による個別

のほ場観察を強化することで防除要否を的確に判断する。 

③多様な手法による防除（防除に関する措置） 

前作も含め病害虫の発生状況が経済的被害を生ずるレベルを越えると判断した場

合、被害許容水準（※2）以下への抑制を目指し耕種的防除や物理的防除を導入すると

ともに、天敵製剤や微生物農薬、交信かく乱剤等の多様な防除手段を総合的に活用

し、化学合成農薬に過度に依存しない防除を実践する。なお、化学合成農薬の使用

においては、可能な範囲で環境負荷の低減に資する製剤を選定し、薬剤抵抗性・耐

性を生じさせないよう同一系統の薬剤の連続使用を避け、異なる系統の薬剤による

ローテーション散布に努める。 

  

 

 

________________________________________________________________________________ 

※１「総合防除」：「有害動物又は有害植物の防除のうち、その発生及び増加の抑制並びにこれが発生した場合における駆除及びまん延の防止を

適時で経済的なものにするために必要な措置を総合的に講じて行うもの。」（法第 22 条第２項）とされ、総合防除基本指針では、「（総合的病

害虫・雑草管理（ＩＰＭ）の考え方は）法第 22条第２項に定義する総合防除と変わることはないが、今後は、新たな科学的知見や先進的な防除

技術も活用しながら、法第１条に定める法の目的に即し、有害動植物の発生の予防に重きを置いた総合防除を基本として、広く農業者等に

対して総合防除の普及・推進を図るものとする。」とされている。 

※２「被害許容水準」：農業分野では経済的被害許容水準が用いられ、病害虫の加害によって経済的に被害が生じる水準又は密度のことを指す。
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（２）農薬の適正使用 

  農薬の適正使用に関することは、「愛媛県農作物病害虫等防除指針」に示す「農作

物病害虫等防除基本方針」に基づき以下の通りとする。 

 

①農薬の選定にあたっては、農薬取締法に基づき登録された農薬から選定する。 

②農作物の安全性を確保するため、農薬を使用する際、農薬のラベルに記載された登録

内容（適用作物、使用回数、使用時期、使用濃度、使用量、使用方法等の使用基準）、

使用上の注意事項（農薬の種類に応じた保護具を必ず装着する）等を遵守する。 

③病害虫等の発生を的確に把握し、適時適切な経済防除に努め、農薬や労力等の低投入

を図るとともに、低毒性農薬の使用推進を図る。 

④農薬による防除のみに頼らず、耕種的防除法、物理的防除法及び天敵導入等を積極的

に取り入れた総合防除の推進を図る。 

⑤同一薬剤の連用は抵抗性害虫、耐性菌の出現や助長を招くので、同一系統の薬剤の連

続使用を避け、異なる系統の薬剤によるローテーション散布に努める。 

⑥農薬の使用にあたっては、当該散布場所の地形、当日の気象、養蚕、養蜂、その他の

環境条件を考慮し、周辺環境に影響の少ない薬剤を選定するとともに、危害の未然防

止や環境の保全に努め、農薬事故防止対策を徹底する。 

⑦農薬の保管管理や取り扱いに注意し、紛失、盗難等の未然防止を図る。 

 

（３）有機農業等の農薬散布を実施しない場合における考え方 

   有機農業等に取り組む農業者は、総合防除計画及び防除指針に基づき、利用可能な

防除技術を取り入れて実施することとし、有機ＪＡＳ認証ほ場での薬剤等の利用に際

しては、認証機関への確認をしてから実施することとする。なお、この内容は、遵守

事項でも適用することとする。 
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Ⅱ 病害虫の総合防除 

 

 １ 対象作物 

 県内の生産量等の実態に応じて以下のとおり定める。 

・普通作物：水稲、麦類 

・果樹：かんきつ、かき、キウイフルーツ、びわ 

・野菜類：きゅうり、トマト、なす、いちご、たまねぎ、さといも、かんしょ 

 

２ 総合防除の対象病害虫 

 本計画に定める総合防除の対象とする病害虫は、指定病害虫 75、指定外の病害虫※１15、

合計 90種について愛媛県での防除指導が必要な以下の病害虫とする。 

品目 病害虫 
指定の

有無 
品目 病害虫 

指定の

有無 

水稲 

いもち病 有 

かんきつ 

そうか病 有 

紋枯病 有 黒点病 有 

もみ枯細菌病 有 かいよう病 有 

稲こうじ病 有 灰色かび病 無 

ごま葉枯病 有 褐色腐敗病 無 

ばか苗病 有 貯蔵病害(青かび病・緑かび病) 無 

縞
しま

葉枯病 有 ハダニ類 有 

ツマグロヨコバイ（萎縮病） 有 ミカンサビダニ 有 

ヒメトビウンカ 有 カイガラムシ類 無 

セジロウンカ 有 アブラムシ類 有 

トビイロウンカ 有 アザミウマ類 有 

イネミズゾウムシ 有 ミカンバエ 有 

ニカメイガ 有 

かき 

炭疽
そ

病 有 

イネツトムシ 無 うどんこ病 無 

コブノメイガ 有 カキノヘタムシガ 有 

フタオビコヤガ 有 カイガラムシ類 有 

斑点米カメムシ類 有 アザミウマ類 有 

スクミリンゴガイ 有 ハマキムシ類 有 

麦類 

裸黒穂病 無 キウイフルーツ かいよう病 有 

うどんこ病 有 びわ ビワキジラミ 無 

赤かび病 有 果樹共通 果樹カメムシ類 有 

指定は「指定病害虫」。 

________________________________________________________________________________ 

※１「指定外の病害虫」：指定病害虫ではないが、本県において重要と認める病害虫のことを指す。 
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品目 病害虫 
指定の

有無 
品目 病害虫 

指定の

有無 

きゅうり 

黄化えそ病 無 

なす 

すすかび病 有 

斑点細菌病 有 うどんこ病 有 

炭疽
そ

病 有 灰色かび病 有 

べと病 有 アブラムシ類 有 

褐斑病 有 アザミウマ類 有 

灰色かび病 有 ハダニ類 有 

うどんこ病 有 

いちご 

うどんこ病 有 

アブラムシ類 有 灰色かび病 有 

コナジラミ類 有 炭疽
そ

病 有 

アザミウマ類 有 萎黄病 無 

トマト 

黄化葉巻病 有 アブラムシ類 有 

青枯病 無 アザミウマ類 有 

かいよう病 無 コナジラミ類 有 

疫病 有 ハダニ類 有 

葉かび病 有 

たまねぎ 

べと病 有 

すすかび病 有 白色疫病 有 

灰色かび病 有 アザミウマ類 有 

うどんこ病 有 

さといも 

疫病 無 

アブラムシ類 有 アブラムシ類 有 

コナジラミ類 有 ハダニ類 無 

ハモグリバエ類 無 かんしょ 基腐病 有 

アザミウマ類 有 

野菜共通 

オオタバコガ 有 

指定は「指定病害虫」。  コナガ 有 

  シロイチモジヨトウ 有 

   ハスモンヨトウ 有 

   ヨトウムシ 有 
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（
１

）
水

稲
に

お
け

る
対

象
病

害
虫

ご
と

の
総

合
防

除
の

内
容

 
水

稲

○
穂

い
も

ち
の

発
生

ほ
場

で
は

、
自

家
採

種
を

行
わ

な
い

。
○

種
子

伝
染

す
る

。
○

抵
抗

性
品

種
を

使
用

す
る

。
○

発
生

部
位

に
よ

り
、

名
称

が
異

な
る

。
○

無
病

種
子

を
使

用
す

る
。

○

○
塩

水
選

に
よ

り
、

健
全

な
種

も
み

を
確

保
す

る
。

○
種

も
み

を
種

子
消

毒
（
温

湯
消

毒
、

薬
剤

処
理

等
）
す

る
。

○
補

植
用

の
置

き
苗

は
い

も
ち

病
の

伝
染

源
に

な
る

こ
と

か
ら

、
早

期
に

除
去

す
る

。
○

山
間

部
で

は
、

冷
水

か
ん

が
い

に
な

ら
な

い
よ

う
留

意
す

る
。

○

○
い

も
ち

病
に

適
用

の
あ

る
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

す
る

。
○

窒
素

過
多

を
避

け
る

。
○

第
一

次
伝

染
源

は
、

主
に

罹
（
り

）
病

種
子

と
被

害
わ

ら
で

あ
る

。
○

ケ
イ

酸
質

資
材

を
施

用
す

る
。

○ ○
冷

害
あ

る
い

は
長

雨
・
曇

天
等

の
異

常
気

象
が

継
続

す
る

と
発

生
を

助
長

す
る

。

○
発

病
株

を
抜

き
取

る
（
葉

い
も

ち
対

策
）
。

○
発

生
予

察
情

報
、

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
り

、
適

期
の

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
（
葉

い
も

ち
、

穂
い

も
ち

対
策

）
。

○ ○
窒

素
過

多
を

避
け

、
過

繁
茂

に
な

ら
な

い
よ

う
留

意
す

る
。

○
菌

核
で

越
冬

す
る

。
○

代
か

き
後

に
、

け
い

畔
沿

い
等

の
田

面
の

浮
遊

物
を

除
去

す
る

。
○

○
過

剰
分

げ
つ

を
避

け
る

。
○

紋
枯

病
に

適
用

の
あ

る
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

す
る

。
○ ○

分
げ

つ
期

は
株

間
で

広
が

り
、

そ
の

後
は

株
上

位
へ

進
展

す
る

。
○

高
温

や
多

湿
で

発
病

が
助

長
さ

れ
る

。
○

発
生

予
察

情
報

、
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
生

が
多

い
場

合
に

は
、

適
期

に
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。
○

薬
剤

は
、

株
元

ま
で

か
か

る
よ

う
散

布
す

る
。

○
普

通
期

栽
培

で
、

穂
ば

ら
み

期
の

発
病

株
率

が
1
5
～

2
0
％

が
要

防
除

水
準

で
あ

る
。

早
期

栽
培

で
は

こ
れ

よ
り

低
い

。

○
無

病
ほ

場
か

ら
採

種
す

る
。

○
種

子
伝

染
す

る
。

○
塩

水
選

に
よ

り
、

健
全

な
種

も
み

を
確

保
す

る
。

○
苗

で
は

苗
腐

敗
症

、
穂

で
は

も
み

枯
症

を
お

こ
す

。
○

浸
種

時
の

水
管

理
を

適
正

に
し

、
水

温
を

必
要

以
上

（
2
5
℃

以
上

）
に

高
め

な
い

。
○

○
出

芽
時

の
温

度
を

3
0
℃

以
下

に
保

つ
。

○
育

苗
中

の
多

湿
管

理
を

避
け

、
土

壌
ｐ
Ｈ

を
高

く
し

な
い

。
○ ○

○
出

穂
期

に
高

温
や

強
風

雨
が

予
想

さ
れ

る
場

合
に

は
、

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

〇
降

雨
は

量
よ

り
も

濡
れ

時
間

の
長

さ
の

影
響

が
大

き
い

。
〇

発
病

後
の

薬
剤

散
布

の
効

果
は

期
待

で
き

な
い

。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

い も ち 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

紋 枯 病 も み 枯 細 菌 病

葉
い

も
ち

：
病

斑
型

は
イ

ネ
の

抵
抗

力
や

病
勢

の
進

展
力

を
表

す
。

停
滞

型
（
慢

性
型

）
は

、
分

生
子

形
成

は
多

い
が

病
勢

が
停

滞
し

た
場

合
に

現
れ

る
。

湿
潤

型
（
急

性
型

）
は

、
病

斑
上

に
は

多
量

の
分

生
子

が
形

成
さ

れ
、

伝
染

源
と

し
て

は
最

大
の

脅
威

で
あ

り
、

「
ず

り
こ

み
い

も
ち

（
症

状
）
」
と

な
り

や
す

い
。

穂
い

も
ち

：
穂

首
節

や
枝

梗
が

侵
さ

れ
る

と
そ

こ
か

ら
先

端
は

萎
ち

ょ
う

枯
死

し
、

早
い

時
期

に
侵

さ
れ

る
と

白
穂

と
な

る
。

化
学

農
薬

を
使

用
す

る
場

合
に

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

ま
た

、
地

域
内

で
薬

剤
耐

性
が

確
認

さ
れ

て
い

る
薬

剤
は

使
用

し
な

い
。

い
も

ち
病

菌
の

発
芽

・
侵

入
は

、
葉

面
の

「
ぬ

れ
」
の

継
続

時
間

が
大

き
く

影
響

す
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

苗
腐

敗
症

は
、

出
芽

時
に

葉
鞘

が
飴

（
あ

め
）
色

に
変

色
し

坪
状

に
腐

敗
枯

死
す

る
。

も
み

枯
症

の
発

生
は

、
出

穂
７

～
1
0
日

後
か

ら
み

ら
れ

、
発

病
も

み
は

「
し

い
な

」
と

な
り

減
収

す
る

。
も

み
枯

症
の

発
生

は
、

夏
期

生
育

期
、

特
に

出
穂

期
の

高
温

や
降

雨
に

よ
り

助
長

さ
れ

る
。

菌
核

は
、

イ
ネ

株
に

漂
着

し
、

水
温

が
2
0
℃

以
上

に
な

る
と

発
芽

し
、

感
染

発
病

す
る

。

菌
核

は
水

面
に

浮
遊

し
た

後
､風

な
ど

で
移

動
す

る
た

め
ほ

場
周

縁
部

の
発

生
が

多
い

。
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水
稲

水
稲

○
田

畑
輪

換
を

実
施

し
、

土
壌

中
の

伝
染

源
の

減
少

を
図

る
。

○

○
無

病
ほ

場
か

ら
採

種
す

る
。

○
転

炉
ス

ラ
グ

を
土

壌
に

施
用

・
混

和
す

る
。

○

○
窒

素
過

多
を

避
け

る
。

特
に

、
肥

料
が

遅
効

き
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

○
発

病
後

の
薬

剤
散

布
の

効
果

は
期

待
で

き
な

い
。

○
稲

こ
う

じ
病

に
適

用
の

あ
る

育
苗

箱
処

理
剤

を
施

用
す

る
。

○
穂

ば
ら

み
期

～
出

穂
期

の
低

温
と

多
雨

（
日

照
不

足
）
に

よ
り

発
生

が
多

く
な

る
。

○
出

穂
前

の
適

期
（
幼

穂
形

成
期

～
穂

ば
ら

み
期

）
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。
○

発
病

穂
は

早
め

に
取

り
除

く
。

○
無

病
種

子
を

使
用

す
る

。
○

種
子

伝
染

し
、

育
苗

期
間

中
に

も
発

生
す

る
。

○
堆

肥
等

の
有

機
質

肥
料

や
土

壌
改

良
資

材
（
特

に
ケ

イ
酸

含
有

）
を

施
用

す
る

。
○

育
苗

後
期

の
窒

素
不

足
は

、
育

苗
中

の
発

生
を

助
長

す
る

。
○

深
耕

や
客

土
に

よ
り

土
壌

改
良

に
努

め
る

。
○

本
田

で
は

、
葉

と
穂

に
発

病
す

る
。

○
窒

素
質

肥
料

の
分

施
と

と
も

に
、

硫
酸

根
肥

料
の

連
用

を
避

け
る

。
○

穂
で

の
被

害
は

、
穂

軸
と

枝
梗

部
の

発
病

が
大

き
く

、
稔

実
が

悪
く

な
る

。
○

中
干

を
十

分
行

い
土

壌
の

還
元

抑
制

を
行

う
等

、
根

腐
れ

を
起

こ
さ

な
い

よ
う

、
水

管
理

に
留

意
す

る
。

○
出

穂
直

後
よ

り
も

２
～

３
週

間
経

過
し

て
か

ら
感

染
し

や
す

い
。

○
被

害
わ

ら
を

ほ
場

周
辺

に
放

置
せ

ず
、

適
切

に
処

分
す

る
。

○
漏

水
の

激
し

い
秋

落
ち

田
で

発
生

が
多

い
。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

適
期

の
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
無

病
種

子
を

使
用

す
る

。
○

種
子

伝
染

す
る

。
○

塩
水

選
に

よ
り

、
健

全
な

種
も

み
を

確
保

す
る

。
○

育
苗

中
に

は
、

発
病

も
み

に
接

触
す

る
健

全
も

み
に

も
感

染
す

る
こ

と
が

多
い

。
○

種
も

み
を

種
子

消
毒

（
薬

剤
処

理
又

は
温

湯
消

毒
及

び
微

生
物

農
薬

に
よ

る
浸

漬
処

理
）
す

る
。

○
育

苗
時

、
本

田
と

も
に

徒
長

苗
（
株

）
と

な
る

。
○

育
苗

箱
等

の
農

業
用

資
材

を
消

毒
す

る
。

○
本

田
で

発
病

株
が

枯
死

す
る

と
、

葉
鞘

に
多

数
の

胞
子

が
形

成
さ

れ
る

。
○

開
花

期
に

感
染

し
た

も
み

は
、

重
度

の
汚

染
種

子
と

な
る

。

○
育

苗
時

に
発

病
株

を
抜

き
取

る
。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

る
発

病
株

の
早

期
発

見
に

努
め

、
発

生
を

認
め

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

抜
き

取
り

処
分

す
る

。

イ
ネ

移
植

後
、

厚
壁

胞
子

が
発

芽
し

、
根

か
ら

侵
入

、
葉

の
生

長
点

に
存

在
す

る
。

そ
の

後
、

止
葉

の
葉

鞘
に

至
り

、
幼

穂
の

穎
（
え

い
）
花

先
端

か
ら

侵
入

し
、

花
器

に
感

染
す

る
。

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

稲 こ う じ 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

ご ま 葉 枯 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

前
年

に
形

成
さ

れ
た

厚
壁

胞
子

等
が

土
壌

表
面

に
落

下
、

翌
年

の
伝

染
源

と
な

る
。

ば か 苗 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】
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水
稲

水
稲

○
ツ

マ
グ

ロ
ヨ

コ
バ

イ
に

適
用

の
あ

る
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

す
る

。
○

イ
ネ

萎
縮

ウ
イ

ル
ス

を
媒

介
す

る
。

○
育

苗
中

は
、

寒
冷

紗
（
し

ゃ
）
等

の
被

覆
に

よ
り

、
育

苗
ほ

場
へ

の
ツ

マ
グ

ロ
ヨ

コ
バ

イ
の

侵
入

を
防

ぐ
。

○
年

4
回

発
生

す
る

。
○

け
い

畔
雑

草
を

刈
り

取
り

、
休

耕
田

等
で

は
す

き
込

み
等

を
実

施
す

る
。

○ ○

○
出

穂
期

の
成

虫
密

度
が

3
0
頭

/
株

が
要

防
除

密
度

で
あ

る
。

○
幼

虫
は

主
に

、
休

耕
田

、
け

い
畔

等
で

越
冬

す
る

。
○

発
生

予
察

情
報

、
ほ

場
の

見
回

り
等

に
基

づ
き

、
適

期
の

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

○
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

し
な

い
場

合
に

は
、

ほ
場

へ
の

侵
入

時
期

に
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。
○

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

地
域

一
斉

に
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
○

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
る

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

を
認

め
た

場
合

に
は

速
や

か
に

抜
き

取
り

処
分

す
る

。

○
け

い
畔

、
農

道
及

び
休

耕
田

の
除

草
に

よ
り

、
生

息
密

度
の

減
少

を
図

る
。

○
イ

ネ
縞

（
し

ま
）
葉

枯
ウ

イ
ル

ス
を

媒
介

す
る

。
○

ヒ
メ

ト
ビ

ウ
ン

カ
に

適
用

の
あ

る
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

す
る

。
○

年
4
～

5
回

発
生

す
る

。
○

育
苗

中
は

、
寒

冷
紗

（
し

ゃ
）
等

の
被

覆
に

よ
り

、
育

苗
ほ

場
へ

の
ヒ

メ
ト
ビ

ウ
ン

カ
の

侵
入

を
防

ぐ
。

○

○
再

生
株

が
越

冬
源

と
な

る
こ

と
か

ら
、

収
穫

後
は

速
や

か
に

耕
起

す
る

。
○

冬
期

に
、

ヒ
メ

ト
ビ

ウ
ン

カ
の

越
冬

場
所

と
な

る
、

け
い

畔
、

農
道

及
び

休
耕

田
の

イ
ネ

科
雑

草
を

除
草

す
る

。
〇 〇

○
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

し
な

い
場

合
に

は
、

移
植

直
後

か
ら

ヒ
メ

ト
ビ

ウ
ン

カ
の

発
生

動
向

に
留

意
す

る
。

○
発

生
予

察
情

報
、

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
り

、
適

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。
○

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
る

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

を
認

め
た

場
合

に
は

速
や

か
に

抜
き

取
り

処
分

す
る

。

○
セ

ジ
ロ

ウ
ン

カ
に

適
用

の
あ

る
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

す
る

。
○ ○

イ
ネ

南
方

黒
す

じ
萎

縮
病

を
媒

介
す

る
。

○

○
普

通
期

栽
培

で
、

7
月

上
旬

の
飛

来
成

虫
の

要
防

除
密

度
は

1
0
頭

/
株

で
あ

る
。

○
海

外
飛

来
性

害
虫

で
あ

る
た

め
、

被
害

時
期

、
飛

来
量

は
年

に
よ

っ
て

異
な

る
の

で
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
す

る
。

○

○
育

苗
箱

処
理

剤
を

施
用

し
な

い
場

合
に

は
、

移
植

期
以

降
、

セ
ジ

ロ
ウ

ン
カ

の
発

生
動

向
に

留
意

す
る

。
○

通
常

、
9
月

以
降

は
問

題
に

な
ら

な
い

。
○

イ
ン

デ
ィ

カ
種

の
血

を
ひ

く
飼

料
用

品
種

は
、

本
虫

が
増

殖
し

や
す

い
。

水
田

や
け

い
畔

、
牧

草
で

越
冬

し
た

幼
虫

は
4
月

に
第

1
回

成
虫

と
な

り
、

麦
作

地
帯

で
は

麦
畑

に
移

動
し

産
卵

す
る

。
こ

の
た

め
麦

作
地

帯
で

の
発

生
が

多
い

。
6
月

以
降

、
第

2
回

成
虫

が
イ

ネ
に

飛
来

産
卵

し
、

縞
（
し

ま
）
葉

枯
病

が
媒

介
さ

れ
る

。
ま

た
、

吸
汁

に
よ

る
直

接
的

な
被

害
は

な
い

。
縞

（
し

ま
）
葉

枯
病

は
「
ゆ

う
れ

い
病

」
と

も
呼

ば
れ

、
心

葉
は

黄
白

色
か

ら
黄

緑
色

と
な

り
、

分
げ

つ
初

期
に

は
、

「
こ

よ
り

」
の

よ
う

に
葉

を
巻

い
た

ま
ま

徒
長

し
、

弓
状

に
垂

れ
下

が
る

。

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

主
な

飛
来

時
期

は
6
月

下
旬

～
7
月

中
旬

頃
で

あ
り

、
飛

来
成

虫
と

次
世

代
の

ふ
化

幼
虫

に
よ

る
被

害
が

多
い

。
活

着
期

前
後

に
異

常
多

飛
来

が
あ

っ
た

場
合

、
イ

ネ
葉

鞘
へ

の
産

卵
、

吸
汁

に
よ

り
、

生
育

抑
制

の
被

害
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

セ ジ ロ ウ ン カ

ヒ メ ト ビ ウ ン カ

　 （ 縞 葉 枯 病 ）

ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ

　 （ 萎 縮 病 ）

海
外
飛
来
性
で
越
冬
し
な
い
。
そ
の
年
の
発
生
は
、
そ
の
年
の
飛
来
状
況
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
。

水
田
や
け
い
畔
の
イ
ネ
科
雑
草
で
越
冬
し
た
幼
虫
は
4
月
に
第
1
回
成
虫
と
な
り
、

早
植
水
稲
等
に
移
動
し
産
卵
す
る
。

8
月
以
降
に
発
生
す
る
幼
虫
及
び
成
虫
の
密
度
が
高
ま
る
と
、
葉
の
黄
化
、
虫
の

排
泄
（
せ
つ
）
物
に
よ
る
す
す
病
で
葉
が
黒
く
汚
れ
る
。
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水
稲

水
稲

○
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に
適
用
の
あ
る
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
す
る
。

○

○
密
植
や
過
繁
茂
と
な
ら
な
い
よ
う
、
栽
植
密
度
（
植
付
本
数
及
び
植
付
間
隔
）
を
調
整
す
る
。

○
水
管
理
に
つ
い
て
、
数
日
間
隔
で
湛
（
た
ん
）
水
及
び
落
水
を
繰
り
返
す
。

○

○
栄
養
条
件
の
よ
い
イ
ネ
で
の
産
卵
数
や
増
殖
率
が
高
ま
る
の
で
適
正
な
肥
培
管
理
に
努
め
る
。

○
飛
来
後
は
、
あ
ま
り
移
動
せ
ず
秋
ま
で
増
殖
を
繰
り
返
す
。

○
8
月
下
旬
以
降
、
イ
ネ
が
突
然
「
坪
」
状
に
枯
れ
る
被
害
が
発
生
す
る
。

○
普
通
期
栽
培
で
は
１
ほ
場
当
り
1
0
株
払
落
し
調
査
を
２
か
所
実
施
す
る
。

○
普
通
期
栽
培
で
、
7
月
下
旬
～
8
月
上
旬
の
要
防
除
密
度
は
成
幼
虫
数
が
0
.1
頭
/
株
、
8
月
中
旬
～
下
旬
が
3
～
5
頭
/
株
で
あ
る
。

○
海
外
飛
来
性
害
虫
で
あ
る
た
め
、
被
害
時
期
、
飛
来
量
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
す
る
。

○
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
し
な
い
場
合
に
は
、
移
植
期
以
降
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
動
向
に
留
意
す
る
。

○
薬
剤
散
布
を
行
う
場
合
に
は
、
薬
剤
が
株
元
ま
で
十
分
届
く
よ
う
、
丁
寧
に
散
布
す
る
。

○
同
一
系
統
の
薬
剤
の
連
続
使
用
を
避
け
、
異
な
る
系
統
の
薬
剤
に
よ
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う
。

○
薬
剤
抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を
使
用
し
な
い
。

○
坪
枯
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
収
穫
を
早
め
て
、
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
努
め
る
。

○
ほ
場
観
察
を
こ
ま
め
に
行
い
、
黄
化
な
ど
の
ほ
場
の
異
変
を
把
握
す
る
。

○
増
殖
率
の
高
い
短
翅
雌
成
虫
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
早
め
に
農
薬
に
よ
る
防
除
を
実
施
す
る
。

○
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
に
適
用
の
あ
る
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
し
た
場
合
、
通
常
、
本
田
防
除
は
不
要
で
あ
る
。

○
年
1
回
の
発
生
。
成
虫
は
雑
木
林
の
落
葉
や
土
手
の
雑
草
で
越
冬
す
る
。

○
越
冬
成
虫
の
発
生
盛
期
を
避
け
て
移
植
す
る
。

○

○
県
内
で
は
、
5
月
中
旬
ま
で
に
田
植
え
し
た
場
合
に
、
成
虫
の
飛
来
が
多
い
の
で
、
田
植
え
時
期
を
で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
る
。

○
深
水
を
避
け
、
根
を
健
全
に
保
つ
た
め
浅
水
管
理
を
行
う
。

○ ○

○
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
ほ
場
の
見
回
り
等
に
よ
る
被
害
株
の
早
期
発
見
に
努
め
る
。

○

○
移
植
時
に
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
し
て
い
な
い
ほ
場
で
は
、
成
虫
密
度
が
0
.5
頭
/
株
を
超
え
た
場
合
、
追
加
防
除
を
行
う
。

○
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
に
適
用
の
あ
る
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
す
る
。

○
年
2
回
発
生
す
る
。

○
収
穫
後
に
、
幼
虫
の
越
冬
場
所
と
な
る
刈
り
株
や
被
害
わ
ら
を
す
き
込
む
。
特
に
厳
寒
期
の
耕
起
は
効
果
的
で
あ
る
。

○
幼
虫
で
越
冬
し
、
第
1
回
成
虫
の
ピ
ー
ク
は
6
月
下
旬
頃
で
あ
る
。

○
窒
素
質
肥
料
の
過
剰
施
用
で
多
発
、
カ
リ
肥
料
を
十
分
に
施
用
す
る
と
被
害
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
適
切
な
肥
培
管
理
を
行
う
。

○
7
月
上
旬
か
ら
葉
鞘
変
色
茎
が
見
ら
れ
、
8
月
下
旬
か
ら
の
被
害
は
白
穂
と
な
る
。

○

○

ふ
化
し
た
幼
虫
が
茎
下
部
か
ら
茎
内
に
侵
入
し
て
内
部
を
食
害
し
、
芯
枯
れ
と
な

る
。

幼
虫
は
根
を
食
害
す
る
た
め
草
丈
が
伸
び
ず
被
害
の
激
し
い
場
合
に
は
欠
株
と

な
る
。

海
外
飛
来
性
で
越
冬
し
な
い
。
そ
の
年
の
発
生
は
、
そ
の
年
の
飛
来
状
況
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

成
虫
は
5
～
6
月
中
旬
に
イ
ネ
の
葉
を
幅
約
1
m
m
、
長
さ
1
～
5
ｃ
ｍ
に
白
く
カ
ス
リ
状

に
食
害
す
る
。

成
虫
は
水
際
の
イ
ネ
の
茎
内
に
1
日
1
～
2
個
産
卵
。
ふ
化
幼
虫
は
土
に
も
ぐ
り
根

を
食
害
し
な
が
ら
約
1
か
月
で
「
土
ま
ゆ
」
を
作
る
。

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

ト ビ イ ロ ウ ン カ イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ

ニ カ メ イ ガ

(ニ カ メ イ チ ュ ウ ）
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
薬
剤
散
布
は
、
越
冬
世
代
で
は
成
虫
発
生
最
盛
期
か
ら
7
～
1
0
日
後
、
第
１
世
代
で
は
成
虫
発
生
最
盛
期

か
ら
３
～
５
日
後
に
実
施
す
る
。

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

主
な
飛
来
時
期
は
6
月
下
旬
～
7
月
中
旬
頃
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
飛
来
量
は

多
く
な
い
。

育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
し
て
い
な
い
場
合
、
成
虫
密
度
が
0
.5
頭
/
株
で
5
%
の
減

収
と
な
る
。
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水
稲

水
稲

○
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
に
適
用
の
あ
る
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
す
る
。

○
年
３
回
発
生
す
る
。

○
窒
素
過
多
で
葉
色
の
濃
い
稲
に
被
害
が
多
い
の
で
、
窒
素
過
多
を
避
け
る
。

○

○
7
月
の
気
温
が
高
い
年
に
発
生
が
多
い
傾
向
で
あ
る
。

○

○
要
防
除
密
度
は
、
第
2
世
代
の
１
齢
幼
虫
（
7
月
下
旬
～
8
月
上
旬
頃
）
が
３
頭
/
株
で
あ
る
。

○ ○
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
に
適
用
の
あ
る
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
す
る
。

○

○
窒
素
過
多
で
葉
色
の
濃
い
稲
に
被
害
が
多
い
の
で
、
窒
素
過
多
を
避
け
る
。

○
普
通
期
栽
培
で
は
、
移
植
時
期
の
遅
い
稲
に
被
害
が
多
い
の
で
、
移
植
時
期
を
早
め
る
。

○
年
間
約
4
回
発
生
し
、
飛
来
量
の
多
い
年
は
多
発
す
る
傾
向
が
あ
る
。

○ ○

○
海
外
飛
来
性
害
虫
で
あ
る
た
め
、
被
害
時
期
、
飛
来
量
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
す
る
。

○
ほ
場
の
見
回
り
等
に
よ
る
被
害
株
の
早
期
発
見
に
努
め
る
。

○

○
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
地
域
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○
止
葉
の
被
害
葉
率
が
3
0
％
以
上
に
な
る
と
減
収
す
る
（
3
0
%
で
減
収
率
５
%
）
。

○ ○
フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ
に
適
用
の
あ
る
育
苗
箱
処
理
剤
を
施
用
す
る
。

○
蛹
（
さ
な
ぎ
）
で
越
冬
し
、
年
5
～
6
回
発
生
す
る
。

○
窒
素
過
多
を
避
け
る
。

○

○
収
穫
後
の
稲
わ
ら
を
適
切
に
処
分
し
、
蛹
（
さ
な
ぎ
）
を
死
滅
さ
せ
る
。

○
発
生
予
察
情
報
、
ほ
場
の
見
回
り
等
に
よ
り
、
幼
虫
発
生
期
に
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
出
穂
1
5
日
前
ま
で
に
、
け
い
畔
、
農
道
及
び
休
耕
田
の
雑
草
を
除
草
す
る
。

○
年
間
の
発
生
回
数
は
、
種
類
に
よ
り
異
な
る
が
、
２
～
４
回
で
あ
る
。

○
出
穂
2
0
日
前
と
出
穂
時
期
に
２
回
除
草
す
る
と
防
除
効
果
が
高
く
な
る
。

○
成
虫
で
越
冬
し
、
5
月
頃
か
ら
出
穂
し
た
イ
ネ
科
雑
草
に
集
ま
り
増
殖
す
る
。

○
け
い
畔
に
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
の
植
栽
や
除
草
シ
ー
ト
の
設
置
に
よ
り
、
イ
ネ
科
雑
草
の
減
少
を
図
る
。

○

○
水
田
内
の
ノ
ビ
エ
や
イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ
を
除
草
す
る
。

○
要
防
除
密
度
は
、
穂
揃
期
～
乳
熟
期
の
捕
虫
網
2
0
回
掬
（
す
く
）
い
取
り
個
体
数
が
、
大
型
種
で
１
頭
、
小
型
種
で
３
頭
で
あ
る
。

○
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
出
穂
期
か
ら
適
期
に
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
出
穂
期
の
薬
剤
散
布
で
発
生
密
度
を
抑
え
、
さ
ら
に
7
～
1
0
日
後
に
2
回
目
を
散
布
す
る
と
防
除
効
果
は
高
い
。

出
穂
期
を
迎
え
た
早
期
水
稲
に
ま
ず
飛
来
し
、
続
い
て
普
通
期
水
稲
に
飛
来
す

る
。

3
齢
以
降
の
幼
虫
の
被
害
は
、
葉
縁
か
ら
切
り
取
っ
た
よ
う
に
か
じ
ら
れ
、
発
生
の

多
い
と
き
は
中
央
の
筋
だ
け
を
残
す
よ
う
に
な
る
。

発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
早
期
栽
培
で
は
6
月
中
旬
～
下
旬
の
幼
虫
期
、
普
通
期
栽
培
で
は
7
月
下
旬
～
8
月
中
旬
の
幼
虫
期
に
薬

剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

6
月
中
下
旬
頃
の
幼
虫
の
被
害
よ
り
も
7
月
下
旬
～
8
月
上
旬
か
ら
発
生
す
る
幼
虫

の
被
害
が
大
き
い
。

海
外
飛
来
性
で
越
冬
し
な
い
。
そ
の
年
の
発
生
は
、
そ
の
年
の
飛
来
状
況
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
。

被
害
は
、
見
か
け
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
止
葉
を
ひ
ど
く
食
害
さ
れ
る
と
減
収
に
な

る
。

幼
虫
は
1
枚
の
葉
を
縦
に
巻
き
、
内
側
か
ら
葉
肉
を
か
す
り
状
に
食
害
し
、
食
害
さ

れ
た
部
分
は
白
く
な
る
た
め
、
目
立
つ
。

成
虫
は
､日

暮
れ
頃
活
発
に
飛
び
回
り
、
夜
間
イ
ネ
の
葉
裏
に
数
個
ず
つ
点
々
と

産
卵
す
る
。

幼
虫
で
越
冬
し
、
5
月
中
旬
に
第
1
回
成
虫
が
イ
ネ
科
雑
草
や
早
期
イ
ネ
に
集
ま
り

産
卵
す
る
。

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

老
齢
幼
虫
に
は
薬
剤
の
効
果
が
劣
る
の
で
、
成
虫
の
発
生
に
注
意
し
、
粒
剤
で
は
成
虫
発
生
最
盛
期
、
粉
剤
・
液
剤
で
は
成
虫
発
生
最

盛
期
の
７
～
1
0
日
後
の
若
齢
幼
虫
期
に
実
施
す
る
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

コ ブ ノ メ イ ガ 斑 点 米 カ メ ム シ 類

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

フ タ オ ビ コ ヤ ガ

（ イ ネ ア オ ム シ ）

イ ネ ツ ト ム シ

（ イ チ モ ン ジ セ セ リ ）

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】
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水
稲

水
稲

①
未
発
生
ほ
場
の
場
合

○
落
水
し
た
水
田
や
用
水
路
の
土
中
、
水
の
あ
る
用
水
路
で
越
冬
す
る
。

○
水
路
を
介
し
た
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
取
水
口
や
排
水
口
に
網
を
設
置
す
る
。

○
産
卵
は
５
～
1
0
月
ま
で
行
わ
れ
る
。

○
未
発
生
の
水
田
へ
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
を
除
草
目
的
等
で
持
ち
込
ま
な
い
。

○

○
発
生
ほ
場
で
の
作
業
後
に
は
農
機
具
を
洗
浄
し
、
未
発
生
ほ
場
へ
の
土
壌
を
介
し
た
侵
入
及
び
ま
ん
延
防
止
に
努
め
る
。

○
卵
は
鮮
紅
な
い
し
淡
紅
色
で
数
1
0
～
数
1
0
0
個
の
卵
塊
と
な
る
。

②
発
生
ほ
場
の
場
合

○
雑
食
性
で
、
水
中
の
植
物
や
魚
の
死
体
な
ど
を
食
べ
る
。

○
苗
の
移
植
前
（
春
期
）
又
は
収
穫
後
（
秋
期
）
に
石
灰
窒
素
を
施
用
す
る
。

○

○
冬
期
間
に
耕
起
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
水
路
の
泥
上
げ
を
実
施
す
る
。

○
水
路
を
介
し
た
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
取
水
口
や
排
水
口
に
網
を
設
置
す
る
。

○
代
か
き
は
均
平
に
行
な
い
、
深
水
部
を
作
ら
な
い
。

○
食
害
を
受
け
に
く
い
中
苗
又
は
成
苗
を
移
植
す
る
。

○
苗
の
移
植
期
前
に
水
田
や
水
路
の
成
貝
を
捕
殺
す
る
と
と
も
に
、
産
卵
間
も
な
い
卵
塊
は
水
中
に
落
と
す
。

○
苗
の
活
着
期
か
ら
生
育
初
期
ま
で
、
ほ
場
及
び
水
路
で
成
貝
を
捕
殺
す
る
が
、
素
手
で
は
触
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
薬
剤
散
布
を
移
植
時
の
被
害
が
出
る
前
に
実
施
す
る
。

○

イ
ネ
で
の
被
害
は
、
移
植
後
３
週
間
ま
で
（
食
害
を
受
け
に
く
い
5
葉
期
ま
で
）
で
あ

り
、
こ
の
時
期
に
被
害
を
受
け
る
と
欠
株
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

成
貝
（
殻
高
3
cm

以
上
）
は
夜
間
に
水
中
よ
り
出
て
、
水
辺
の
植
物
茎
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
壁
面
に
卵
塊
を
産
み
付
け
る
。

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

ス ク ミ リ ン ゴ ガ イ

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

苗
の
移
植
後
３
週
間
ま
で
（
食
害
を
受
け
に
く
い
5
葉
期
ま
で
）
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
行
動
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
水
深
４
ｃ
ｍ
以
下
に
浅
水

管
理
を
実
施
す
る
。
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（
２

）
麦

類
に

お
け

る
対

象
病

害
虫

ご
と

の
総

合
防

除
の

内
容

 

○
無

病
ほ

場
か

ら
採

種
す

る
。

○
種

子
伝

染
す

る
。

○
種

子
消

毒
す

る
。

○

○

○

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
る

早
期

発
見

に
努

め
る

。

○
発

病
穂

は
、

早
期

に
抜

き
取

り
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
抵

抗
性

品
種

を
使

用
す

る
。

○
暖

冬
で

雨
の

多
い

年
に

発
生

が
多

い
。

○
遅

播
き

を
避

け
る

。
○

○
適

正
な

播
種

量
を

守
り

、
厚

播
き

を
避

け
る

。

○
窒

素
質

肥
料

の
過

用
を

避
け

る
。

○
発

病
株

の
残

さ
や

こ
ぼ

れ
麦

は
次

期
作

の
伝

染
源

と
な

る
こ

と
か

ら
、

適
切

に
処

分
す

る
。

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
る

早
期

発
見

に
努

め
る

。

○ ○
無

病
種

子
を

使
用

す
る

。
○

○
倒

伏
防

止
に

努
め

る
。

○
土

入
れ

作
業

は
、

子
の

う
胞

子
の

飛
散

を
抑

え
、

発
病

抑
制

効
果

が
あ

る
。

○

○
刈

取
り

時
期

を
早

め
、

収
穫

物
を

速
や

か
に

乾
か

す
。

○

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

適
期

の
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
開

花
期

に
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。

○
降

雨
等

の
天

候
不

順
が

続
き

多
発

が
予

想
さ

れ
る

場
合

、
開

花
期

防
除

の
7
～

1
0
日

後
に

2
回

目
の

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

う ど ん こ 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

日
照

の
少

な
い

場
合

に
発

生
が

多
く

な
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

赤 か び 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

開
花

か
ら

約
1
0
日

間
が

最
も

感
染

し
や

す
く

、
こ

の
時

期
が

温
暖

（
気

温
1
5
℃

以
上

）
で

連
続

降
雨

が
あ

る
と

発
生

が
多

く
な

る
。

開
花

期
以

降
も

、
温

暖
で

多
雨

（
湿

潤
）
が

続
く

よ
う

で
あ

れ
ば

二
次

感
染

が
助

長
さ

れ
る

。

本
菌

は
、

か
び

毒
（
マ

イ
コ

ト
キ

シ
ン

）
を

産
生

し
、

食
中

毒
等

の
健

康
被

害
を

引
き

起
こ

す
こ

と
が

あ
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

黒
穂

の
黒

粉
、

す
な

わ
ち

厚
壁

胞
子

が
飛

散
し

、
他

の
健

全
な

穂
に

達
し

、
雌

し
べ

の
柱

頭
か

ら
侵

入
し

、
胚

の
組

織
に

入
っ

て
休

眠
す

る
。

罹
（
り

）
病

種
子

は
健

全
種

子
と

ほ
と

ん
ど

同
様

に
発

育
す

る
た

め
、

外
観

で
は

健
病

を
判

別
で

き
な

い
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

化
学

農
薬

を
使

用
す

る
場

合
に

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

発
病

穂
は

、
健

全
穂

よ
り

や
や

早
く

出
穂

す
る

た
め

、
健

全
穂

の
開

花
前

に
抜

き
取

り
し

、
黒

粉
（
厚

壁
胞

子
）
が

飛
ば

な
い

よ
う

に
処

分
す

る
。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

裸 黒 穂 病
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（
３

）
果

樹
に

お
け

る
対

象
病

害
虫

ご
と

の
総

合
防

除
の

内
容

 
　

　
　

[1
]か

ん
き

つ
類

か
ん

き
つ

類

○
密

植
を

避
け

、
樹

冠
内

部
の

日
照

を
良

好
に

保
つ

。
○

枝
、

果
実

で
発

病
す

る
。

○
窒

素
過

多
で

発
病

が
助

長
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
適

正
な

施
肥

管
理

を
実

施
す

る
。

○
い

ぼ
型

と
そ

う
か

型
の

病
斑

が
あ

る
。

○
強

風
に

よ
る

傷
か

ら
感

染
す

る
こ

と
か

ら
、

防
風

林
、

防
風

垣
等

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
防

風
対

策
を

実
施

す
る

。
○

発
病

部
位

か
ら

二
次

伝
染

す
る

。
○

中
晩

柑
よ

り
も

温
州

み
か

ん
で

被
害

が
多

い
。

○
発

生
予

察
情

報
、

園
地

の
見

回
り

等
に

基
づ

き
、

適
期

の
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
展

葉
初

期
か

ら
入

梅
期

に
か

け
て

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

○
密

植
を

避
け

、
樹

冠
内

部
の

日
照

を
良

好
に

保
つ

。
○

枝
、

果
実

、
葉

で
発

病
す

る
。

○
伝

染
源

と
な

る
枯

れ
枝

を
せ

ん
定

し
、

園
地

外
に

持
ち

出
し

、
適

切
に

処
理

す
る

。
○

黒
点

型
、

涙
斑

型
、

泥
塊

型
の

症
状

が
あ

る
。

○
切

り
株

は
感

染
源

と
な

る
こ

と
か

ら
、

拡
散

を
防

ぐ
た

め
に

伐
根

、
又

は
袋

を
か

ぶ
せ

る
。

○

○
老

齢
樹

を
更

新
す

る
。

○
8
月

下
旬

以
降

に
感

染
す

る
と

病
斑

は
平

滑
で

コ
ル

ク
層

は
形

成
さ

れ
な

い
。

○
発

病
部

位
か

ら
二

次
伝

染
し

な
い

。
○

発
病

の
程

度
に

は
品

種
間

差
が

あ
る

。
○

発
生

予
察

情
報

、
園

地
の

見
回

り
等

に
基

づ
き

、
適

期
の

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。
○

雨
が

多
く

多
発

生
が

予
想

さ
れ

る
場

合
に

は
、

特
に

梅
雨

期
の

防
除

を
徹

底
す

る
。

○
降

雨
直

後
の

樹
体

が
濡

れ
た

状
態

で
の

薬
剤

散
布

を
避

け
、

樹
体

が
乾

い
た

後
に

散
布

を
実

施
す

る
。

○
薬

剤
散

布
後

の
積

算
降

雨
量

を
次

回
散

布
の

目
安

と
す

る
。

○
密

植
を

避
け

、
樹

冠
内

部
の

日
照

を
良

好
に

保
つ

。
○

枝
、

果
実

、
葉

で
発

病
す

る
。

○
強

風
に

よ
る

傷
か

ら
感

染
す

る
こ

と
か

ら
、

防
風

林
、

防
風

垣
等

を
設

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
防

風
対

策
を

実
施

す
る

。
○

病
斑

は
盛

り
上

が
り

、
中

心
部

は
コ

ル
ク

化
す

る
。

○
ミ
カ

ン
ハ

モ
グ

リ
ガ

の
被

害
痕

は
感

染
を

助
長

す
る

こ
と

か
ら

、
本

虫
の

防
除

に
努

め
る

。
○

病
原

は
細

菌
の

た
め

、
条

件
が

整
え

ば
急

激
に

被
害

が
拡

大
す

る
。

○
窒

素
過

多
で

発
病

が
助

長
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
適

正
な

施
肥

管
理

を
実

施
す

る
。

○
発

病
部

位
か

ら
二

次
伝

染
す

る
。

○
品

種
に

よ
り

発
病

程
度

に
差

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

常
発

園
地

で
は

抵
抗

性
品

種
を

栽
植

す
る

。
○

発
病

の
程

度
に

は
品

種
間

差
が

あ
る

。

○
発

生
予

察
情

報
、

園
地

の
見

回
り

等
に

基
づ

き
、

適
期

の
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。
○

薬
剤

散
布

は
発

芽
1
か

月
前

か
ら

春
葉

展
葉

終
了

時
ま

で
と

台
風

の
前

後
に

実
施

す
る

。
○

発
病

部
位

は
除

去
す

る
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

か い よ う 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

そ う か 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

黒 点 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

8
月

中
旬

ま
で

に
感

染
す

る
と

病
斑

は
盛

り
上

が
り

、
周

囲
に

コ
ル

ク
層

が
形

成
さ

れ
る

。
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か
ん

き
つ

類
か

ん
き

つ
類

○
密

植
を

避
け

、
樹

冠
内

部
の

日
照

を
良

好
に

保
つ

。
○

花
弁

で
発

病
し

、
傷

害
果

を
発

生
さ

せ
る

。
○

排
水

対
策

な
ど

を
行

い
、

園
内

湿
度

を
適

切
に

保
つ

。
○ ○

発
病

部
位

か
ら

二
次

感
染

し
な

い
。

○
花

弁
の

落
ち

に
く

い
品

種
で

の
発

病
が

多
い

。
○

園
地

の
見

回
り

等
に

基
づ

き
、

適
期

の
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。
○

満
開

後
～

落
弁

直
後

に
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

天
候

不
順

が
続

く
と

き
は

初
回

散
布

1
0
～

1
4
日

後
に

追
加

防
除

す
る

。
○

耐
性

菌
の

発
生

に
留

意
し

、
効

果
の

低
い

薬
剤

の
使

用
を

控
え

る
。

○
園

地
内

の
排

水
や

通
風

を
よ

く
し

、
地

表
面

を
乾

燥
ぎ

み
に

す
る

。
○

果
実

で
発

病
す

る
。

○
敷

き
藁

や
マ

ル
チ

な
ど

で
、

雨
水

の
は

ね
上

が
り

を
防

ぐ
。

○

○
結

果
枝

の
つ

り
上

げ
な

ど
を

行
い

、
地

面
か

ら
果

実
を

離
す

。
○

発
病

果
を

早
期

に
除

去
す

る
。

○ ○
発

病
果

か
ら

独
特

の
腐

敗
臭

が
あ

る
。

○
園

地
の

見
回

り
等

に
基

づ
き

、
適

期
の

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

○
発

病
部

位
か

ら
二

次
感

染
す

る
。

○ ○
収

穫
時

は
、

果
実

に
傷

を
つ

け
な

い
よ

う
丁

寧
に

取
り

扱
う

。
○

果
実

で
発

病
す

る
。

○
貯

蔵
庫

内
の

温
湿

度
を

適
切

に
保

つ
。

○
傷

口
が

で
き

る
と

感
染

頻
度

が
増

加
す

る
。

○
定

期
的

に
発

病
果

の
点

検
を

行
い

、
早

期
除

去
に

努
め

る
。

○ ○

○
収

穫
前

の
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。
○

薬
剤

散
布

後
1
0
0
m

m
以

上
の

降
雨

が
あ

っ
た

場
合

は
、

追
加

防
除

す
る

。

土
中

に
生

息
す

る
病

原
菌

が
水

で
は

ね
上

が
り

感
染

す
る

た
め

、
地

面
に

近
い

果
実

に
発

生
が

多
い

。
ま

た
、

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
か

ん
水

園
や

水
田

転
換

園
な

ど
で

発
生

し
や

す
い

。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

褐 色 腐 敗 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

貯 蔵 病 害

（ 青 か び 病 ・ 緑 か び 病 ）

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

灰 色 か び 病

台
風
な
ど
に
よ
る
強
風
雨
に
よ
り
多
発
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
天
候
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
発
生
に
留
意
す
る
。

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

果
面
の
傷
は
果
実
肥
大
期
ま
で
は
や
や
赤
み
を
帯
び
た
隆
起
状
を
示
す
が
、
成

熟
期
に
は
陥
没
型
で
銀
灰
色
に
な
る
。

は
じ
め
水
浸
状
の
病
斑
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
白
色
の
菌
糸
体
及
び
緑
色
（
緑
か
び

病
）
ま
た
は
青
緑
色
（
青
か
び
病
）
の
粉
状
胞
子
が
形
成
さ
れ
る
。
白
色
菌
糸
体
は

緑
か
び
病
で
幅
が
広
く
、
青
か
び
病
で
は
狭
い
。

一
般
に
、
緑
か
び
病
は
1
2
～
1
月
中
旬
に
、
青
か
び
病
は
2
月
中
・
下
旬
こ
ろ
か
ら

発
生
す
る
。

感
染
初
期
に
は
、
果
実
表
面
が
う
す
い
茶
褐
色
と
な
り
、
徐
々
に
拡
大
し
落
果
す

る
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】
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か
ん
き
つ
類

か
ん
き
つ
類

○
施
設
栽
培
で
は
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
。

○
主
に
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
が
問
題
と
な
る
。

○
園
地
内
及
び
そ
の
周
辺
の
下
草
や
雑
草
の
管
理
を
行
う
。

○
年
間
を
通
し
て
1
0
世
代
以
上
発
生
す
る
。

○
気
温
が
８
℃
以
上
に
な
る
と
繁
殖
を
開
始
す
る
。

○
繁
殖
適
温
は
2
6
℃
前
後
で
あ
る
。

○
気
温
が
高
く
な
る
に
つ
れ
急
激
に
密
度
が
高
く
な
る
。

○
冬
期
に
気
門
封
鎖
剤
を
散
布
す
る
。

○
盛
夏
期
に
は
密
度
が
低
下
し
、
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
と
再
び
密
度
が
高
く
な
る
。

○
天
敵
農
薬
を
活
用
す
る
。

○
薬
剤
抵
抗
性
が
発
達
し
や
す
い
。

○
土
着
天
敵
を
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
影
響
が
小
さ
い
薬
剤
を
選
定
す
る
。

○
幼
虫
、
成
虫
と
も
に
葉
や
果
実
を
吸
汁
す
る
。

○
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
園
地
見
回
り
等
に
よ
る
早
期
発
見
に
努
め
、
発
生
初
期
に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
。

○

○
薬
剤
散
布
は
、
薬
液
が
葉
裏
に
も
十
分
付
着
す
る
よ
う
丁
寧
に
行
う
。

○
薬
剤
抵
抗
性
を
回
避
す
る
た
め
、
共
同
防
除
や
一
斉
防
除
を
推
進
し
、
年
間
の
薬
剤
散
布
回
数
を
少
な
く
す
る
。

○
果
実
で
は
、
着
色
遅
れ
や
果
面
の
光
沢
が
な
く
な
り
外
観
が
悪
く
な
る
。

○
○
見
取
り
調
査
で
は
1
樹
当
た
り
4
0
葉
の
３
樹
で
実
施
す
る
。

○
要
防
除
密
度
は
雌
成
虫
数
（
早
期
多
発
樹
）
で
３
頭
/
葉
（
平
均
で
0
.5
～
１
頭
/
葉
）
で
あ
る
。

○
高
温
乾
燥
が
続
く
場
合
や
銅
剤
を
散
布
し
た
園
地
で
は
発
生
が
助
長
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

○
成
虫
が
芽
の
り
ん
片
内
で
越
冬
す
る
。

○
発
芽
期
に
新
芽
に
移
動
し
産
卵
す
る
。

○
年
間
1
0
世
代
以
上
発
生
す
る
。

○
6
月
ご
ろ
か
ら
密
度
が
急
速
に
高
ま
り
、
そ
の
後
果
実
に
も
移
動
す
る
。

○
○ ○

○
高
温
乾
燥
が
続
く
場
合
や
銅
剤
を
散
布
し
た
園
地
で
は
発
生
が
助
長
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

○ ○

○
冬
期
に
気
門
封
鎖
剤
を
散
布
す
る
。

○

○
発
生
予
察
情
報
、
園
地
の
見
回
り
等
に
基
づ
き
、
適
期
の
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
発
生
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
薬
剤
散
布
を
控
え
、
土
着
天
敵
の
保
護
に
努
め
る
。

○
土
着
天
敵
を
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
保
護
を
考
え
て
薬
剤
を
選
択
す
る
。

○

○
寄
生
の
多
い
枝
は
切
除
、
あ
る
い
は
タ
ワ
シ
等
で
虫
を
除
去
す
る
。

○
ロ
ウ
ム
シ
類
は
、
冬
期
の
気
門
封
鎖
剤
の
効
果
が
見
込
め
な
い
。
多
発
園
で
の
防
除
は
幼
虫
期
の
7
月
に
行
う
。

○ ○

ハ ダ ニ 類

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

ミ カ ン サ ビ ダ ニ

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

前
年
に
被
害
を
確
認
し
た
場
合
や
、
春
先
か
ら
初
夏
ま
で
少
雨
で
あ
っ
た
場
合
、
被
害
の
発
生
が
早
ま
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
園
地
見

回
り
等
に
よ
り
早
期
発
見
・
早
期
防
除
に
努
め
る
。

カ イ ガ ラ ム シ 類

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
は
、
ナ
シ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
と
ア
カ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

で
、
枝
や
幹
に
多
寄
生
す
る
と
樹
が
衰
弱
し
、
果
実
で
は
商
品
価
値
が
低
下
す

る
。

コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
は
、
主
に
フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
で
、
葉
の
重
な
り
部
分
や

果
実
の
ヘ
タ
下
に
寄
生
。
排
泄
（
せ
つ
）
し
た
甘
露
に
起
因
す
る
す
す
病
に
よ
り
葉

や
果
実
が
黒
く
汚
れ
る
（
以
下
2
種
も
同
様
）
。

同
一
系
統
の
薬
剤
の
連
続
使
用
を
避
け
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う
。
さ
ら
に
、
地
域
内
で
薬
剤
抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
は

当
該
地
域
で
は
使
用
し
な
い
。

ロ
ウ
ム
シ
類
は
、
主
に
ツ
ノ
ロ
ウ
ム
シ
と
ル
ビ
ー
ロ
ウ
ム
シ
で
、
枝
や
葉
に
寄
生
し
て

吸
汁
す
る
。
多
寄
生
す
る
と
樹
は
衰
弱
す
る
。

イ
セ
リ
ヤ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、
葉
裏
や
枝
、
幹
に
集
中
し
て
寄
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

樹
勢
が
低
下
す
る
。

葉
で
は
吸
汁
部
分
は
寄
生
密
度
が
高
い
と
全
体
が
白
っ
ぽ
く
な
り
光
合
成
能
力
の

低
下
に
よ
り
樹
勢
低
下
の
原
因
に
な
る
。

葉
は
、
ゆ
が
ん
だ
よ
う
に
な
っ
た
り
皺
が
で
き
て
変
形
す
る
。
ま
た
、
葉
裏
は
葉
脈
を

中
心
に
茶
褐
色
に
な
る
。

果
実
は
、
早
期
の
寄
生
で
灰
褐
色
に
コ
ル
ク
化
、
寄
生
の
多
い
場
合
は
表
面
が
ガ

サ
ガ
サ
し
た
鮫
肌
状
の
象
皮
症
状
に
な
る
。
8
月
以
降
は
加
害
部
分
が
茶
褐
色
、

黒
褐
色
に
な
る
。

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

問
題
と
な
る
の
は
、
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
類
、
イ
セ
リ
ヤ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
ロ
ウ
ム
シ
類
で
あ
る
。

ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
か
ん
き
つ
類
の
み
に
寄
生
。
葉
や
枝
に
多
寄
生
す
る
と
衰

弱
、
枯
死
す
る
。
果
実
で
は
、
発
育
障
害
や
着
色
不
良
に
な
る
。
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か
ん
き
つ
類

か
ん
き
つ
類

○
園
内
及
び
周
辺
の
雑
草
の
管
理
を
行
う
。

○ ○ ○

○
○

○
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
園
地
見
回
り
等
に
よ
る
早
期
発
見
に
努
め
、
発
生
初
期
に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
。

○

○ ○
以
下
の
両
種
と
も
寄
主
植
物
が
多
く
、
雑
草
で
繁
殖
す
る
こ
と
か
ら
、
園
内
及
び
周
辺
の
雑
草
の
管
理
を
行
う
。

○
主
に
、
以
下
の
2
種
が
問
題
と
な
る
。

①
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

○

○
主
要
な
発
生
源
で
あ
る
チ
ャ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
等
で
の
発
生
状
況
に
留
意
す
る
。

○
園
地
周
辺
の
放
任
の
茶
園
を
適
切
に
管
理
す
る
。

○
株
元
に
光
反
射
シ
ー
ト
の
マ
ル
チ
を
敷
設
す
る
。
な
お
、
樹
冠
占
有
面
積
が
大
き
い
と
効
果
が
な
く
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

②
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

○
施
設
栽
培
で
は
、
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
。

○

○
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
園
地
見
回
り
等
に
よ
る
早
期
発
見
に
努
め
、
発
生
初
期
に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
。

○
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
種
類
に
よ
り
薬
剤
の
防
除
効
果
が
異
な
る
た
め
、
発
生
し
て
い
る
種
を
確
認
す
る
。

○
土
着
天
敵
を
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
に
影
響
の
少
な
い
薬
剤
を
選
択
す
る
。

○ ○
放
任
園
は
発
生
源
に
な
る
の
で
、
伐
採
等
を
行
う
。

○
日
本
在
来
の
ミ
バ
エ
で
、
か
ん
き
つ
類
の
果
実
の
み
に
寄
生
す
る
。

○
適
正
な
整
枝
せ
ん
定
や
摘
果
な
ど
を
行
い
、
薬
剤
の
付
着
し
に
く
い
果
実
を
減
ら
す
。

○

○
発
生
し
や
す
い
園
地
周
縁
部
の
伐
採
や
縮
間
伐
を
行
う
と
と
も
に
、
防
風
樹
の
刈
込
を
行
い
園
地
内
の
日
当
た
り
を
よ
く
す
る
。

○

○
果
皮
の
薄
い
種
類
（
温
州
み
か
ん
、
キ
ン
カ
ン
等
）
に
寄
生
が
多
い
た
め
、
発
生
状
況
に
留
意
す
る
。

○

○
被
害
果
（
異
常
着
色
果
、
早
期
落
下
果
実
）
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
る
等
、
適
切
に
処
分
す
る
。

○
羽
化
時
期
か
ら
産
卵
時
期
に
薬
剤
散
布
を
行
う
。

○

○
薬
液
が
果
実
全
体
に
付
着
す
る
よ
う
に
丁
寧
に
散
布
す
る
。

新
葉
、
新
梢
、
幼
果
の
果
梗
に
寄
生
し
吸
汁
。
新
葉
、
新
梢
は
生
育
遅
延
や
委
縮

し
て
奇
形
に
な
る
。
排
泄
（
せ
つ
）
物
に
す
す
病
が
発
生
し
、
下
部
の
葉
や
果
実
が

黒
く
汚
れ
る
。

寄
生
果
実
は
、
果
梗
部
周
辺
が
早
く
着
色
、
早
期
落
果
す
る
も
の
も
あ
る
。
収
穫

期
ま
で
変
化
の
出
に
く
い
果
実
も
あ
り
樹
上
で
の
寄
生
果
の
完
全
な
除
去
は
困
難

で
あ
る
。

果
皮
の
薄
い
温
州
み
か
ん
や
キ
ン
カ
ン
な
ど
に
は
寄
生
す
る
が
、
イ
ヨ
カ
ン
な
ど
の

果
皮
の
厚
い
品
種
類
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
産
卵
管
の
長
さ
が

影
響
す
る
。

幼
虫
は
1
5
m
m
程
度
に
な
る
ウ
ジ
で
、
３
齢
で
果
実
か
ら
脱
出
し
土
中
で
囲
蛹
（
い

よ
う
）
に
な
り
越
冬
す
る
。

年
1
回
の
発
生
。
土
中
で
蛹
（
さ
な
ぎ
）
で
越
冬
し
6
月
下
旬
か
ら
7
月
上
旬
に
か
け

て
羽
化
し
、
7
月
下
旬
か
ら
8
月
に
幼
果
に
産
卵
す
る
。

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
蛹
（
さ
な
ぎ
）
や
成
虫
で
、
落
葉
の
下
や
幹
の
割
れ
目
な
ど
で
越
冬
す
る
。

・
3
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
出
現
。
チ
ャ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
な
ど
に
寄
生
、
増
殖

し
、
か
ん
き
つ
類
へ
移
動
す
る
。

・
年
8
回
程
度
発
生
し
、
第
1
世
代
は
5
月
中
旬
頃
か
ら
、
第
2
世
代
は
6
月
中
旬
頃

か
ら
発
生
。
3
世
代
以
降
は
ピ
ー
ク
が
不
明
瞭
と
な
る
。

・
被
害
は
果
梗
部
周
辺
と
果
頂
部
に
発
生
す
る
。

・
果
梗
部
の
被
害
は
、
5
月
下
旬
か
ら
6
月
の
食
害
に
よ
る
も
の
。
灰
白
色
の
コ
ル
ク

状
の
傷
が
果
梗
を
中
心
と
し
た
リ
ン
グ
状
に
発
生
す
る
。

・
果
頂
部
被
害
は
、
6
月
中
旬
以
降
の
食
害
に
よ
る
も
の
。
果
頂
部
か
ら
周
辺
に
か

け
て
放
射
状
や
雲
形
状
に
広
が
る
。

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
下
草
で
幼
虫
や
成
虫
で
越
冬
す
る
。

・
被
害
は
主
に
施
設
栽
培
の
果
実
で
問
題
と
な
る
。

・
着
色
開
始
期
以
降
の
果
実
が
吸
汁
さ
れ
、
油
胞
を
残
し
て
白
い
か
す
り
状
に
な

る
。

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

ミ カ ン バ エ

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

同
一
系
統
の
薬
剤
の
連
続
使
用
を
避
け
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う
。
さ
ら
に
、
地
域
内
で
薬
剤
抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を

当
該
地
域
で
は
使
用
し
な
い
。

土
着
天
敵
を
活
用
す
る
た
め
、
土
着
天
敵
に
影
響
の
少
な
い
薬
剤
を
選
択
す
る
。
土
着
天
敵
の
発
生
が
多
い
場
合
は
、
薬
剤
の
散
布
を

控
え
る
。

同
一
系
統
の
薬
剤
の
連
続
使
用
を
避
け
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う
。
さ
ら
に
、
地
域
内
で
薬
剤
抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を

当
該
地
域
で
は
使
用
し
な
い
。

ア ザ ミ ウ マ 類

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

施
設
栽
培
で
は
、
施
設
内
へ
の
侵
入
防
止
の
た
め
、
施
設
開
口
部
に
防
虫
ネ
ッ
ト
や
光
反
射
資
材
に
よ
る
被
覆
を
行
う
。
ま
た
、
施
設
周

辺
に
白
色
透
湿
性
シ
ー
ト
を
敷
設
す
る
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

ア ブ ラ ム シ 類

ミ
カ
ン
ク
ロ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
か
ん
き
つ
類
の
み
の
寄
生
。
卵
越
冬
し
、
周
年
発
生
。

カ
ン
キ
ツ
ト
リ
ス
テ
ザ
ウ
ィ
ル
ス
を
媒
介
す
る
。

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
主
に
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
や
コ
デ
マ
リ
で
卵
越
冬
し
、
一
部

は
か
ん
き
つ
で
卵
越
冬
す
る
。

ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
ム
ク
ゲ
な
ど
で
卵
越
冬
す
る
も
の
と
ナ
ズ
ナ
や
施
設
栽
培
の

野
菜
な
ど
で
単
為
生
殖
し
な
が
ら
越
冬
す
る
も
の
が
い
る
。

主
に
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ワ
タ
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ミ
カ
ン
ク
ロ
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
問

題
と
な
る
。

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

- 18 -



　
　
　
[2
]か

き
か
き

○
園
地
が
過
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
、
排
水
対
策
を
実
施
す
る
。

○
枝
、
果
実
で
発
病
す
る
。

○
強
風
に
よ
る
傷
か
ら
感
染
す
る
こ
と
か
ら
、
防
風
林
、
防
風
垣
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
風
対
策
を
実
施
す
る
。

○
病
斑
は
黒
色
で
や
や
く
ぼ
む
。

○
窒
素
過
多
を
避
け
、
枝
梢
の
充
実
を
図
る
。

○
病
斑
上
に
鮭
肉
色
の
胞
子
が
形
成
さ
れ
る
。

○
せ
ん
定
時
に
病
斑
の
あ
る
枝
を
除
去
し
、
園
地
外
に
持
ち
出
し
、
適
切
に
処
分
す
る
。

○
発
病
部
位
か
ら
二
次
伝
染
す
る
。

○
発
病
に
は
品
種
間
差
が
あ
る
。

○
発
生
予
察
情
報
、
園
地
の
見
回
り
等
に
基
づ
き
、
適
期
の
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
台
風
等
に
よ
る
強
風
雨
の
後
に
は
、
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
。

○
秋
期
に
落
葉
を
で
き
る
だ
け
早
く
か
き
集
め
て
焼
却
す
る
か
土
中
に
埋
め
る
。

○
葉
で
発
病
す
る
。

○
通
風
、
採
光
、
排
水
を
良
く
す
る
。

○

○
窒
素
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
、
適
正
な
肥
培
管
理
を
行
う
。

○ ○

○
園
地
の
見
回
り
等
に
基
づ
き
、
適
期
の
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
新
梢
伸
長
期
に
1
～
2
回
薬
剤
散
布
を
行
う
。

○
発
病
部
位
か
ら
二
次
感
染
す
る
。

○
冬
期
に
粗
皮
削
り
を
行
う
。

○
蛹
（
さ
な
ぎ
）
で
越
冬
し
、
成
虫
は
年
2
回
発
生
す
る
（
5
～
6
月
、
7
～
8
月
）
。

○ ○

○
被
害
果
を
速
や
か
に
除
去
し
、
適
切
に
処
分
す
る
。

○
発
生
予
察
情
報
、
園
地
の
見
回
り
等
に
基
づ
き
、
幼
虫
発
生
期
に
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○ ○

○
新
植
及
び
改
植
時
に
は
、
健
全
な
苗
木
を
使
用
す
る
。

○

○
冬
期
の
気
門
封
鎖
剤
の
散
布
前
に
、
粗
皮
削
り
を
行
う
。

○
年
3
回
発
生
す
る
。

○
粗
皮
の
下
な
ど
で
2
齢
幼
虫
で
越
冬
し
、
3
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
新
芽
に
移
動
す
る
。

○

○
冬
期
に
気
門
封
鎖
剤
を
散
布
す
る
。

○
○

○
発
生
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
薬
剤
散
布
を
控
え
、
土
着
天
敵
の
保
護
に
努
め
る
。

○

○
土
着
天
敵
を
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
保
護
を
考
え
て
薬
剤
を
選
択
す
る
。

○

被
害
は
、
吸
汁
部
分
が
赤
変
す
る
火
ぶ
く
れ
症
や
排
甘
露
に
つ
く
カ
ビ
に
発
生
す

る
す
す
病
で
あ
る
。

幼
虫
は
ヘ
タ
下
な
ど
に
生
息
し
発
見
し
に
く
い
た
め
、
被
害
発
生
後
に
気
づ
く
こ
と

が
多
い
。

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

う ど ん こ 病

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

秋
期
に
は
白
色
菌
そ
う
部
に
、
は
じ
め
黄
色
で
後
に
黒
色
と
な
る
子
の
う
殻
が
形

成
さ
れ
る
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

８
月
の
高
温
時
期
に
は
胞
子
形
成
が
抑
制
さ
れ
る
が
、
９
月
に
入
る
と
再
び
多
量

の
胞
子
が
飛
散
す
る
。

新
芽
に
産
卵
し
、
約
1
週
間
で
ふ
化
す
る
。
幼
虫
は
新
芽
に
食
入
し
、
食
入
さ
れ
た

芽
は
枯
死
す
る
。

3
齢
幼
虫
に
な
る
と
ヘ
タ
付
近
か
ら
果
実
に
食
入
し
、
食
入
す
る
と
ヘ
タ
周
辺
に
虫

糞
が
見
ら
れ
る
。

枝
の
分
岐
部
、
粗
皮
の
下
な
ど
に
繭
を
作
り
蛹
（
よ
う
）
化
し
、
約
1
5
日
で
成
虫
と
な

る
。

第
1
世
代
は
5
個
程
度
の
果
実
を
加
害
し
、
そ
の
被
害
果
は
落
下
す
る
こ
と
が
多

い
。
第
2
世
代
は
3
個
程
度
の
果
実
を
加
害
し
、
被
害
果
は
着
色
し
ヘ
タ
を
残
し
て

落
下
す
る
。

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

炭 疽 病

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

ろ
う
物
質
の
分
泌
が
不
十
分
な
ふ
化
幼
虫
期
が
防
除
適
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
発
生
予
察
情
報
、
園
地
の
見
回
り
等
に
基
づ
き
、
適
期

の
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

通
常
目
に
す
る
の
は
雌
成
虫
で
、
雄
成
虫
は
羽
が
あ
り
小
さ
い
の
で
同
種
と
気
づ

き
に
く
い
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

主
に
問
題
と
な
る
の
は
フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
。
ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
マ
ツ
モ

ト
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
等
も
発
生
す
る
。

カ イ ガ ラ ム シ 類
5
月
に
産
卵
し
、
第
1
世
代
幼
虫
が
5
月
下
旬
か
ら
6
月
に
、
第
2
世
代
幼
虫
は
8
月
、

第
3
世
代
幼
虫
は
9
月
以
降
に
発
生
す
る
。
第
2
世
代
以
降
は
だ
ら
だ
ら
と
し
た
発

生
の
た
め
明
確
な
区
別
は
困
難
で
あ
る
。

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

若
葉
で
は
表
側
に
小
さ
い
薄
墨
色
の
斑
点
を
つ
く
り
、
徐
々
に
拡
大
す
る
。
裏
側

に
は
白
色
の
か
び
が
認
め
ら
れ
る
。
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か
き

か
き

○
寄
主
植
物
が
多
く
雑
草
等
で
繁
殖
す
る
こ
と
か
ら
、
園
地
内
及
び
そ
の
周
辺
の
下
草
や
雑
草
の
管
理
を
行
う
。

○
主
に
、
以
下
の
3
種
が
問
題
と
な
る
。

○
株
元
に
光
反
射
シ
ー
ト
等
の
マ
ル
チ
を
敷
設
す
る
。
な
お
、
樹
冠
専
有
面
積
が
大
き
い
と
効
果
が
な
く
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

○

○
主
要
な
発
生
源
で
あ
る
チ
ャ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
等
で
の
発
生
状
況
に
留
意
す
る
（
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
）
。

○
園
地
周
辺
の
放
任
の
茶
園
を
適
切
に
管
理
す
る
（
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
）
。

○
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
園
地
の
見
回
り
等
に
よ
る
早
期
発
見
に
努
め
、
発
生
初
期
に
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
○ ○

○
地
域
全
体
で
交
信
か
く
乱
剤
を
使
用
す
る
。

○
加
害
種
は
チ
ャ
ノ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
と
チ
ャ
ハ
マ
キ
で
あ
る
。

○ ○
被
害
は
幼
虫
に
よ
る
葉
や
果
実
の
食
害
で
あ
る
。

○
発
生
予
察
情
報
、
園
地
の
見
回
り
等
に
基
づ
き
、
適
期
の
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○

○
土
着
天
敵
を
活
用
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
保
護
を
考
え
て
薬
剤
を
選
択
す
る
。

○
○

ア ザ ミ ウ マ 類 ハ マ キ ム シ 類

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

同
一
系
統
の
薬
剤
の
連
続
使
用
を
避
け
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行
う
。
さ
ら
に
、
地
域
内
で
薬
剤
抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を

当
該
地
域
で
は
使
用
し
な
い
。

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

若
齢
幼
虫
は
葉
の
表
皮
を
残
す
よ
う
に
食
害
し
、
大
き
く
な
る
と
葉
を
綴
り
食
害
す

る
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

化
学
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
同
一
系
統
の
薬
剤
の
連
続
使
用
を
避
け
、
異
な
る
系
統
の
薬
剤
に
よ
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を
行

う
。
さ
ら
に
、
地
域
内
で
薬
剤
抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を
当
該
地
域
で
は
使
用
し
な
い
。

ど
ち
ら
も
年
4
回
発
生
す
る
（
4
月
～
6
月
、
6
月
～
7
月
、
7
月
～
9
月
、
9
月
～
1
0

月
）
。
か
き
の
樹
皮
下
や
常
緑
樹
、
落
葉
の
中
で
幼
虫
越
冬
す
る
。

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
蛹
（
さ
な
ぎ
）
や
成
虫
で
落
葉
の
下
や
幹
の
割
れ
目
な
ど
で
越
冬
。
3
月
下
旬
ご

ろ
か
ら
出
現
す
る
。

・
チ
ャ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
な
ど
に
寄
生
し
、
か
き
へ
は
開
花
期
こ
ろ
に
移
動

す
る
。

・
年
8
回
程
度
発
生
し
、
第
1
世
代
は
5
月
中
旬
頃
か
ら
、
第
2
世
代
は
6
月
中
旬
頃

か
ら
発
生
す
る
。
3
世
代
以
降
は
ピ
ー
ク
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

・
被
害
は
果
実
で
発
生
す
る
。
主
に
ヘ
タ
と
果
実
の
接
す
る
部
分
に
生
息
。
吸
汁

に
よ
り
傷
と
な
り
肥
大
に
伴
い
ヘ
タ
部
か
ら
リ
ン
グ
を
描
く
よ
う
に
線
が
発
現
す
る
。

加
害
時
期
が
複
数
あ
る
と
こ
の
線
も
幾
重
に
も
出
現
す
る
。

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
下
草
で
幼
虫
や
成
虫
で
越
冬
す
る
。

・
被
害
は
果
実
の
み
で
、
開
花
直
後
の
幼
果
期
と
着
色
期
に
発
生
す
る
。

・
幼
果
期
被
害
は
、
花
と
接
し
て
い
る
果
面
に
小
さ
な
傷
が
発
生
し
、
コ
ル
ク
化
す

る
。

・
着
色
期
は
着
色
の
早
い
果
実
の
陽
光
面
を
中
心
に
不
定
形
の
傷
が
発
生
す
る
。

カ
キ
ク
ダ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

・
粗
皮
の
隙
間
な
ど
で
成
虫
越
冬
す
る
。

・
展
葉
期
に
飛
来
し
て
葉
を
食
害
し
産
卵
す
る
。

・
葉
の
被
害
は
、
葉
縁
か
ら
中
心
に
向
か
っ
て
縦
方
向
に
巻
き
込
み
火
ぶ
く
れ
と
な

り
、
症
状
が
激
し
い
と
落
葉
す
る
。

・
果
実
の
被
害
は
、
幼
虫
が
ヘ
タ
下
に
入
り
果
実
を
吸
汁
し
、
こ
の
部
分
が
肥
大
と

と
も
に
側
面
に
移
動
し
、
黒
褐
色
の
傷
と
な
る
。

ヘ
タ
と
果
実
の
隙
間
や
果
実
と
葉
の
接
触
部
分
で
表
面
を
な
め
る
よ
う
に
食
害
し
、

食
害
部
は
コ
ル
ク
化
し
変
形
す
る
。

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等
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[3
]キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

○
二
倍
体
品
種
は
感
受
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
四
倍
体
ま
た
は
六
倍
体
品
種
へ
の
更
新
を
検
討
す
る
。

○
秋
期
～
春
期
に
活
動
が
活
発
に
な
る
。

○
発
生
が
疑
わ
れ
る
園
地
に
由
来
す
る
苗
や
花
粉
等
を
利
用
し
な
い
。

○
葉
に
褐
色
斑
点
、
花
蕾
や
新
梢
に
枯
死
の
症
状
が
見
ら
れ
る
。

○
感
染
し
た
枝
や
葉
は
伝
染
源
に
な
る
こ
と
か
ら
、
園
地
外
に
持
ち
出
し
、
適
切
に
処
分
す
る
。

○
枝
幹
か
ら
赤
褐
色
の
菌
液
が
漏
出
す
る
。

○
品
種
に
よ
る
感
受
性
の
違
い
を
考
慮
し
て
、
発
症
し
て
い
な
い
部
位
ま
で
大
き
く
切
り
戻
す
。

○
発
病
部
位
か
ら
二
次
伝
染
す
る
。

○
発
病
樹
の
伐
採
や
せ
ん
定
に
用
い
た
器
具
、
手
袋
、
靴
底
等
の
消
毒
を
行
う
。

○
黄
色
・
赤
色
系
品
種
は
本
病
に
弱
い
。

○
せ
ん
定
後
は
、
必
ず
切
り
口
に
癒
合
促
進
剤
を
塗
布
す
る
。

○
強
風
に
よ
る
傷
か
ら
感
染
す
る
こ
と
か
ら
、
防
風
林
、
防
風
垣
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
風
対
策
を
実
施
す
る
。

○
発
生
予
察
情
報
、
園
地
の
見
回
り
等
に
基
づ
き
、
発
病
が
認
め
ら
れ
る
前
か
ら
、
適
剤
の
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
園
地
の
見
回
り
に
よ
っ
て
、
樹
液
の
漏
出
等
の
早
期
発
見
に
努
め
る
。

　
　
　
[4
]び

わ
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

○
新
植
及
び
改
植
時
に
は
、
寄
生
さ
れ
て
い
な
い
健
全
な
苗
木
を
使
用
す
る
。

○
通
年
寄
生
し
、
年
間
に
５
世
代
程
度
発
生
す
る
。

○
５
～
６
月
に
多
発
し
、
顕
著
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

○
７
月
中
旬
～
８
月
の
盛
夏
に
は
樹
冠
内
部
で
休
眠
す
る
た
め
、
気
づ
き
に
く
い
。

○

○
開
花
初
期
（
1
1
月
中
旬
）
と
袋
掛
け
前
（
３
～
４
月
）
の
薬
剤
散
布
等
を
徹
底
す
る
。

○
開
花
初
期
の
薬
剤
散
布
は
、
蕾
や
花
の
間
に
隙
間
が
で
き
て
か
ら
、
ま
た
は
摘
房
、
摘
蕾
後
に
実
施
す
る
。

○
袋
か
け
前
の
薬
剤
散
布
は
、
摘
果
後
に
行
い
、
散
布
後
速
や
か
に
袋
か
け
を
実
施
す
る
。

○
薬
剤
散
布
時
に
、
機
能
性
展
着
剤
の
加
用
が
有
効
で
あ
る
。

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

か い よ う 病

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

ビ ワ キ ジ ラ ミ

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】

幼
虫
は
花
房
や
幼
果
等
の
隙
間
を
好
む
。
甘
露
を
排
出
し
て
す
す
病
が
発
生
し
、

下
部
の
葉
や
果
実
が
黒
く
汚
れ
る
。
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[5
]果

樹
共
通

○
発
生
の
多
い
地
域
で
は
、
防
虫
ネ
ッ
ト
又
は
多
目
的
防
災
網
の
設
置
や
袋
掛
け
を
行
う
。

○

○
施
設
栽
培
で
は
、
防
虫
ネ
ッ
ト
等
で
施
設
開
口
部
を
覆
う
こ
と
に
よ
り
、
侵
入
防
止
を
図
る
。

○ ○

○
○

○
ス
ギ
林
や
ヒ
ノ
キ
林
の
隣
接
園
で
は
被
害
が
多
い
こ
と
か
ら
特
に
発
生
状
況
に
留
意
す
る
。

○
果
実
肥
大
期
か
ら
成
熟
期
ま
で
被
害
が
続
く
こ
と
か
ら
、
飛
来
が
確
認
さ
れ
た
園
地
で
は
薬
剤
散
布
等
を
実
施
す
る
。

○
ヒ
ノ
キ
球
果
の
豊
凶
が
新
成
虫
の
発
生
量
の
目
安
に
な
る
。

○
防
虫
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
袋
掛
け
を
行
わ
な
い
樹
種
の
場
合
、
地
域
一
斉
に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
と
防
除
効
果
が
高
ま
る
。

○

病
害

虫
名

総
合
防
除
の
内
容

（
防
除
上
の
ポ
イ
ン
ト
）
等

発
生
生
態
、
病
害
虫
の
特
徴
等

カ メ ム シ 類

【
予
防
に
関
す
る
措
置
】

主
要
な
加
害
種
は
、
チ
ャ
バ
ネ
オ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ク
サ
ギ
カ

メ
ム
シ
で
あ
る
。

越
冬
場
所
は
、
チ
ャ
バ
ネ
オ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
は
山
林
の
周
縁
部
の
落
ち
葉
の
下
、

ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
は
常
緑
樹
の
樹
冠
内
部
、
ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
は
樹
皮
の
隙
間
や

家
屋
の
中
で
あ
る
。

発
生
回
数
は
、
チ
ャ
バ
ネ
オ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
が
年
１
か
ら
３
回
、
ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ

と
ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
が
年
１
回
と
推
定
す
る
。

発
生
量
や
時
期
は
、
地
域
や
園
地
で
格
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
生
予
察
情
報
を
参
考
に
、
飛
来
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
（
主
に
夕
方
）
、

園
地
内
の
見
回
り
等
を
実
施
す
る
。

被
害
は
成
虫
の
吸
汁
に
よ
る
も
の
で
、
幼
果
期
に
吸
汁
さ
れ
る
と
落
果
す
る
。
肥
大

後
期
以
降
に
吸
汁
さ
れ
る
と
、
か
ん
き
つ
類
で
は
果
皮
と
じ
ょ
う
の
う
が
癒
着
し
た
り

果
肉
が
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
り
、
落
葉
果
樹
で
は
加
害
部
が
く
ぼ
み
、
果
肉
が
ス
ポ
ン

ジ
状
に
な
る
。
い
ず
れ
も
品
質
・
商
品
価
値
が
低
下
す
る
。

４
月
に
越
冬
場
所
か
ら
離
れ
寄
主
植
物
に
移
動
す
る
。
花
や
実
、
新
梢
に
寄
生
・

吸
汁
し
、
５
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
球
果
に
産
卵
す
る
。
こ
れ
ら
が
主
要

な
増
殖
源
と
な
る
。

【
判
断
・
防
除
に
関
す
る
措
置
】
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（
４

）
野

菜
に

お
け

る
対

象
病

害
虫

ご
と

の
総

合
防

除
の

内
容

  
　

　
[1

]き
ゅ

う
り

き
ゅ

う
り

○
本

病
を

媒
介

す
る

ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
の

侵
入

を
防

止
す

る
た

め
寒

冷
紗

（
し

ゃ
）
被

覆
で

育
苗

す
る

。
○

病
原

ウ
イ

ル
ス

は
M

Y
S
V

で
あ

る
。

○
媒

介
虫

の
無

寄
生

苗
を

使
用

す
る

。
○

虫
媒

伝
染

す
る

ウ
イ

ル
ス

病
で

あ
り

、
媒

介
虫

は
ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
で

あ
る

。
○

媒
介

虫
に

対
し

て
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

汁
液

伝
染

、
種

子
伝

染
、

土
壌

伝
染

は
し

な
い

。
○

媒
介

虫
の

発
生

源
と

な
る

ほ
場

内
及

び
そ

の
周

辺
の

除
草

に
努

め
る

。
○

病
徴

は
葉

と
果

実
に

発
生

す
る

。
○

○

○
シ

ル
バ

ー
ポ

リ
及

び
シ

ル
バ

ー
テ

ー
プ

な
ど

を
使

用
し

、
媒

介
虫

の
飛

来
を

防
止

す
る

。
○

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
病

株
は

速
や

か
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
作

物
残

さ
は

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○

施
設

栽
培

で
は

、
栽

培
終

了
後

に
蒸

込
み

処
理

を
行

う
。

○
発

生
初

期
に

媒
介

虫
に

対
し

て
薬

剤
散

布
を

徹
底

す
る

。

○
多

湿
条

件
下

で
発

生
が

多
い

こ
と

か
ら

、
土

壌
水

分
や

湿
度

を
適

正
に

維
持

す
る

。
○

葉
や

果
実

に
発

生
す

る
。

○
種

子
伝

染
も

す
る

の
で

、
健

全
な

種
子

を
使

用
す

る
。

○
子

葉
に

は
、

淡
褐

色
、

円
形

の
く

ぼ
ん

だ
斑

点
が

生
じ

る
。

○
窒

素
過

多
を

避
け

る
。

○

○
茎

葉
の

過
繁

茂
を

避
け

る
。

○
ウ

リ
科

作
物

を
連

作
し

な
い

。
○

○
マ

ル
チ

栽
培

す
る

。
○

施
設

栽
培

で
は

加
温

す
る

な
ど

し
て

湿
度

を
下

げ
る

。
○

多
湿

条
件

下
で

は
、

乳
白

色
の

細
菌

の
粘

塊
（
白

い
や

に
）
が

み
ら

れ
る

。
○

病
原

細
菌

の
適

温
は

2
5
～

2
7
℃

で
あ

る
。

○
罹

（
り

）
病

部
は

す
み

や
か

に
除

去
し

、
ほ

場
外

へ
持

ち
出

す
。

○
予

防
散

布
の

効
果

は
高

い
の

で
、

常
発

ほ
場

で
は

、
天

候
に

留
意

し
、

薬
剤

散
布

を
行

う
。

○
初

発
を

認
め

た
ら

、
速

や
か

に
抗

生
物

質
剤

の
散

布
を

行
う

。

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

葉
で

は
生

長
点

付
近

の
葉

が
葉

脈
透

化
症

状
を

示
し

、
そ

の
後

退
緑

あ
る

い
は

黄
化

症
状

を
呈

す
る

よ
う

に
な

り
、

葉
脈

に
沿

っ
て

斑
点

状
の

え
そ

が
発

生
す

る
。

果
実

で
は

退
緑

斑
点

や
モ

ザ
イ

ク
が

生
じ

、
火

ぶ
く

れ
状

に
奇

形
果

と
な

る
こ

と
が

あ
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

斑 点 細 菌 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

本
葉

で
は

初
め

、
水

浸
状

の
小

斑
点

を
生

じ
る

。
こ

れ
が

拡
大

し
て

黄
褐

色
の

葉
脈

に
囲

ま
れ

た
角

型
病

斑
に

な
り

、
の

ち
に

灰
白

色
に

変
わ

る
。

果
実

で
は

暗
褐

色
の

く
ぼ

ん
だ

斑
点

を
形

成
し

、
亀

裂
を

作
っ

て
や

に
を

出
し

て
軟

化
腐

敗
す

る
。

黄 化 え そ 病

施
設

栽
培

で
は

、
施

設
内

へ
の

媒
介

虫
の

侵
入

を
防

止
す

る
た

め
、

防
虫

ネ
ッ

ト
、

粘
着

シ
ー

ト
、

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
等

の
物

理
的

防
除

法
を

活
用

す
る

。
赤

色
の

防
虫

ネ
ッ

ト
は

侵
入

抑
制

効
果

が
高

い
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】
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き
ゅ

う
り

き
ゅ

う
り

○
窒

素
過

多
を

避
け

る
。

○
葉

・
茎

・
果

実
に

発
生

す
る

。
○

ほ
場

の
排

水
を

良
好

に
保

つ
。

○
葉

に
は

黄
褐

色
、

円
形

の
病

斑
を

生
じ

、
古

く
な

る
と

中
央

が
破

れ
や

す
く

な
る

。
○

マ
ル

チ
栽

培
す

る
。

○
葉

柄
や

茎
に

は
紡

錘
形

の
く

ぼ
ん

だ
病

斑
を

生
じ

さ
せ

る
。

○
露

地
栽

培
で

は
、

雨
よ

け
栽

培
に

す
る

。
○

果
実

に
は

円
形

～
楕

円
形

の
深

く
く

ぼ
ん

だ
病

斑
を

生
じ

る
。

○
密

植
を

避
け

、
風

通
し

を
良

く
す

る
。

○ ○
多

雨
時

に
発

病
が

多
い

こ
と

か
ら

、
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
す

る
。

○
発

病
葉

・
果

実
は

早
期

に
除

去
す

る
。

○
残

さ
を

適
切

に
処

分
す

る
。

○
予

防
散

布
に

重
点

を
置

く
。

○
多

雨
時

に
発

病
が

多
い

こ
と

か
ら

、
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
す

る
。

○
特

に
激

し
い

降
雨

が
続

く
と

見
込

ま
れ

る
場

合
に

は
、

降
雨

前
後

に
薬

剤
散

布
を

行
う

。

○
抵

抗
性

品
種

を
使

用
す

る
。

○
葉

に
の

み
発

生
す

る
。

○
健

全
な

苗
を

使
用

す
る

。
○

初
め

、
下

位
葉

に
お

い
て

淡
黄

色
の

境
界

が
不

鮮
明

な
斑

点
を

生
じ

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。
○

や
が

て
病

斑
は

拡
大

し
、

淡
褐

色
の

葉
脈

に
囲

ま
れ

た
角

張
っ

た
病

斑
と

な
る

。
○

マ
ル

チ
栽

培
す

る
。

○
湿

度
の

高
い

時
に

は
、

病
斑

の
裏

面
に

紫
黒

色
の

菌
叢

が
生

ず
る

。
○

露
地

栽
培

で
は

雨
よ

け
栽

培
す

る
。

○
激

し
く

発
病

し
た

葉
は

、
枯

れ
て

も
ろ

く
な

る
。

○
風

通
し

を
良

く
す

る
た

め
、

密
植

を
避

け
る

。
○

下
葉

か
ら

発
生

し
、

上
位

葉
に

広
が

る
。

○
施

設
栽

培
に

お
い

て
、

換
気

を
十

分
に

行
い

、
過

湿
防

止
に

努
め

る
。

○
相

対
湿

度
８

５
％

を
超

え
る

と
発

病
す

る
。

○
肥

料
切

れ
に

な
ら

な
い

よ
う

に
適

正
な

施
肥

管
理

を
行

う
。

○
発

病
部

位
を

速
や

か
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
薬

剤
散

布
す

る
と

き
は

、
薬

液
が

葉
裏

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

に
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○

露
地

栽
培

で
は

降
雨

後
に

多
く

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
降

雨
の

前
後

に
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。
○ ○

残
さ

を
適

切
に

処
分

す
る

。
○

発
病

初
期

の
防

除
に

重
点

を
置

く
。

○
発

生
予

察
情

報
、

ほ
場

見
回

り
等

に
基

づ
き

、
適

期
に

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

露
地

で
発

生
が

多
く

、
６

月
ご

ろ
か

ら
秋

ま
で

発
生

し
、

特
に

降
雨

の
連

続
し

た
と

き
被

害
が

大
き

い
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

べ と 病

病
害

虫
名

炭 疽 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

薬
剤

耐
性

菌
が

発
生

し
や

す
い

た
め

、
同

一
系

統
の

薬
剤

の
連

続
使

用
を

避
け

、
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等
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き
ゅ

う
り

き
ゅ

う
り

○
抵

抗
性

品
種

を
使

用
す

る
。

○
葉

に
発

生
す

る
。

○
風

通
し

を
良

く
す

る
た

め
、

密
植

を
避

け
る

。
○

初
め

、
淡

褐
色

の
小

さ
な

斑
点

を
生

じ
る

。
○

施
設

内
の

換
気

を
こ

ま
め

に
行

い
、

通
路

に
わ

ら
、

も
み

殻
な

ど
を

敷
く

こ
と

に
よ

り
、

高
温

・
多

湿
を

避
け

る
。

○
時

に
は

、
１

枚
の

葉
に

多
数

病
斑

を
生

じ
る

こ
と

も
あ

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。
○

○
窒

素
過

多
を

避
け

る
。

○
草

勢
を

低
下

さ
せ

な
い

よ
う

に
管

理
す

る
。

○
多

発
時

に
は

、
2
～

3
ｃ
ｍ

の
大

型
病

斑
と

な
る

。
○

被
害

残
さ

の
処

理
を

適
切

に
す

る
。

○
発

病
前

と
発

生
初

期
の

散
布

に
重

点
を

置
く

。
○

降
雨

前
後

に
重

点
的

に
散

布
す

る
。

○
ベ

ン
ゾ

イ
ミ
ダ

ゾ
ー

ル
系

薬
剤

は
、

県
内

で
広

く
耐

性
菌

が
確

認
さ

れ
て

い
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
○

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

適
期

に
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。

○
朝

夕
の

急
激

な
冷

え
込

み
は

発
生

を
助

長
す

る
。

○
花

、
果

実
、

葉
で

発
生

す
る

。
○

施
設

で
は

、
加

温
、

換
気

等
を

行
い

湿
度

低
下

に
努

め
る

。
○

果
実

に
発

生
す

る
と

被
害

が
大

き
い

。
○

密
植

を
避

け
る

。
○

花
は

、
開

花
後

の
花

弁
を

灰
褐

色
に

腐
敗

さ
せ

る
。

○
適

切
な

肥
培

管
理

を
行

い
、

過
繁

茂
に

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

○
幼

果
に

は
着

花
部

よ
り

淡
褐

色
の

腐
敗

が
広

が
り

果
実

全
体

を
腐

ら
せ

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。
○

○
施

設
栽

培
に

お
い

て
は

、
紫

外
線

除
去

フ
ィ

ル
ム

や
防

消
滴

フ
ィ

ル
ム

を
活

用
す

る
。

○
葉

の
病

斑
部

は
破

け
や

す
い

。
○

湿
度

の
高

い
時

、
被

害
部

に
灰

色
～

淡
褐

色
、

粉
状

の
菌

叢
を

生
じ

る
。

○
主

に
施

設
栽

培
で

晩
秋

～
春

の
低

温
期

に
発

生
す

る
。

○
発

病
果

実
な

ど
は

速
や

か
に

除
去

す
る

。
○

気
温

が
2
0
℃

前
後

で
、

多
湿

条
件

の
時

多
発

す
る

。
○

ベ
ン

ゾ
イ

ミ
ダ

ゾ
ー

ル
系

薬
剤

は
、

県
内

で
広

く
耐

性
菌

が
確

認
さ

れ
て

い
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
○ ○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

ほ
場

見
回

り
等

に
よ

る
発

病
株

の
早

期
発

見
に

努
め

、
発

生
初

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

薬
剤

耐
性

菌
が

発
生

し
や

す
い

た
め

、
同

一
系

統
の

薬
剤

の
連

続
使

用
を

避
け

、
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

葉
で

は
発

病
し

た
花

弁
が

落
下

し
た

り
病

果
が

付
着

し
た

部
分

か
ら

発
病

し
、

灰
白

色
の

大
型

病
斑

と
な

る
。

褐 斑 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

病
斑

は
次

第
に

拡
大

し
て

、
直

径
が

5
～

1
0
ｍ

ｍ
で

中
央

が
灰

褐
色

の
不

整
形

の
斑

点
に

な
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

灰 色 か び 病
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き
ゅ

う
り

き
ゅ

う
り

○
抵

抗
性

品
種

を
使

用
す

る
。

○
主

に
葉

に
発

生
す

る
が

、
症

状
が

激
し

い
と

葉
柄

に
も

発
生

す
る

。
○

窒
素

過
多

を
避

け
る

。
○

葉
の

表
面

に
淡

い
白

色
の

斑
点

を
生

じ
る

。
○

ハ
ウ

ス
抑

制
栽

培
で

被
害

が
大

き
く

、
施

設
栽

培
で

は
乾

燥
を

避
け

る
。

○
や

が
て

、
斑

点
は

明
瞭

な
白

色
、

粉
状

と
な

る
。

○
密

植
、

株
の

過
繁

茂
は

避
け

る
。

○
症

状
が

激
し

く
な

る
と

、
葉

全
体

が
白

色
の

か
び

に
覆

わ
れ

て
、

黄
化

枯
死

す
る

。
○

や
や

乾
燥

し
た

条
件

で
発

生
し

や
す

い
。

○
発

病
後

は
、

7
～

1
0
日

間
隔

で
2
～

3
回

散
布

す
る

。
○

水
和

剤
使

用
時

に
は

展
着

剤
を

加
用

す
る

。
○

被
害

残
さ

を
ほ

場
内

に
残

さ
な

い
。

○
発

病
し

た
茎

葉
は

速
や

か
に

除
去

す
る

。
○ ○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

ほ
場

見
回

り
等

に
よ

る
発

病
株

の
早

期
発

見
に

努
め

、
発

生
初

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。

○
無

寄
生

苗
を

使
用

す
る

。
○

主
な

寄
生

種
は

ワ
タ

ア
ブ

ラ
ム

シ
。

○
ほ

場
内

及
び

そ
の

周
辺

の
雑

草
の

防
除

に
努

め
る

。
○

葉
、

生
長

点
部

、
花

、
果

実
に

寄
生

し
て

吸
汁

加
害

す
る

。
○

○
C

M
V

,W
M

V
,Z

Y
M

V
,P

R
S
V

を
媒

介
す

る
。

○

○
定

植
時

、
定

植
前

に
本

虫
に

登
録

の
あ

る
粒

剤
等

を
処

理
す

る
。

○ ○

○
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。
○

露
地

栽
培

で
は

、
6
～

8
月

に
発

生
が

多
い

。
○

発
生

予
察

情
報

を
参

考
に

、
ほ

場
見

回
り

等
に

よ
る

寄
生

株
の

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

初
期

に
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
同

一
系

統
の

薬
剤

の
連

続
使

用
を

避
け

、
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
ネ

オ
ニ

コ
チ

ノ
イ

ド
系

薬
剤

の
感

受
性

低
下

が
、

一
部

の
地

域
で

認
め

ら
れ

て
い

る
。

ア ブ ラ ム シ 類う ど ん こ 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

薬
剤

耐
性

菌
が

発
生

し
や

す
い

た
め

、
同

一
系

統
の

薬
剤

の
連

続
使

用
を

避
け

、
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

有
翅

（
し

）
虫

の
飛

来
を

防
止

す
る

た
め

、
シ

ル
バ

ー
マ

ル
チ

若
し

く
は

シ
ル

バ
ー

テ
ー

プ
ま

た
は

風
上

方
向

に
防

風
垣

若
し

く
は

防
風

ネ
ッ

ト
を

設
置

す
る

（
施

設
栽

培
で

は
、

防
虫

ネ
ッ

ト
に

よ
る

換
気

窓
の

被
覆

、
U

V
カ

ッ
ト
フ

ィ
ル

ム
の

展
張

、
シ

ル
バ

ー
マ

ル
チ

、
粘

着
シ

ー
ト
の

活
用

が
有

効
）
。

ジ
ャ

ガ
イ

モ
ヒ

ゲ
ナ

ガ
ア

ブ
ラ

ム
シ

に
吸

汁
さ

れ
た

場
合

、
吸

汁
さ

れ
た

部
分

が
黄

変
す

る
特

徴
的

な
被

害
を

呈
す

る
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

寄
生

が
多

く
な

る
と

生
育

が
抑

制
さ

れ
る

だ
け

で
な

く
、

排
泄

（
せ

つ
）
物

に
よ

り
す

す
病

が
発

生
す

る
。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

ほ
場

周
辺

の
雑

草
地

か
ら

の
有

翅
（
し

）
虫

の
飛

び
込

み
や

苗
に

よ
る

持
ち

込
み

が
主

な
要

因
で

あ
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】
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き
ゅ

う
り

き
ゅ

う
り

○
無

寄
生

苗
を

使
用

す
る

。
○

○
ほ

場
内

及
び

そ
の

周
辺

の
雑

草
の

防
除

に
努

め
る

。
○

○
気

温
が

上
が

り
始

め
る

3
月

以
降

発
生

が
多

く
な

る
。

○
上

位
葉

に
は

成
虫

・
卵

、
中

位
葉

以
下

に
は

幼
虫

が
寄

生
す

る
。

○
施

設
栽

培
に

お
い

て
は

、
栽

培
終

了
後

に
蒸

し
こ

み
処

理
を

行
う

。
○

排
泄

（
せ

つ
）
物

に
よ

っ
て

す
す

病
が

発
生

す
る

。
○

定
植

時
、

定
植

前
の

粒
剤

等
薬

剤
を

処
理

す
る

。
○

オ
ン

シ
ツ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
は

、
B

P
Y

V
（
C

u
Y

V
）
を

媒
介

し
、

黄
化

病
を

発
生

さ
せ

る
。

○
タ

バ
コ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
は

、
C

C
Y

V
を

媒
介

し
、

退
緑

黄
化

病
を

発
生

さ
せ

る
。

○
発

生
は

露
地

で
少

な
く

、
施

設
で

多
い

。

○
成

虫
密

度
の

低
下

の
た

め
、

粘
着

シ
ー

ト
等

を
設

置
す

る
。

○
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。
○

発
生

予
察

情
報

を
参

考
に

、
ほ

場
見

回
り

等
に

よ
る

寄
生

株
の

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

初
期

に
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
同

一
系

統
の

薬
剤

の
連

続
使

用
を

避
け

、
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
葉

裏
に

十
分

散
布

す
る

。
○

作
物

残
さ

を
適

切
に

処
分

す
る

。

○
苗

を
介

し
た

ほ
場

へ
の

持
ち

込
み

を
防

ぐ
た

め
、

育
苗

床
で

の
防

除
を

徹
底

す
る

。
○

成
・
幼

虫
は

主
に

葉
を

食
害

す
る

。
○

ほ
場

内
及

び
そ

の
周

辺
の

雑
草

の
防

除
に

努
め

る
。

○
密

度
が

高
く

な
る

と
果

実
、

茎
、

果
梗

な
ど

も
加

害
す

る
。

○
○

幼
虫

は
、

生
長

点
部

よ
り

下
の

展
開

葉
に

多
く

寄
生

す
る

。
○

○
定

植
前

後
に

ア
ザ

ミ
ウ

マ
類

に
登

録
の

あ
る

粒
剤

等
を

施
用

す
る

。
○

マ
ル

チ
の

敷
設

に
よ

り
、

土
中

で
の

蛹
（
よ

う
）
化

を
防

ぐ
。

○

○
施

設
栽

培
に

お
い

て
は

、
栽

培
終

了
後

に
蒸

し
こ

み
処

理
を

行
う

。
○ ○

○
シ

ル
バ

ー
ポ

リ
フ

ィ
ル

ム
に

よ
る

畝
マ

ル
チ

で
初

期
の

発
生

を
抑

制
す

る
。

○
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。
○

幼
果

期
に

加
害

さ
れ

る
と

曲
が

り
果

な
ど

の
原

因
に

な
る

。
○

施
設

栽
培

で
は

、
防

虫
ネ

ッ
ト
（
1
ｍ

ｍ
以

下
）
に

よ
る

換
気

窓
の

被
覆

を
す

る
。

○
ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
は

M
Y

S
V

を
媒

介
し

、
黄

化
え

そ
病

を
発

生
さ

せ
る

。
○

発
生

予
察

情
報

を
参

考
に

、
ほ

場
見

回
り

等
に

よ
る

寄
生

株
の

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

初
期

に
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
白

色
や

青
色

に
よ

く
誘

引
さ

れ
る

。
○

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○ ○
蛹

（
さ

な
ぎ

）
や

卵
な

ど
薬

剤
の

効
果

が
低

い
発

育
ス

テ
ー

ジ
が

あ
る

た
め

7
～

1
0
日

間
隔

で
2
～

3
回

続
け

て
散

布
す

る
。

○
作

物
残

さ
を

適
切

に
処

分
す

る
。

果
実

表
面

に
灰

白
色

の
ケ

ロ
イ

ド
状

の
傷

が
つ

い
た

り
、

イ
ボ

が
消

失
し

た
り

す
る

。

施
設

栽
培

に
お

い
て

、
防

虫
ネ

ッ
ト
、

U
V

カ
ッ

ト
フ

ィ
ル

ム
、

シ
ル

バ
ー

マ
ル

チ
、

粘
着

シ
ー

ト
等

の
活

用
に

よ
り

、
施

設
内

へ
の

侵
入

を
防

止
す

る
。

コ ナ ジ ラ ミ 類

病
害

虫
名 ア ザ ミ ウ マ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

施
設

栽
培

に
お

い
て

、
防

虫
ネ

ッ
ト
、

U
V

カ
ッ

ト
フ

ィ
ル

ム
、

シ
ル

バ
ー

マ
ル

チ
、

粘
着

シ
ー

ト
等

の
活

用
に

よ
り

、
施

設
内

へ
の

侵
入

を
防

止
す

る
。

赤
色

の
防

虫
ネ

ッ
ト
は

、
侵

入
抑

制
効

果
が

高
い

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

ア
ド

マ
イ

ヤ
ー

剤
、

モ
ス

ピ
ラ

ン
剤

、
合

成
ピ

レ
ス

ロ
イ

ド
系

薬
剤

、
有

機
リ
ン

系
薬

剤
、

カ
ー

バ
メ

ー
ト
系

薬
剤

は
広

く
感

受
性

が
低

下
し

て
い

る
た

め
使

用
を

避
け

る
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

幼
苗

期
に

は
低

密
度

で
も

奇
形

葉
が

生
じ

た
り

、
芯

止
ま

り
に

な
り

や
す

く
、

生
育

が
著

し
く

抑
制

さ
れ

る
。

成
・
幼

虫
の

吸
汁

に
よ

る
生

育
抑

制
な

ど
の

被
害

は
高

密
度

に
な

ら
な

い
限

り
問

題
に

な
ら

な
い

。

低
密

度
時

に
は

葉
脈

に
沿

っ
て

小
さ

な
白

斑
を

生
じ

る
程

度
で

あ
る

が
、

密
度

が
高

く
な

る
に

つ
れ

て
白

斑
部

が
拡

大
し

、
ひ

ど
い

場
合

に
は

褐
変

・
枯

死
す

る
。

高
密

度
時

に
は

、
生

長
点

部
や

果
梗

、
茎

ま
で

加
害

す
る

た
め

、
芯

止
ま

り
や

茎
、

果
梗

の
褐

変
と

い
っ

た
被

害
症

状
が

み
ら

れ
る

。
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[2
]ト

マ
ト

ト
マ

ト

○
本

病
を

媒
介

す
る

タ
バ

コ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ
（
バ

イ
オ

タ
イ

プ
B

及
び

Q
）
の

無
寄

生
苗

を
使

用
す

る
。

○
病

原
ウ

イ
ル

ス
は

、
T

Y
L
C

V
で

あ
る

。
○

媒
介

虫
に

対
し

て
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

本
県

で
は

、
イ

ス
ラ

エ
ル

系
統

、
マ

イ
ル

ド
系

統
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

○
媒

介
虫

の
発

生
源

と
な

る
ほ

場
内

及
び

そ
の

周
辺

の
除

草
に

努
め

る
。

○

○

○

○
ウ

イ
ル

ス
の

系
統

に
応

じ
た

抵
抗

性
品

種
を

使
用

す
る

。
○

汁
液

伝
染

、
種

子
伝

染
、

土
壌

伝
染

は
し

な
い

。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
病

株
は

速
や

か
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
発

生
初

期
に

媒
介

虫
に

対
し

て
薬

剤
散

布
を

徹
底

す
る

。
○

作
物

残
さ

は
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
施

設
栽

培
で

は
、

栽
培

終
了

後
に

蒸
込

み
処

理
を

行
う

。
○

媒
介

虫
の

防
除

に
当

た
っ

て
は

、
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。

○
抵

抗
性

台
木

を
使

用
す

る
。

○
梅

雨
明

け
か

ら
夏

期
に

か
け

て
の

高
温

期
に

発
生

す
る

。
○

床
土

は
無

病
土

を
使

用
す

る
。

○
連

作
ほ

場
で

は
多

発
し

や
す

い
。

○
５

年
以

上
の

輪
作

を
す

る
。

○

○
連

作
を

避
け

、
発

病
ほ

場
は

３
年

以
上

水
田

化
す

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。
○

外
観

上
健

全
に

見
え

る
株

が
急

激
に

萎
れ

、
短

期
間

で
枯

死
す

る
。

○
移

植
後

の
根

傷
み

に
注

意
し

、
管

理
作

業
時

に
根

を
傷

つ
け

な
い

よ
う

に
す

る
。

○

○
マ

ル
チ

の
敷

設
ま

た
は

敷
き

わ
ら

に
よ

り
、

地
温

の
上

昇
を

抑
制

す
る

。
○

ハ
サ

ミ
等

作
業

器
具

の
消

毒
及

び
手

の
洗

浄
を

行
い

な
が

ら
作

業
す

る
。

○

○
石

灰
を

多
量

に
施

用
す

る
（
2
0
0
kg

／
1
0
a）

。
○

薬
剤

及
び

太
陽

熱
等

を
利

用
し

た
土

壌
消

毒
を

行
う

。
○

根
な

ど
の

被
害

残
さ

と
と

も
に

土
壌

中
で

数
年

間
生

存
し

、
伝

染
源

と
な

る
。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
病

株
は

速
や

か
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
作

物
残

さ
は

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

黄 化 葉 巻 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

施
設

栽
培

で
は

、
施

設
内

へ
の

媒
介

虫
の

侵
入

を
防

止
す

る
た

め
、

防
虫

ネ
ッ

ト
、

粘
着

シ
ー

ト
、

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
等

の
物

理
的

防
除

法
を

活
用

す
る

。
生

長
点

付
近

の
新

葉
が

黄
化

し
、

葉
巻

症
状

と
な

る
。

株
は

節
間

が
短

く
な

り
、

萎
縮

や
叢

生
症

状
を

示
す

。

青 枯 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

青
枯

病
菌

（
細

菌
）
は

過
湿

な
ほ

場
状

態
を

好
み

、
本

病
は

排
水

不
良

、
過

か
ん

水
、

冠
水

に
よ

っ
て

多
発

生
す

る
。

一
般

に
高

温
で

発
病

が
激

し
い

が
、

低
温

期
に

発
病

し
た

場
合

、
下

葉
か

ら
黄

化
す

る
等

、
萎

れ
症

状
ま

で
に

期
間

を
要

す
る

。

虫
媒

伝
染

す
る

ウ
イ

ル
ス

病
で

あ
り

、
媒

介
虫

は
タ

バ
コ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
（
バ

イ
オ

タ
イ

プ
B

及
び

Q
）
で

あ
る

。

茎
の

地
際

部
を

切
断

す
る

と
、

道
管

部
の

褐
変

が
み

ら
れ

る
。

ま
た

、
そ

の
部

分
か

ら
白

濁
し

た
細

菌
汁

が
確

認
さ

れ
る

。
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ト
マ

ト
ト
マ

ト

○
連

作
を

避
け

る
。

○
発

病
適

温
は

2
5
～

2
8
℃

と
さ

れ
て

い
る

。
○

窒
素

過
多

を
避

け
る

。
○

○
汁

液
伝

染
を

避
け

る
た

め
、

摘
芽

作
業

が
遅

れ
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
○

排
水

・
換

気
等

を
図

り
、

多
湿

を
避

け
る

。
○

多
湿

時
の

管
理

作
業

を
避

け
る

。
○

摘
芽

、
摘

葉
、

摘
心

、
誘

引
等

の
作

業
に

よ
り

、
病

原
菌

が
伝

搬
さ

れ
る

。
○

ハ
サ

ミ
等

作
業

器
具

の
消

毒
お

よ
び

手
の

洗
浄

を
行

い
な

が
ら

作
業

す
る

。
○

育
苗

期
は

、
複

葉
の

一
部

が
萎

ち
ょ

う
・
黄

化
す

る
。

○
資

材
も

伝
染

源
と

な
る

の
で

、
よ

く
洗

浄
・
消

毒
し

て
使

用
す

る
。

○

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
病

株
は

速
や

か
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
育

苗
期

か
ら

予
防

的
に

薬
剤

散
布

を
行

う
。

○
台

風
前

後
に

は
、

十
分

な
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

摘
芽

作
業

後
は

、
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

作
物

残
さ

は
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。
○

施
設

栽
培

で
は

低
温

多
湿

時
、

露
地

栽
培

で
は

梅
雨

時
期

に
発

病
が

多
い

。
○

風
通

し
を

良
く

す
る

た
め

、
密

植
及

び
過

繁
茂

を
避

け
る

。
○

○
雨

よ
け

栽
培

を
行

う
。

○
窒

素
過

多
を

避
け

る
。

○
窒

素
過

多
・
多

湿
条

件
は

、
発

病
を

著
し

く
助

長
す

る
。

○
露

地
栽

培
で

は
、

マ
ル

チ
の

敷
設

ま
た

は
敷

き
わ

ら
に

よ
り

、
土

が
跳

ね
上

が
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

○

○
施

設
栽

培
で

は
、

夜
間

、
茎

葉
に

水
滴

が
付

か
な

い
よ

う
な

管
理

に
努

め
る

。
○

輪
作

を
実

施
す

る
。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
病

茎
葉

及
び

発
病

果
は

、
伝

染
源

と
な

る
の

で
速

や
か

に
除

去
し

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○ ○

薬
剤

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
薬

液
が

葉
裏

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

、
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○

作
物

残
さ

は
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

か
い

よ
う

病
菌

（
細

菌
）
は

、
被

害
茎

葉
と

と
も

に
土

壌
中

で
３

年
以

上
生

存
し

、
伝

染
源

と
な

る
。

ま
た

、
栽

培
に

使
用

し
た

資
材

上
で

も
乾

燥
状

態
で

2
年

以
上

生
存

す
る

と
さ

れ
て

い
る

。

本
ぽ

で
は

、
発

病
初

期
に

は
下

葉
が

黄
化

し
、

生
育

不
良

に
な

る
場

合
が

あ
る

。
発

病
が

進
む

と
萎

れ
を

生
じ

、
葉

に
は

特
徴

的
な

葉
脈

間
の

褐
変

が
み

ら
れ

る
。

後
半

に
は

株
全

体
が

黄
化

し
、

萎
ち

ょ
う

症
状

を
示

す
が

、
急

激
に

枯
死

せ
ず

病
勢

は
緩

慢
に

進
展

す
る

。
【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

ほ
場

内
で

水
の

た
ま

り
や

す
い

箇
所

、
施

設
栽

培
で

は
、

被
覆

資
材

か
ら

水
滴

が
落

ち
て

く
る

箇
所

か
ら

発
生

す
る

こ
と

が
あ

る
。

薬
剤

散
布

は
、

常
発

地
で

は
、

発
生

し
や

す
い

気
象

条
件

に
留

意
し

て
予

防
散

布
に

努
め

、
発

病
後

は
散

布
間

隔
を

短
縮

し
、

集
中

的
に

行
う

。

梅
雨

入
り

後
や

曇
雨

天
時

（
2
0
℃

前
後

の
低

温
・
多

湿
条

件
）
が

続
く

と
発

生
し

や
す

い
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

疫 病
【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

か い よ う 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等
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ト
マ

ト
ト
マ

ト

○
抵

抗
性

品
種

を
使

用
す

る
。

○

○
風

通
し

を
良

く
す

る
た

め
、

密
植

及
び

過
繁

茂
を

避
け

る
。

○
多

湿
条

件
下

で
発

生
し

や
す

い
こ

と
か

ら
、

施
設

栽
培

で
は

換
気

等
に

よ
り

、
施

設
内

の
湿

度
を

低
く

保
つ

。
○

発
病

は
気

温
2
0
℃

以
上

、
湿

度
9
0
％

以
上

の
時

に
多

く
な

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。
○

施
設

栽
培

で
の

発
生

が
多

い
。

○
過

度
の

か
ん

水
は

避
け

る
。

○
高

温
期

に
は

病
勢

は
衰

え
る

。
○

窒
素

過
多

及
び

肥
料

切
れ

を
避

け
る

。
○

○
発

生
ほ

場
で

使
用

し
た

農
業

用
資

材
の

消
毒

又
は

更
新

を
行

う
。

○ ○
発

病
葉

や
施

設
の

資
材

等
に

付
着

し
た

胞
子

が
、

翌
年

の
伝

染
源

と
な

る
。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
病

葉
は

、
伝

染
源

と
な

る
の

で
速

や
か

に
除

去
し

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○

薬
剤

散
布

は
、

発
生

前
（
感

染
初

期
）
か

ら
行

う
。

○
薬

剤
散

布
に

当
た

っ
て

は
、

薬
液

が
葉

裏
に

も
十

分
付

着
す

る
よ

う
、

丁
寧

に
散

布
す

る
。

○
作

物
残

さ
は

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

○
風

通
し

を
良

く
す

る
た

め
、

密
植

及
び

過
繁

茂
を

避
け

る
。

○
夏

か
ら

秋
に

か
け

て
発

生
が

多
い

。
○

多
湿

条
件

下
で

発
生

し
や

す
い

こ
と

か
ら

、
施

設
栽

培
で

は
換

気
等

に
よ

り
、

施
設

内
の

湿
度

を
低

く
保

つ
。

○
病

原
菌

の
生

育
適

温
は

2
6
～

2
8
℃

で
あ

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。
○ ○

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

葉
か

び
病

抵
抗

性
の

有
無

に
関

係
な

く
発

病
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

○
発

病
葉

は
、

伝
染

源
と

な
る

の
で

速
や

か
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
薬

剤
散

布
は

、
発

生
前

（
感

染
初

期
）
か

ら
行

う
。

○
薬

剤
散

布
に

当
た

っ
て

は
、

薬
液

が
葉

裏
に

も
十

分
付

着
す

る
よ

う
、

丁
寧

に
散

布
す

る
。

○
作

物
残

さ
は

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。

葉 か び 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

す す か び 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

抵
抗

性
品

種
を

侵
す

葉
か

び
病

菌
の

新
レ

ー
ス

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
品

種
の

選
定

に
は

注
意

が
必

要
で

あ
る

。

病
徴

は
葉

か
び

病
と

類
似

し
て

い
る

が
、

胞
子

の
検

鏡
に

よ
り

容
易

に
識

別
で

き
る

。

気
温

2
5
℃

で
は

、
感

染
か

ら
発

病
ま

で
に

３
週

間
程

度
を

要
す

る
た

め
、

発
病

が
進

行
し

て
か

ら
の

薬
剤

散
布

で
は

防
除

効
果

が
劣

る
。

初
め

、
葉

裏
に

淡
緑

色
で

輪
郭

の
不

明
瞭

な
楕

円
形

の
病

斑
を

生
じ

、
そ

の
上

に
灰

紫
色

で
ビ

ロ
ー

ド
状

の
か

び
を

密
生

す
る

。

感
染

か
ら

発
病

ま
で

２
週

間
以

上
か

か
る

た
め

、
発

病
後

か
ら

の
防

除
で

は
効

果
が

上
が

り
に

く
い

。

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等
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ト
マ

ト
ト
マ

ト

○
風

通
し

を
良

く
す

る
た

め
、

密
植

及
び

過
繁

茂
を

避
け

る
。

○
低

温
（
2
0
℃

以
下

）
、

多
湿

条
件

で
発

生
す

る
。

○
多

湿
条

件
下

で
発

生
し

や
す

い
こ

と
か

ら
、

施
設

栽
培

で
は

、
換

気
等

に
よ

り
、

施
設

内
の

湿
度

を
低

く
保

つ
。

○
低

温
・
多

湿
で

地
温

が
上

が
ら

な
い

場
合

に
多

い
。

○
過

繁
茂

に
な

ら
な

い
よ

う
、

適
正

な
肥

培
管

理
を

行
う

。
○

花
弁

・
果

実
・
茎

・
葉

等
で

発
生

す
る

。
○

幼
果

に
残

っ
た

花
弁

は
で

き
る

だ
け

取
り

除
き

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○

○
施

設
栽

培
で

は
、

防
曇

・
流

滴
性

シ
ー

ト
を

活
用

す
る

。
○ ○

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
り

、
発

病
株

の
早

期
発

見
に

努
め

る
。

○
発

病
部

位
は

、
伝

染
源

と
な

る
の

で
速

や
か

に
除

去
し

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○

薬
剤

散
布

は
、

発
生

前
か

ら
発

生
初

期
に

定
期

的
に

行
う

。
○

薬
剤

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
晴

れ
た

日
の

午
前

中
に

行
い

、
薬

液
が

葉
裏

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

、
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○

施
設

栽
培

で
は

、
曇

雨
天

が
続

い
て

薬
液

が
乾

き
に

く
い

場
合

に
は

、
く

ん
煙

剤
の

使
用

も
有

効
で

あ
る

。
○ ○

ベ
ン

ズ
イ

ミ
ダ

ゾ
ー

ル
系

薬
剤

は
、

県
内

で
広

く
耐

性
菌

が
確

認
さ

れ
て

い
る

の
で

、
使

用
を

避
け

る
。

○
風

通
し

を
良

く
す

る
た

め
、

密
植

及
び

過
繁

茂
を

避
け

る
。

○
乾

燥
条

件
で

多
発

す
る

。
○

乾
燥

条
件

下
で

多
発

し
や

す
い

こ
と

か
ら

、
施

設
栽

培
で

は
乾

燥
を

避
け

る
。

○
発

病
適

温
は

、
2
0
～

2
5
℃

で
あ

る
。

○
窒

素
過

多
を

避
け

る
。

○
施

設
栽

培
で

発
生

が
多

い
。

○
樹

勢
低

下
を

避
け

る
。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
病

葉
は

、
伝

染
源

と
な

る
の

で
速

や
か

に
除

去
し

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○

薬
剤

散
布

は
、

発
生

初
期

か
ら

行
う

。
○

薬
剤

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
薬

液
が

葉
裏

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

、
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○

作
物

残
さ

は
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

病
原

菌
は

、
し

ぼ
ん

だ
花

弁
で

繁
殖

し
、

そ
の

後
、

近
接

す
る

果
実

等
を

侵
す

。
葉

で
は

、
花

弁
の

落
ち

た
部

分
が

大
型

の
病

斑
と

な
る

。
茎

で
は

、
摘

芽
し

た
傷

口
等

か
ら

発
病

す
る

こ
と

が
多

い
。

薬
剤

散
布

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

ま
た

、
地

域
内

で
薬

剤
耐

性
菌

が
確

認
さ

れ
て

い
る

薬
剤

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
薬

剤
の

使
用

を
避

け
る

。

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

灰 色 か び 病

本
病

原
菌

は
胞

子
形

成
に

紫
外

線
が

必
要

で
あ

り
、

施
設

栽
培

で
は

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

施
設

内
で

の
胞

子
形

成
が

抑
制

さ
れ

る
。

た
だ

し
、

受
粉

を
目

的
と

し
て

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

を
利

用
す

る
場

合
に

は
、

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
が

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
活

動
に

影
響

を
与

え
る

こ
と

に
留

意
す

る
。

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名 う ど ん こ 病

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

- 32 -



ト
マ

ト
ト
マ

ト

○
無

寄
生

苗
を

使
用

す
る

。
○

主
な

寄
生

種
は

モ
モ

ア
カ

ア
ブ

ラ
ム

シ
で

あ
る

。
○

ほ
場

内
及

び
そ

の
周

辺
の

雑
草

の
防

除
に

努
め

る
。

○

○

○

○
防

虫
ネ

ッ
ト
は

、
１

㎜
目

以
下

の
も

の
を

使
用

す
る

。
○ ○

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
り

、
早

期
発

見
に

努
め

る
。

○
発

生
状

況
の

早
期

把
握

の
た

め
、

粘
着

シ
ー

ト
等

を
設

置
す

る
。

○
薬

剤
散

布
は

、
発

生
初

期
に

行
う

。
○

薬
剤

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
薬

液
が

葉
裏

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

、
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○ ○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

○
無

寄
生

苗
を

使
用

す
る

。
○

○
ほ

場
内

及
び

そ
の

周
辺

の
雑

草
の

防
除

に
努

め
る

。
○

○
成

虫
・
幼

虫
と

も
葉

裏
に

寄
生

す
る

。
○

上
位

葉
に

は
成

虫
・
卵

、
中

位
葉

以
下

に
は

幼
虫

が
寄

生
す

る
。

○
施

設
栽

培
で

は
冬

期
も

発
育

し
、

加
害

す
る

。
○

防
虫

ネ
ッ

ト
は

、
１

㎜
目

以
下

の
も

の
を

使
用

し
、

0
.4

㎜
目

以
下

が
望

ま
し

い
。

○

○
施

設
栽

培
に

お
い

て
は

、
栽

培
終

了
後

に
蒸

し
込

み
を

行
う

。
○ ○

タ
バ

コ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ
は

、
着

色
異

常
果

（
白

化
症

）
を

発
生

さ
せ

る
こ

と
が

あ
る

。
○

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
り

、
早

期
発

見
に

努
め

る
。

○

○
発

生
状

況
の

早
期

把
握

及
び

成
虫

密
度

の
低

下
の

た
め

、
粘

着
シ

ー
ト
等

を
設

置
す

る
。

○
薬

剤
散

布
は

、
発

生
初

期
に

行
う

。
○

薬
剤

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
薬

液
が

葉
裏

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

、
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○ ○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

コ ナ ジ ラ ミ 類ア ブ ラ ム シ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

モ
モ

ア
カ

ア
ブ

ラ
ム

シ
は

、
モ

ザ
イ

ク
病

の
病

原
ウ

イ
ル

ス
（
C

M
V

）
の

媒
介

虫
で

あ
る

。

成
虫

・
幼

虫
が

排
泄

（
せ

つ
）
す

る
甘

露
に

よ
り

、
す

す
病

が
発

生
し

、
葉

や
果

実
が

黒
く

汚
れ

、
生

育
阻

害
や

果
実

汚
損

を
生

じ
る

。

成
虫

・
幼

虫
等

が
排

泄
（
せ

つ
）
す

る
甘

露
に

よ
り

、
す

す
病

が
発

生
し

、
葉

や
果

実
が

黒
く

汚
れ

、
生

育
阻

害
や

果
実

汚
損

を
生

じ
る

。

タ
バ

コ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ
成

虫
は

翅
（
は

ね
）
が

重
な

ら
な

い
が

、
オ

ン
シ

ツ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ
成

虫
は

翅
（
は

ね
）
が

重
な

る
。

ま
た

、
タ

バ
コ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
４

齢
幼

虫
は

黄
色

系
で

中
央

部
が

山
高

と
な

り
、

刺
毛

が
少

な
い

が
、

オ
ン

シ
ツ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
４

齢
幼

虫
は

淡
黄

色
の

楕
円

形
で

厚
み

が
あ

り
、

刺
毛

が
多

い
。

薬
剤

散
布

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

ま
た

、
地

域
内

で
薬

剤
抵

抗
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る

薬
剤

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
薬

剤
の

使
用

を
避

け
る

。

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

施
設

栽
培

で
は

、
防

虫
ネ

ッ
ト
、

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
、

シ
ル

バ
ー

マ
ル

チ
、

粘
着

シ
ー

ト
等

の
物

理
的

防
除

法
を

活
用

し
、

施
設

内
へ

の
侵

入
を

防
止

す
る

。
た

だ
し

、
受

粉
を

目
的

と
し

て
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
を

利
用

す
る

場
合

に
は

、
紫

外
線

除
去

フ
ィ

ル
ム

が
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
の

活
動

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
に

留
意

す
る

。

施
設

栽
培

で
は

、
防

虫
ネ

ッ
ト
、

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
、

シ
ル

バ
ー

マ
ル

チ
、

粘
着

シ
ー

ト
等

の
物

理
的

防
除

法
を

活
用

し
、

施
設

内
へ

の
侵

入
を

防
止

す
る

。
た

だ
し

、
受

粉
を

目
的

と
し

て
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
を

利
用

す
る

場
合

に
は

、
紫

外
線

除
去

フ
ィ

ル
ム

が
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
の

活
動

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
に

留
意

す
る

。

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

薬
剤

散
布

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

ま
た

、
地

域
内

で
薬

剤
抵

抗
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る

薬
剤

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
薬

剤
の

使
用

を
避

け
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

露
地

栽
培

で
は

、
シ

ル
バ

ー
マ

ル
チ

や
シ

ル
バ

ー
テ

ー
プ

の
利

用
、

風
上

方
向

へ
の

防
風

ネ
ッ

ト
や

防
風

垣
の

設
置

に
よ

り
、

有
翅

（
し

）
虫

の
飛

来
を

防
止

す
る

。

タ
バ

コ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ
（
バ

イ
オ

タ
イ

プ
B

及
び

Q
）
、

オ
ン

シ
ツ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
が

発
生

す
る

。

タ
バ

コ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ
（
バ

イ
オ

タ
イ

プ
Ｂ

及
び

Q
）
は

、
ト
マ

ト
黄

化
葉

巻
病

の
病

原
ウ

イ
ル

ス
（
T

Y
L
C

V
）
の

媒
介

虫
で

あ
る

。
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ト
マ

ト
ト
マ

ト

○
無

寄
生

苗
を

使
用

す
る

。
○

発
生

の
主

体
は

、
ト
マ

ト
ハ

モ
グ

リ
バ

エ
で

あ
る

。
○

ほ
場

内
及

び
そ

の
周

辺
の

雑
草

の
防

除
に

努
め

る
。

○

○ ○
天

敵
へ

の
影

響
に

配
慮

し
た

薬
剤

選
択

を
行

う
。

○

○
防

虫
ネ

ッ
ト
は

、
１

㎜
目

以
下

の
も

の
を

使
用

し
、

0
.6

㎜
目

以
下

が
望

ま
し

い
。

○
施

設
栽

培
に

お
い

て
は

、
栽

培
終

了
後

に
蒸

し
込

み
を

行
う

。
○

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
生

状
況

の
早

期
把

握
及

び
成

虫
密

度
の

低
下

の
た

め
、

粘
着

シ
ー

ト
等

を
設

置
す

る
。

○
薬

剤
散

布
は

、
発

生
初

期
に

行
う

。
○

薬
剤

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
薬

液
が

葉
裏

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

、
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○ ○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

○
被

害
残

さ
は

発
生

源
と

な
る

の
で

、
適

切
に

処
分

す
る

。

○
無

寄
生

苗
を

使
用

す
る

。
○

○
ほ

場
内

及
び

そ
の

周
辺

の
雑

草
の

防
除

に
努

め
る

。
○

○

○
マ

ル
チ

の
敷

設
に

よ
り

土
中

で
の

蛹
（
よ

う
）
化

を
防

ぐ
。

○
施

設
栽

培
に

お
い

て
は

、
栽

培
終

了
後

に
蒸

し
込

み
を

行
う

。

○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

り
、

早
期

発
見

に
努

め
る

。
○

発
生

状
況

の
早

期
把

握
の

た
め

、
粘

着
シ

ー
ト
等

を
設

置
す

る
。

○
薬

剤
散

布
は

、
発

生
初

期
に

行
う

。
○

薬
剤

散
布

に
当

た
っ

て
は

、
薬

液
が

花
や

果
実

に
も

十
分

付
着

す
る

よ
う

、
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○ ○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

ハ モ グ リ バ エ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

成
虫

は
産

卵
時

に
産

卵
管

で
葉

の
表

皮
を

刺
す

た
め

、
葉

に
小

斑
点

が
で

き
る

。
幼

虫
は

葉
の

組
織

内
に

潜
り

込
ん

で
食

害
す

る
た

め
、

食
害

痕
が

白
い

線
と

な
り

、
絵

描
き

状
の

被
害

と
な

る
。

被
害

が
激

し
い

場
合

は
、

葉
全

体
が

枯
れ

上
が

る
こ

と
が

あ
る

。

施
設

栽
培

で
は

、
防

虫
ネ

ッ
ト
、

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
、

シ
ル

バ
ー

マ
ル

チ
、

粘
着

シ
ー

ト
等

の
物

理
的

防
除

法
を

活
用

し
、

施
設

内
へ

の
侵

入
を

防
止

す
る

。
た

だ
し

、
受

粉
を

目
的

と
し

て
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
を

利
用

す
る

場
合

に
は

、
紫

外
線

除
去

フ
ィ

ル
ム

が
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
の

活
動

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
に

留
意

す
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

薬
剤

散
布

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

ま
た

、
地

域
内

で
薬

剤
抵

抗
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る

薬
剤

が
あ

る
場

合
は

、
そ

の
薬

剤
の

使
用

を
避

け
る

。

多
く

の
土

着
天

敵
（
寄

生
蜂

）
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

ハ
モ

グ
リ
バ

エ
類

の
密

度
抑

制
に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。

寄
生

蜂
に

影
響

の
大

き
い

薬
剤

（
合

成
ピ

レ
ス

ロ
イ

ド
系

、
有

機
リ
ン

系
薬

剤
等

）
を

使
用

す
る

と
、

そ
の

後
ハ

モ
グ

リ
バ

エ
類

の
発

生
を

助
長

す
る

こ
と

が
あ

る
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

ヒ
ラ

ズ
ハ

ナ
ア

ザ
ミ
ウ

マ
が

主
体

で
あ

る
が

、
ミ
カ

ン
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
も

発
生

す
る

。
両

種
と

も
、

ト
マ

ト
黄

化
え

そ
病

の
病

原
ウ

イ
ル

ス
（
T

S
W

V
）
の

媒
介

虫
で

あ
る

。

開
花

時
に

子
房

に
産

卵
す

る
た

め
、

果
実

で
は

産
卵

痕
の

周
り

が
白

く
色

抜
け

し
て

、
白

ぶ
く

れ
症

状
に

な
る

。

ア ザ ミ ウ マ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

施
設

栽
培

で
は

、
防

虫
ネ

ッ
ト
、

紫
外

線
除

去
フ

ィ
ル

ム
、

シ
ル

バ
ー

マ
ル

チ
、

粘
着

シ
ー

ト
等

の
物

理
的

防
除

法
を

活
用

し
、

施
設

内
へ

の
侵

入
を

防
止

す
る

。
た

だ
し

、
受

粉
を

目
的

と
し

て
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
を

利
用

す
る

場
合

に
は

、
紫

外
線

除
去

フ
ィ

ル
ム

が
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
の

活
動

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
に

留
意

す
る

。

薬
剤

散
布

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

ま
た

、
地

域
内

で
薬

剤
抵

抗
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る

場
合

は
、

そ
の

薬
剤

の
使

用
を

避
け

る
。
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[3
]な

す
な

す

○
感

染
前

か
ら

の
薬

剤
散

布
に

努
め

る
。

○
気

温
2
0
度

前
後

、
多

湿
条

件
で

多
発

す
る

。
○

連
作

を
避

け
る

。
○

感
染

か
ら

発
病

ま
で

に
2
0
～

3
0
日

か
か

る
。

○
堆

肥
を

十
分

に
施

し
、

肥
切

れ
し

な
い

よ
う

に
肥

培
管

理
を

行
う

。
○

施
設

栽
培

で
発

生
が

多
い

。
露

地
で

は
秋

期
に

発
生

す
る

。
○

通
風

、
排

水
を

よ
く

す
る

。
○

敷
き

藁
、

敷
き

草
を

行
う

。
○

冬
春

栽
培

に
お

い
て

は
栽

培
終

了
後

、
太

陽
熱

消
毒

に
よ

り
資

材
等

に
付

着
し

た
病

原
菌

密
度

の
低

減
を

図
る

。

○
下

葉
の

葉
裏

か
ら

発
病

す
る

こ
と

に
留

意
し

、
1
個

で
も

病
斑

を
認

め
た

ら
７

～
1
0
日

間
隔

で
２

～
３

回
徹

底
防

除
を

行
う

。
○

気
象

条
件

に
留

意
し

、
多

湿
条

件
が

続
く

と
見

込
ま

れ
る

場
合

は
、

薬
剤

散
布

を
行

う
○

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
ト
リ
フ

ミ
ン

剤
は

県
内

で
広

く
耐

性
菌

が
確

認
さ

れ
て

い
る

の
で

使
用

を
避

け
る

。
○

発
病

葉
は

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
多

発
時

に
は

枝
を

更
新

せ
ん

定
す

る
。

○
密

植
を

避
け

る
。

○
比

較
的

乾
燥

し
た

条
件

で
多

発
す

る
。

○
過

繁
茂

と
な

ら
な

い
よ

う
栽

培
管

理
に

努
め

る
。

○
窒

素
過

多
、

肥
切

れ
を

避
け

適
正

な
肥

培
管

理
に

努
め

る
。

○
発

病
初

期
か

ら
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
発

病
茎

葉
を

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
密

植
を

避
け

る
。

○
低

温
、

多
湿

条
件

で
発

生
す

る
。

○
施

設
栽

培
で

は
低

温
時

で
も

必
ず

換
気

等
を

行
い

除
湿

に
努

め
る

。
○

果
実

へ
の

感
染

は
減

収
に

直
結

す
る

た
め

、
気

象
条

件
等

か
ら

多
湿

が
予

想
さ

れ
る

場
合

は
感

染
防

止
の

た
め

薬
剤

散
布

を
行

う
。

○
発

病
後

、
多

発
が

予
想

さ
れ

る
場

合
に

は
７

～
1
0
日

間
隔

で
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
ベ

ン
ズ

イ
ミ
ダ

ゾ
ー

ル
系

薬
剤

は
県

内
で

広
く

耐
性

菌
が

認
め

ら
れ

て
い

る
た

め
使

用
を

避
け

る
。

○
発

病
果

実
・
茎

葉
を

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

灰 色 か び 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

す す か び 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

う ど ん こ 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】
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な
す

な
す

○
育

苗
は

、
雑

草
の

な
い

隔
離

さ
れ

た
場

所
で

行
う

。
○

主
な

寄
生

種
は

ワ
タ

ア
ブ

ラ
ム

シ
で

あ
る

。
○

無
寄

生
苗

を
定

植
す

る
。

○

○
定

植
前

、
定

植
時

に
ア

ブ
ラ

ム
シ

類
に

登
録

の
あ

る
粒

剤
等

を
施

用
す

る
。

○
本

ぽ
及

び
周

辺
の

除
草

に
努

め
る

。
○

シ
ル

バ
ー

ポ
リ
に

よ
る

畝
マ

ル
チ

等
光

反
射

資
材

を
利

用
し

、
飛

来
防

止
を

図
る

。
○

施
設

栽
培

で
は

、
開

口
部

を
1
ｍ

ｍ
目

合
い

以
下

の
ネ

ッ
ト
で

被
覆

す
る

。
○

天
敵

涵
養

の
た

め
に

バ
ン

カ
ー

プ
ラ

ン
ツ

を
設

置
す

る
。

○
寄

生
が

認
め

ら
れ

た
ら

薬
剤

散
布

を
行

う
。

○
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
ネ

オ
ニ

コ
チ

ノ
イ

ド
系

薬
剤

の
感

受
性

低
下

が
一

部
地

域
で

認
め

ら
れ

て
い

る
た

め
薬

剤
選

択
に

注
意

す
る

。
○

合
成

ピ
レ

ス
ロ

イ
ド

系
薬

剤
な

ど
天

敵
に

影
響

の
大

き
い

薬
剤

散
布

は
本

虫
の

リ
サ

ー
ジ

ェ
ン

ス
を

招
く

恐
れ

が
あ

る
た

め
注

意
す

る
。

(露
地

)
○

果
実

寄
生

に
よ

り
傷

果
を

生
じ

る
。

○
ほ

場
周

囲
の

除
草

に
努

め
る

。
○

○
育

苗
時

は
防

虫
ネ

ッ
ト
を

設
置

す
る

。
○

本
ぽ

で
は

飛
来

抑
制

の
た

め
、

シ
ル

バ
ー

ポ
リ
マ

ル
チ

等
の

反
射

資
材

の
利

用
や

、
防

風
を

か
ね

た
ネ

ッ
ト
等

を
設

置
す

る
。

○
ヒ

メ
ハ

ナ
カ

メ
ム

シ
類

へ
の

影
響

が
大

き
い

薬
剤

使
用

を
避

け
、

周
辺

に
温

存
植

物
を

植
栽

す
る

。

(施
設

)
○

育
苗

時
は

防
虫

ネ
ッ

ト
を

設
置

。
発

生
ほ

場
、

被
害

ほ
場

周
辺

で
の

育
苗

を
避

け
る

。
○

施
設

開
口

部
を

1
ｍ

ｍ
目

合
い

以
下

の
ネ

ッ
ト
で

被
覆

す
る

。
赤

色
の

防
虫

ネ
ッ

ト
は

よ
り

侵
入

抑
制

効
果

が
高

い
。

○
無

寄
生

苗
を

定
植

す
る

。
○

定
植

前
又

は
定

植
時

に
は

、
粒

剤
等

薬
剤

処
理

を
行

う
。

○
シ

ル
バ

ー
ポ

リ
マ

ル
チ

等
に

よ
る

全
面

マ
ル

チ
を

行
う

。
○

栽
培

終
了

後
は

施
設

を
密

閉
し

、
株

を
伐

根
、

夏
期

は
7
-
1
0
日

間
、

冬
期

は
1
か

月
程

度
蒸

し
こ

み
を

行
う

。
○

天
敵

製
剤

で
あ

る
ス

ワ
ル

ス
キ

ー
カ

ブ
リ
ダ

ニ
の

活
用

も
有

効
で

あ
る

。
天

敵
に

影
響

の
少

な
い

薬
剤

を
使

用
す

る
。

○ ○
露

地
栽

培
に

お
い

て
は

、
天

敵
へ

の
影

響
に

配
慮

し
た

薬
剤

選
択

を
行

う
。

○
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○

ア ブ ラ ム シ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

ア ザ ミ ウ マ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

薬
剤

散
布

は
、

蛹
（
さ

な
ぎ

）
や

卵
な

ど
の

薬
剤

の
効

果
が

低
い

発
育

ス
テ

ー
ジ

が
あ

る
た

め
7
-
1
0
間

隔
で

2
～

3
回

続
け

て
行

う
。

た
だ

し
、

天
敵

を
活

用
す

る
場

合
、

天
敵

の
定

着
具

合
を

見
な

が
ら

判
断

す
る

。

ア
ド

マ
イ

ヤ
ー

剤
、

モ
ス

ピ
ラ

ン
剤

、
合

成
ピ

レ
ス

ロ
イ

ド
系

薬
剤

、
有

機
リ
ン

系
薬

剤
、

カ
ー

バ
メ

ー
ト
系

薬
剤

は
広

く
感

受
性

が
低

下
し

て
い

る
た

め
使

用
を

避
け

る
。

主
な

寄
生

種
は

ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
で

あ
る

。
ミ
カ

ン
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
、

ネ
ギ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
も

寄
生

す
る

。

排
泄

（
せ

つ
）
物

に
よ

り
、

す
す

病
が

発
生

し
、

汚
れ

を
生

じ
る

こ
と

が
あ

る
。
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な
す

な
す

○
ほ

場
周

囲
の

除
草

に
努

め
る

。
作

付
け

直
後

の
除

草
は

ほ
場

内
へ

の
移

動
分

散
を

招
く

た
め

、
事

前
に

行
う

。
○

主
な

寄
生

種
は

露
地

で
は

カ
ン

ザ
ワ

ハ
ダ

ニ
、

施
設

で
は

ナ
ミ
ハ

ダ
ニ

で
あ

る
。

○
施

設
栽

培
で

は
栽

培
終

了
後

は
被

害
残

さ
を

蒸
し

こ
む

。

○
発

生
初

期
に

薬
剤

散
布

を
行

う
。

主
に

葉
裏

に
寄

生
す

る
た

め
、

散
布

時
に

は
葉

裏
に

か
か

る
よ

う
丁

寧
に

行
う

。
○

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
多

く
の

薬
剤

に
抵

抗
性

を
発

達
さ

せ
て

い
る

た
め

県
防

除
指

針
を

参
考

に
薬

剤
選

択
を

行
う

。
○【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

合
成

ピ
レ

ス
ロ

イ
ド

系
薬

剤
、

有
機

リ
ン

系
薬

剤
、

カ
ー

バ
ー

メ
ー

ト
系

薬
剤

は
天

敵
へ

の
影

響
が

強
く

、
本

虫
の

リ
サ

ー
ジ

ェ
ン

ス
を

起
こ

す
こ

と
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

ハ ダ ニ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】
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[4
]い

ち
ご

い
ち

ご

○
窒

素
過

多
・
肥

料
切

れ
さ

せ
な

い
よ

う
適

切
な

肥
培

管
理

を
行

う
。

○
葉

で
は

新
葉

の
葉

裏
か

ら
発

生
す

る
。

○
密

植
、

株
の

過
繁

茂
は

避
け

る
。

○
症

状
が

進
行

す
る

と
、

発
病

葉
は

巻
き

上
が

り
、

ス
プ

ー
ン

状
に

な
る

。
○

梅
雨

時
の

防
除

を
徹

底
す

る
。

○
品

種
に

よ
る

発
病

差
は

大
き

い
。

○
予

防
散

布
及

び
発

病
初

期
の

散
布

を
主

体
と

す
る

。

○
発

病
後

は
、

7
～

1
0
日

間
隔

で
2
～

3
回

散
布

す
る

。
○

水
和

剤
の

使
用

時
に

は
展

着
剤

を
加

用
し

、
葉

裏
に

か
か

る
よ

う
丁

寧
に

散
布

す
る

。
○

発
病

部
位

は
速

や
か

に
除

去
し

、
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。
○

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
生

物
農

薬
や

気
門

封
鎖

系
剤

を
活

用
す

る
。

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

ほ
場

見
回

り
等

に
よ

る
発

病
株

の
早

期
発

見
に

努
め

、
発

生
初

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。

○
換

気
等

を
行

い
、

施
設

内
の

湿
度

を
下

げ
る

よ
う

努
め

る
。

○
気

温
が

2
0
℃

前
後

で
、

多
湿

条
件

の
時

多
発

す
る

。
○

密
植

を
避

け
る

。
○

花
、

果
実

、
葉

で
発

生
す

る
。

○
適

切
な

肥
培

管
理

を
行

い
、

過
繁

茂
に

な
ら

な
い

よ
う

に
す

る
。

○
朝

夕
の

急
激

な
冷

え
込

み
は

発
生

を
助

長
す

る
。

○
ほ

場
の

排
水

を
良

好
に

保
つ

。

○
発

病
後

は
7
～

1
0
日

間
隔

で
薬

剤
散

布
を

実
施

す
る

。
○

発
病

果
実

な
ど

は
速

や
か

に
除

去
す

る
。

○ ○
同

一
系

統
の

薬
剤

の
連

続
使

用
を

避
け

、
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。
○

発
生

予
察

情
報

を
参

考
に

、
ほ

場
見

回
り

等
に

よ
る

発
病

部
位

の
早

期
発

見
に

努
め

、
発

生
初

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

う ど ん こ 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

灰 色 か び 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

発
病

後
は

効
果

が
上

が
り

に
く

い
の

で
、

特
に

曇
雨

天
が

続
く

な
ど

施
設

内
の

湿
度

が
高

い
状

況
が

続
く

と
見

込
ま

れ
る

場
合

に
は

、
予

防
散

布
に

努
め

る
。
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い
ち

ご
い

ち
ご

○
苗

床
で

の
防

除
を

徹
底

し
、

本
ぽ

に
保

菌
株

を
持

ち
込

ま
な

い
。

○

○
無

病
ほ

の
株

を
親

株
と

す
る

。
○

地
床

育
苗

の
場

合
に

は
排

水
性

の
良

い
ほ

場
を

選
定

し
、

高
畝

管
理

と
す

る
。

○
葉

・
ラ

ン
ナ

ー
だ

け
で

な
く

果
実

に
も

発
生

す
る

。
○

親
株

は
雨

よ
け

、
底

面
給

水
を

行
う

。
○

ラ
ン

ナ
ー

に
は

紡
錘

形
の

く
ぼ

ん
だ

病
斑

を
生

じ
る

。
○

育
苗

期
は

、
雨

よ
け

底
面

給
水

を
行

う
。

頭
上

か
ん

水
に

よ
っ

て
も

発
病

す
る

た
め

注
意

す
る

。
○

果
実

に
は

円
形

～
楕

円
形

の
深

く
く

ぼ
ん

だ
黒

色
病

斑
を

生
じ

る
。

○
窒

素
過

多
を

避
け

る
。

○
多

湿
時

に
は

病
斑

部
に

鮭
肉

色
の

粘
着

物
（
胞

子
塊

）
を

生
じ

る
。

○
密

植
を

避
け

、
風

通
し

を
良

く
す

る
。

（
育

苗
床

）
○ ○ （
本

ぽ
）

○
天

ビ
ニ

ル
展

張
前

は
、

天
候

に
留

意
し

、
降

雨
が

見
込

ま
れ

る
場

合
に

は
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○ （
共

通
）

○
薬

剤
耐

性
菌

が
発

生
し

て
い

る
た

め
、

県
防

除
指

針
を

参
考

に
薬

剤
選

択
を

行
う

。
○

予
防

散
布

に
重

点
を

置
く

。
○

多
雨

時
に

発
病

が
多

い
こ

と
か

ら
、

発
生

予
察

情
報

を
参

考
に

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

○
発

生
ほ

場
か

ら
の

採
苗

を
避

け
、

健
全

な
親

株
か

ら
採

苗
す

る
。

○
土

壌
伝

染
、

苗
伝

染
す

る
。

○
使

用
済

み
の

育
苗

資
材

は
洗

浄
・
消

毒
を

行
っ

て
か

ら
利

用
す

る
。

○

○
親

株
の

感
染

が
疑

わ
れ

る
場

合
、

採
苗

時
に

ラ
ン

ナ
ー

先
端

部
の

子
苗

を
第

二
複

葉
展

開
期

ま
で

に
切

り
離

す
。

○
無

汚
染

畑
で

栽
培

す
る

。
○

ク
ラ

ウ
ン

の
導

管
部

に
褐

変
が

見
ら

れ
る

。
○

連
作

す
る

場
合

や
、

発
生

ほ
場

に
お

い
て

は
土

壌
消

毒
を

行
う

。
○

発
病

が
す

す
む

と
萎

ち
ょ

う
、

枯
死

す
る

。
○

残
さ

（
特

に
ク

ラ
ウ

ン
部

）
は

丁
寧

に
取

り
除

く
。

○
品

種
に

よ
る

発
病

の
差

は
大

き
い

。

○
発

病
株

は
早

期
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
発

病
後

の
薬

剤
防

除
は

効
果

が
上

が
り

に
く

い
の

で
、

予
防

的
に

使
用

す
る

。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

炭 疽 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

萎 黄 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

発
病

株
の

除
去

を
徹

底
す

る
。

特
に

頭
上

か
ん

水
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
発

病
株

周
辺

も
感

染
し

て
い

る
可

能
性

が
高

い
の

で
早

急
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

頭
上

か
ん

水
を

行
っ

て
い

る
場

合
、

毎
日

降
雨

が
あ

る
の

と
同

様
の

条
件

で
あ

る
た

め
、

定
期

的
に

薬
剤

散
布

を
行

い
予

防
に

努
め

、
台

風
等

強
風

が
あ

る
と

見
込

ま
れ

る
場

合
は

、
そ

の
前

後
に

も
重

点
的

に
薬

剤
散

布
を

行
う

。

天
ビ

ニ
ル

展
張

後
は

感
染

株
の

発
病

が
だ

ら
だ

ら
と

続
く

が
、

発
症

株
は

枯
死

に
至

る
場

合
が

多
い

た
め

、
早

急
に

除
去

し
、

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

新
葉

が
黄

化
し

、
小

葉
の

1
、

２
枚

が
奇

形
と

な
っ

て
小

さ
く

な
り

、
ね

じ
れ

た
よ

う
に

展
開

し
て

く
る

。

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

露
地

で
発

生
が

多
く

、
育

苗
期

か
ら

本
ぽ

定
植

後
ま

で
発

生
し

、
特

に
前

年
多

発
し

た
育

苗
床

で
は

再
発

す
る

こ
と

が
多

い
。
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い
ち

ご
い

ち
ご

○
無

寄
生

苗
を

定
植

す
る

。
○

主
な

寄
生

種
は

ワ
タ

ア
ブ

ラ
ム

シ
で

あ
る

。
○

雑
草

が
発

生
源

と
な

る
の

で
、

ほ
場

内
や

周
辺

を
除

草
す

る
。

○
葉

裏
や

葉
柄

、
花

梗
に

寄
生

し
て

吸
汁

加
害

す
る

。
○

施
設

の
開

口
部

を
1
m

m
目

以
下

の
防

虫
網

で
被

覆
し

、
有

翅
（
し

）
虫

の
侵

入
を

防
ぐ

。
○

排
泄

（
せ

つ
）
物

に
よ

り
す

す
病

が
発

生
し

、
葉

や
果

実
が

汚
損

す
る

。
○

定
植

時
、

定
植

前
に

粒
剤

等
薬

剤
を

処
理

す
る

。

○
ほ

場
見

回
り

等
に

よ
る

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

初
期

に
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
同

一
系

統
の

薬
剤

の
連

続
使

用
を

避
け

、
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
生

物
農

薬
を

利
用

す
る

。
○

天
敵

を
利

用
す

る
場

合
、

バ
ン

カ
ー

プ
ラ

ン
ツ

（
温

存
植

物
）
を

利
用

し
、

栽
培

初
期

か
ら

導
入

す
る

と
効

果
が

安
定

す
る

。

○
無

寄
生

苗
を

定
植

す
る

。
○

主
な

寄
生

種
は

ヒ
ラ

ズ
ハ

ナ
ア

ザ
ミ
ウ

マ
で

あ
る

。
○

雑
草

が
発

生
源

と
な

る
の

で
、

ほ
場

内
や

周
辺

を
除

草
す

る
。

○
成

幼
虫

が
花

や
幼

果
に

寄
生

し
表

面
を

加
害

す
る

。
○

○
加

害
さ

れ
た

果
実

は
、

着
色

不
良

や
褐

変
に

よ
っ

て
品

質
が

低
下

す
る

。
○

3
月

以
降

に
密

度
が

増
加

す
る

。

○
成

虫
密

度
の

低
下

の
た

め
、

粘
着

シ
ー

ト
等

を
設

置
す

る
。

○
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。
○

ほ
場

見
回

り
等

に
よ

る
早

期
発

見
に

努
め

、
発

生
初

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。
○

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
薬

剤
は

、
花

や
幼

果
に

か
か

る
よ

う
丁

寧
に

散
布

す
る

。

○
無

寄
生

苗
を

定
植

す
る

。
○

主
な

寄
生

種
は

オ
ン

シ
ツ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
で

あ
る

。
タ

バ
コ

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
も

発
生

す
る

。
○

雑
草

が
発

生
源

と
な

る
の

で
、

ほ
場

内
や

周
辺

を
除

草
す

る
。

○
成

虫
・
幼

虫
と

も
葉

裏
に

寄
生

し
て

吸
汁

加
害

す
る

。
○

施
設

の
開

口
部

を
0
.4

m
m

目
以

下
の

防
虫

網
で

被
覆

し
、

成
虫

の
侵

入
を

防
ぐ

。
○

排
泄

（
せ

つ
）
物

に
よ

り
す

す
病

が
発

生
し

、
葉

や
果

実
が

汚
損

す
る

。
○

定
植

時
、

定
植

前
に

本
虫

に
登

録
の

あ
る

粒
剤

を
処

理
す

る
。

○
天

敵
で

あ
る

オ
ン

シ
ツ

ツ
ヤ

コ
バ

チ
が

県
内

に
も

広
く

定
着

し
て

い
る

。

○
成

虫
密

度
の

低
下

の
た

め
、

粘
着

シ
ー

ト
等

を
設

置
す

る
。

○
生

物
農

薬
を

活
用

す
る

。
○

ほ
場

見
回

り
等

に
よ

る
早

期
発

見
に

努
め

、
発

生
初

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。
○

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
天

敵
に

配
慮

し
た

薬
剤

選
択

を
行

う
。

○
薬

剤
は

、
葉

裏
に

も
か

か
る

よ
う

丁
寧

に
散

布
す

る
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

コ ナ ジ ラ ミ 類ア ブ ラ ム シ 類 ア ザ ミ ウ マ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

0
.4

m
m

目
以

下
の

防
虫

ネ
ッ

ト
や

光
反

射
資

材
を

利
用

し
、

施
設

へ
の

成
虫

の
侵

入
を

防
止

す
る

。
赤

色
の

防
虫

ネ
ッ

ト
の

侵
入

抑
制

効
果

は
高

い
。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】
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い
ち

ご
い

ち
ご

○
育

苗
期

、
定

植
前

の
防

除
を

徹
底

し
、

本
ぽ

に
持

ち
込

ま
な

い
。

○
主

な
寄

生
種

は
ナ

ミ
ハ

ダ
ニ

で
あ

る
。

カ
ン

ザ
ワ

ハ
ダ

ニ
も

発
生

す
る

。
○

近
接

す
る

発
生

源
の

影
響

が
大

き
い

の
で

、
ほ

場
内

や
周

辺
の

雑
草

、
隣

接
地

に
寄

生
を

受
け

た
作

物
を

放
置

し
な

い
。

○
葉

裏
に

寄
生

し
て

吸
汁

加
害

す
る

。
○

発
生

前
に

、
ミ
ヤ

コ
カ

ブ
リ
ダ

ニ
等

待
ち

伏
せ

型
の

天
敵

を
放

飼
す

る
。

○
高

密
度

に
な

る
と

、
葉

縁
部

が
ク

モ
の

巣
状

に
な

る
。

○ ○
気

温
の

上
昇

に
伴

っ
て

、
2
月

下
旬

頃
か

ら
急

激
に

密
度

が
増

加
す

る
。

○
発

生
初

期
は

下
位

葉
に

多
く

見
ら

れ
る

た
め

、
早

め
に

下
位

葉
を

除
去

す
る

。
○

生
物

農
薬

を
活

用
す

る
。

○
ほ

場
見

回
り

等
に

よ
る

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

初
期

に
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○
薬

剤
は

、
葉

裏
に

も
か

か
る

よ
う

丁
寧

に
散

布
す

る
。

○
定

植
前

後
は

ハ
ダ

ニ
類

の
密

度
も

低
く

、
葉

裏
に

薬
剤

も
か

か
り

や
す

い
こ

と
か

ら
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
多

く
の

薬
剤

に
抵

抗
性

を
発

達
さ

せ
て

い
る

た
め

県
防

除
指

針
を

参
考

に
薬

剤
選

択
を

行
う

。
○ ○

高
密

度
に

な
り

、
ク

モ
の

巣
状

に
な

っ
た

寄
生

葉
は

、
適

切
に

処
分

す
る

。

合
成

ピ
レ

ス
ロ

イ
ド

系
薬

剤
、

有
機

リ
ン

系
薬

剤
、

カ
ー

バ
ー

メ
ー

ト
系

薬
剤

は
本

虫
の

リ
サ

ー
ジ

ェ
ン

ス
を

起
こ

す
こ

と
が

あ
る

の
で

注
意

す
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

ハ ダ ニ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

生
育

適
温

は
、

ナ
ミ
ハ

ダ
ニ

が
1
8
～

2
8
℃

、
カ

ン
ザ

ワ
ハ

ダ
ニ

が
2
3
～

2
6
℃

で
あ

る
。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等
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[5
]た

ま
ね

ぎ
た

ま
ね

ぎ

○
排

水
を

良
く

す
る

。
○

越
年

罹
（
り

）
病

株
（
一

次
伝

染
源

）
は

や
や

萎
縮

し
、

葉
身

が
湾

曲
す

る
。

○
前

年
発

病
ほ

場
で

の
連

作
は

し
な

い
。

○
気

温
1
0
～

2
0
度

前
後

、
多

湿
で

発
生

す
る

。
○

床
土

は
太

陽
熱

消
毒

を
行

う
。

○
土

壌
中

の
卵

胞
子

は
1
0
年

以
上

生
存

す
る

。
○

越
年

罹
（
り

）
病

株
は

抜
き

取
り

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
9
月

の
降

雨
が

多
い

と
卵

胞
子

に
よ

る
感

染
が

助
長

さ
れ

る
。

○
収

穫
後

の
残

さ
は

適
切

に
処

分
す

る
。

○
1
2
月

の
降

雨
日

数
が

多
い

と
春

期
に

ま
ん

延
し

や
す

い
。

○
一

次
伝

染
防

止
の

た
め

、
育

苗
期

、
定

植
後

の
1
2
～

1
月

も
薬

剤
散

布
を

行
う

。

○
越

年
罹

（
り

）
病

株
が

確
認

さ
れ

た
場

合
、

多
発

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
降

雨
前

の
薬

剤
散

布
を

徹
底

す
る

。
○

降
雨

が
多

い
場

合
は

、
多

発
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

降
雨

前
の

薬
剤

散
布

を
徹

底
す

る
。

○
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
り

、
7
～

1
0
日

間
隔

で
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

○
発

病
株

は
ほ

場
外

で
適

切
に

処
分

す
る

。

○
排

水
を

良
く

す
る

。
○

○
暖

冬
で

多
雨

の
年

は
発

生
が

多
く

な
る

た
め

、
降

雨
が

予
想

さ
れ

る
場

合
に

は
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

冬
期

温
暖

多
雨

で
発

生
し

や
す

い
。

○
早

生
品

種
に

発
生

が
多

い
。

○
発

生
を

認
め

た
ら

早
急

に
薬

剤
散

布
を

行
う

。
○

発
生

株
は

ほ
場

外
で

適
切

に
処

分
す

る
。

○
ほ

場
周

辺
の

除
草

。
○

主
な

寄
生

種
は

ネ
ギ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
で

あ
る

。
○

シ
ル

バ
ー

ポ
リ
及

び
シ

ル
バ

ー
テ

ー
プ

等
の

反
射

資
材

の
利

用
。

○
気

温
の

上
昇

と
と

も
に

急
激

に
増

殖
す

る
た

め
、

発
生

初
期

の
防

除
に

努
め

る
。

○
異

な
る

系
統

の
薬

剤
に

よ
る

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

を
行

う
。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

べ と 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

本
病

は
病

斑
と

の
境

界
部

に
明

瞭
な

く
ぼ

み
を

生
じ

白
色

か
ら

薄
い

黄
白

色
と

な
り

葉
身

途
中

よ
り

折
損

す
る

た
め

、
葉

先
枯

症
状

と
区

別
で

き
る

。

白 色 疫 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

ア ザ ミ ウ マ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】
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[6
]さ

と
い

も
さ

と
い

も

○
発

生
ほ

場
を

水
田

化
し

菌
密

度
を

低
下

さ
せ

る
。

○
さ

と
い

も
だ

け
に

発
病

す
る

。
○

ほ
場

内
の

排
水

を
良

好
に

し
て

滞
水

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
○

高
温

（
2
7
～

3
0
℃

）
を

好
む

。
○

既
発

生
地

の
種

い
も

は
使

用
し

な
い

。
○

夏
期

の
多

雨
条

件
下

や
台

風
後

に
発

生
が

多
い

。
○

疫
病

が
発

生
し

た
ほ

場
で

は
連

作
を

避
け

（
２

～
３

年
作

付
を

控
え

る
）
、

隣
接

す
る

ほ
場

で
の

作
付

け
を

し
な

い
。

○
発

病
し

た
葉

、
茎

や
種

い
も

か
ら

伝
染

す
る

。
○

被
害

残
さ

を
ほ

場
内

に
残

さ
な

い
よ

う
除

去
す

る
 (

ほ
場

周
辺

に
葉

、
葉

柄
等

を
野

積
み

し
な

い
)。

○
ほ

場
内

の
周

辺
箇

所
か

ら
発

病
す

る
こ

と
が

多
い

。
○

発
病

し
た

残
さ

を
堆

積
し

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

フ
ィ

ル
ム

で
被

覆
し

嫌
気

性
発

酵
さ

せ
る

。
○

下
位

葉
は

、
上

位
葉

に
比

べ
て

発
病

し
や

す
い

た
め

、
発

生
に

注
意

す
る

。
○

葉
が

傷
つ

く
と

発
病

し
や

す
い

。
○

疫
病

発
生

株
の

1
0
0
m

先
の

株
に

伝
染

し
た

事
例

も
あ

る
。

○
薬

剤
散

布
は

、
下

位
葉

ま
で

薬
液

が
十

分
か

か
る

よ
う

に
す

る
。

○
発

病
前

の
薬

剤
散

布
は

、
発

病
後

の
進

展
を

抑
制

す
る

効
果

が
高

い
。

○
発

病
後

、
多

発
時

以
外

は
、

耐
性

菌
対

策
の

た
め

同
一

薬
剤

の
連

続
散

布
は

避
け

る
。

○
展

着
剤

は
必

ず
加

用
す

る
。

○
雑

草
に

も
寄

生
し

発
生

源
と

な
る

の
で

、
ほ

場
内

や
周

辺
の

除
草

に
努

め
る

。
○

主
な

寄
生

種
は

ワ
タ

ア
ブ

ラ
ム

シ
で

あ
る

。
○

有
翅

（
し

）
虫

の
飛

来
を

防
止

す
る

た
め

、
シ

ル
バ

ー
マ

ル
チ

若
し

く
は

シ
ル

バ
ー

テ
ー

プ
を

設
置

す
る

。
○

定
植

時
に

ア
ブ

ラ
ム

シ
類

に
適

用
の

あ
る

粒
剤

等
を

施
用

す
る

。

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
る

早
期

発
見

に
努

め
、

発
生

初
期

に
薬

剤
散

布
等

を
実

施
す

る
。

○ ○
ネ

オ
ニ

コ
チ

ノ
イ

ド
系

薬
剤

の
感

受
性

低
下

が
一

部
地

域
で

認
め

ら
れ

て
い

る
。

○
ほ

場
内

外
の

雑
草

が
発

生
源

と
な

る
た

め
、

除
草

を
徹

底
す

る
。

○
主

な
寄

生
種

は
カ

ン
ザ

ワ
ハ

ダ
ニ

で
あ

る
。

○
窒

素
過

多
は

増
殖

を
促

進
す

る
た

め
、

適
正

な
肥

培
管

理
を

行
う

。
○

高
温

乾
燥

条
件

下
で

多
発

し
や

す
い

。
○

多
発

す
る

と
葉

全
体

が
白

っ
ぽ

く
な

り
、

葉
の

周
辺

部
か

ら
枯

れ
あ

が
る

。
○

野
菜

、
果

樹
、

花
き

、
雑

草
等

、
幅

広
い

植
物

種
に

寄
生

す
る

。
○

年
間

1
0
～

1
3
世

代
程

度
発

生
す

る
。

○
生

育
初

期
に

多
発

さ
せ

る
と

生
育

阻
害

を
起

こ
す

場
合

が
あ

る
の

で
、

特
に

生
育

初
期

の
発

生
に

は
注

意
す

る
。

○
1
雌

あ
た

り
の

産
卵

数
は

約
1
0
0
卵

で
あ

る
。

○
発

生
予

察
情

報
を

参
考

に
、

発
生

初
期

の
発

見
に

努
め

、
低

密
度

時
に

防
除

を
行

う
。

○
2
5
℃

条
件

下
で

は
約

1
0
日

で
卵

か
ら

成
虫

ま
で

発
育

す
る

。
○

主
に

葉
裏

に
寄

生
す

る
た

め
、

葉
裏

に
十

分
に

薬
液

が
付

着
す

る
よ

う
散

布
す

る
。

○
薬

剤
抵

抗
性

が
発

達
し

や
す

い
た

め
、

違
う

系
統

の
薬

剤
を

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

す
る

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

疫 病
【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

ア ブ ラ ム シ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

化
学

農
薬

を
使

用
す

る
場

合
に

は
、

同
一

系
統

の
薬

剤
の

連
続

使
用

を
避

け
、

異
な

る
系

統
の

薬
剤

に
よ

る
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

を
行

う
。

さ
ら

に
、

地
域

内
で

薬
剤

抵
抗

性
が

確
認

さ
れ

て
い

る
薬

剤
を

当
該

地
域

で
は

使
用

し
な

い
。

ハ ダ ニ 類

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】
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[7
]か

ん
し

ょ
か

ん
し

ょ

○
種

苗
伝

染
お

よ
び

土
壌

伝
染

す
る

。
○

健
全

な
種

い
も

お
よ

び
苗

の
使

用
を

徹
底

す
る

。
○

葉
が

赤
変

・
黄

変
し

、
生

育
不

良
と

な
り

、
下

部
の

地
際

部
が

褐
変

・
腐

敗
す

る
。

○
育

苗
を

実
施

す
る

場
合

に
は

、
苗

床
の

土
壌

消
毒

を
実

施
す

る
。

○
植

物
残

さ
上

で
越

冬
し

、
翌

年
の

伝
染

源
と

な
る

。
○

採
苗

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

地
際

部
か

ら
５

cm
以

上
切

り
上

げ
て

採
苗

し
、

採
苗

当
日

に
苗

消
毒

を
実

施
す

る
。

○
寄

生
植

物
は

ヒ
ル

ガ
オ

科
の

み
（
主

に
か

ん
し

ょ
）
で

あ
る

。
○

農
機

具
、

長
靴

等
を

洗
浄

し
、

本
病

の
侵

入
防

止
に

努
め

る
。

○
発

病
株

は
種

い
も

ご
と

抜
き

取
り

、
ほ

場
外

へ
持

ち
出

し
適

切
に

処
分

す
る

。
○

連
作

を
避

け
、

ヒ
ル

ガ
オ

科
以

外
の

植
物

を
作

付
け

る
。

○
本

病
が

多
発

し
た

ほ
場

で
は

、
次

期
作

の
か

ん
し

ょ
栽

培
を

控
え

、
輪

作
等

を
実

施
す

る
。

○
抵

抗
性

品
種

を
使

用
す

る
。

○
健

全
な

種
い

も
お

よ
び

苗
の

使
用

を
徹

底
す

る
。

○
本

病
の

未
発

生
ほ

場
か

ら
、

種
い

も
を

採
取

す
る

。
育

苗
を

実
施

す
る

場
合

に
は

、
苗

床
の

土
壌

消
毒

を
実

施
す

る
。

○
苗

床
に

本
病

の
発

生
が

確
認

さ
れ

た
場

合
に

は
、

発
病

株
を

速
や

か
に

施
設

外
に

持
ち

出
し

、
適

切
に

処
分

す
る

。
○

採
苗

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

地
際

部
か

ら
５

cm
以

上
切

り
上

げ
て

採
苗

し
、

採
苗

当
日

に
苗

消
毒

を
実

施
す

る
。

○
発

生
ほ

場
で

使
用

し
た

農
業

用
資

材
ま

た
は

農
機

具
を

別
の

ほ
場

で
使

う
場

合
に

は
、

消
毒

や
洗

浄
を

十
分

に
実

施
す

る
。

○
植

付
け

前
に

は
、

ほ
場

の
排

水
対

策
を

徹
底

す
る

。
○

早
植

え
お

よ
び

早
掘

り
に

よ
り

、
被

害
が

軽
減

で
き

る
傾

向
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
作

型
の

変
更

を
検

討
す

る
。

○ ○
連

作
を

避
け

、
ヒ

ル
ガ

オ
科

以
外

の
植

物
を

作
付

け
る

。

○ ○
ほ

場
の

見
回

り
等

に
よ

る
発

病
株

の
早

期
発

見
に

努
め

、
適

期
に

薬
剤

散
布

等
を

実
施

す
る

。
○

茎
葉

へ
の

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
場

合
に

は
、

葉
よ

り
も

株
元

や
茎

に
十

分
薬

液
が

付
着

す
る

よ
う

散
布

す
る

。
○

発
病

株
を

確
認

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
抜

き
取

り
、

ほ
場

外
に

持
ち

出
す

と
と

も
に

、
周

辺
の

株
に

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

○
栽

培
終

了
後

は
、

発
生

状
況

に
応

じ
て

、
土

壌
消

毒
を

実
施

す
る

。

ほ
場

の
見

回
り

等
に

よ
る

発
病

株
の

早
期

発
見

に
努

め
、

発
病

株
を

確
認

し
た

場
合

に
は

、
速

や
か

に
抜

き
取

り
、

ほ
場

外
に

持
ち

出
す

と
と

も
に

、
周

辺
の

株
に

薬
剤

散
布

を
実

施
す

る
。

②
発

生
地

域
の

場
合

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

基 腐 病

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

①
未

発
生

地
域

の
場

合

②
発

生
地

域
の

場
合

作
物

残
さ

等
が

感
染

源
と

な
る

た
め

、
収

穫
後

は
速

や
か

に
取

り
除

く
と

と
も

に
、

耕
起

等
に

よ
り

、
ほ

場
内

に
残

っ
た

作
物

残
さ

の
分

解
促

進
を

図
る

。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

①
未

発
生

地
域

の
場

合
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○
幼

虫
が

食
入

し
た

果
実

等
は

持
ち

出
し

て
ほ

場
外

で
処

分
す

る
。

○

○
施

設
栽

培
で

は
4
m

m
目

以
下

の
防

虫
網

で
開

口
部

を
被

覆
し

、
外

部
か

ら
の

成
虫

の
侵

入
を

防
ぐ

。
○

黄
色

灯
を

作
物

体
表

面
で

照
度

2
ル

ッ
ク

ス
を

確
保

で
き

る
よ

う
に

終
夜

点
灯

す
る

と
、

成
虫

の
行

動
を

抑
制

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

幼
虫

は
葉

、
新

芽
、

花
蕾

、
果

実
、

茎
の

中
等

、
様

々
な

部
位

を
加

害
す

る
。

○
大

面
積

ほ
場

で
は

、
雌

雄
間

の
交

信
を

攪
乱

す
る

性
フ

ェ
ロ

モ
ン

剤
を

設
置

す
る

。
○

露
地

で
は

年
間

3
世

代
程

度
発

生
し

、
8
～

1
0
月

に
発

生
が

多
く

な
る

。
○

土
中

の
蛹

（
さ

な
ぎ

）
で

越
冬

す
る

。
○

卵
は

植
物

体
表

面
に

1
個

ず
つ

産
み

付
け

ら
れ

る
。

○
発

生
予

察
用

の
フ

ェ
ロ

モ
ン

ト
ラ

ッ
プ

を
設

置
し

、
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
防

除
適

期
を

判
断

す
る

。
○

新
芽

、
花

蕾
、

果
実

等
を

加
害

す
る

た
め

、
農

薬
散

布
は

こ
の

よ
う

な
部

位
を

中
心

に
実

施
す

る
。

○
薬

剤
抵

抗
性

が
発

達
し

て
い

る
た

め
、

効
果

の
期

待
で

き
る

剤
を

選
択

す
る

。
○

薬
剤

抵
抗

性
の

発
達

を
予

防
す

る
た

め
、

違
う

系
統

の
剤

を
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

す
る

。
○

防
除

は
若

齢
幼

虫
が

中
心

の
時

期
に

行
う

。
○

定
植

時
に

オ
オ

タ
バ

コ
ガ

に
適

用
の

あ
る

粒
剤

等
を

施
用

す
る

（
特

に
結

球
野

菜
）
。

○
寄

主
植

物
が

あ
る

と
周

年
的

に
発

生
す

る
の

で
、

収
穫

の
終

わ
っ

た
ほ

場
は

早
急

に
残

さ
の

す
き

込
み

を
行

う
。

○
ア

ブ
ラ

ナ
科

野
菜

を
食

害
し

、
平

野
部

で
は

年
間

1
1
～

1
2
世

代
程

度
発

生
す

る
。

○
ア

ブ
ラ

ナ
科

の
雑

草
も

発
生

源
に

な
る

の
で

、
ほ

場
内

外
の

除
草

を
徹

底
す

る
。

○

○
ア

ブ
ラ

ナ
科

野
菜

の
集

団
産

地
で

は
、

雌
雄

間
の

交
信

を
攪

乱
す

る
性

フ
ェ

ロ
モ

ン
剤

を
設

置
す

る
。

○
被

覆
資

材
（
寒

冷
紗

（
し

ゃ
）
等

）
を

用
い

て
べ

た
が

け
、

ト
ン

ネ
ル

が
け

を
行

い
、

成
虫

の
侵

入
、

産
卵

を
防

ぐ
。

○
休

眠
性

は
な

く
、

冬
期

に
も

少
し

ず
つ

発
育

す
る

。
○

定
植

時
や

育
苗

時
に

コ
ナ

ガ
に

適
用

の
あ

る
粒

剤
等

を
施

用
す

る
。

○
特

に
春

播
き

キ
ャ

ベ
ツ

で
被

害
が

大
き

い
。

○
成

虫
は

茎
葉

に
1
～

数
卵

ず
つ

産
卵

す
る

。
○

○
発

生
予

察
用

の
フ

ェ
ロ

モ
ン

ト
ラ

ッ
プ

を
設

置
し

、
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
防

除
適

期
を

判
断

す
る

。
○

薬
剤

抵
抗

性
が

発
達

し
て

い
る

た
め

、
効

果
の

期
待

で
き

る
剤

を
選

択
す

る
。

○
薬

剤
抵

抗
性

の
発

達
を

予
防

す
る

た
め

、
違

う
系

統
の

剤
を

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

す
る

。
○

薬
剤

散
布

は
若

齢
幼

虫
が

中
心

の
時

期
に

行
う

。
○

幼
虫

は
葉

裏
を

中
心

に
生

息
し

て
い

る
の

で
、

葉
裏

に
も

薬
剤

が
十

分
に

付
着

す
る

よ
う

に
丁

寧
に

散
布

す
る

。

○
被

覆
資

材
（
寒

冷
紗

（
し

ゃ
）
等

）
を

用
い

て
べ

た
が

け
、

ト
ン

ネ
ル

が
け

を
行

い
、

成
虫

の
侵

入
、

産
卵

を
防

ぐ
。

○
年

間
5
～

6
世

代
程

度
発

生
し

、
8
～

1
0
月

に
個

体
数

が
多

く
な

る
。

○
大

面
積

ほ
場

で
は

、
雌

雄
間

の
交

信
を

攪
乱

す
る

性
フ

ェ
ロ

モ
ン

剤
を

設
置

す
る

。
○

休
眠

性
は

な
く

、
越

冬
は

老
齢

幼
虫

や
蛹

（
さ

な
ぎ

）
が

主
体

で
あ

る
。

○
施

設
栽

培
で

は
4
m

m
目

以
下

の
防

虫
網

で
開

口
部

を
被

覆
し

、
外

部
か

ら
の

成
虫

の
侵

入
を

防
ぐ

。
○

卵
は

数
十

卵
程

度
の

卵
塊

と
し

て
、

主
に

葉
裏

に
産

下
さ

れ
る

。
○

黄
色

灯
を

作
物

体
表

面
で

照
度

2
ル

ッ
ク

ス
を

確
保

で
き

る
よ

う
に

終
夜

点
灯

す
る

と
、

成
虫

の
行

動
を

抑
制

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

○
定

植
時

や
育

苗
時

に
シ

ロ
イ

チ
モ

ジ
ヨ

ト
ウ

に
適

用
の

あ
る

粒
剤

等
を

施
用

す
る

。

○
発

生
予

察
用

の
フ

ェ
ロ

モ
ン

ト
ラ

ッ
プ

を
設

置
し

、
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
防

除
適

期
を

判
断

す
る

。
○

薬
剤

抵
抗

性
が

発
達

し
て

い
る

た
め

、
効

果
の

期
待

で
き

る
剤

を
選

択
す

る
。

○
薬

剤
抵

抗
性

の
発

達
を

予
防

す
る

た
め

、
違

う
系

統
の

剤
を

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

す
る

。
○

薬
剤

散
布

は
若

齢
幼

虫
が

中
心

の
時

期
に

行
う

。

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

オ オ タ バ コ ガ

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

コ ナ ガ

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

幼
虫

の
食

性
は

幅
広

く
、

ト
マ

ト
、

な
す

、
え

ん
ど

う
、

レ
タ

ス
、

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

、
と

う
も

ろ
こ

し
等

、
様

々
な

作
物

を
加

害
す

る
。

平
野

部
で

は
5
～

6
月

に
発

生
が

多
く

な
り

、
盛

夏
に

は
激

減
し

、
秋

に
ま

た
増

加
す

る
こ

と
が

多
い

。
高

冷
地

で
は

夏
に

発
生

が
多

い
。

広
食

性
で

、
加

害
作

物
は

ね
ぎ

、
き

ゅ
う

り
、

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

、
レ

タ
ス

等
5
0
種

類
以

上
に

及
ぶ

。

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

2
5
℃

で
の

発
育

期
間

は
、

卵
が

約
3
日

、
幼

虫
が

約
9
日

、
蛹

（
さ

な
ぎ

）
が

約
4
日

で
あ

る
。
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○
被

覆
資

材
（
寒

冷
紗

（
し

ゃ
）
等

）
を

用
い

て
べ

た
が

け
、

ト
ン

ネ
ル

が
け

を
行

い
、

成
虫

の
侵

入
、

産
卵

を
防

ぐ
。

○
年

間
5
～

6
世

代
程

度
発

生
し

、
8
～

1
1
月

に
個

体
数

が
多

く
な

る
。

○
大

面
積

ほ
場

で
は

、
雌

雄
間

の
交

信
を

攪
乱

す
る

性
フ

ェ
ロ

モ
ン

剤
を

設
置

す
る

。
○

寒
さ

に
弱

い
た

め
越

冬
は

ハ
ウ

ス
内

が
主

体
で

あ
る

。
○

施
設

栽
培

で
は

4
m

m
目

以
下

の
防

虫
網

で
開

口
部

を
被

覆
し

、
外

部
か

ら
の

成
虫

の
侵

入
を

防
ぐ

。
○

卵
は

数
百

卵
程

度
の

卵
塊

と
し

て
、

1
雌

あ
た

り
1
0
0
0
～

3
0
0
0
卵

を
産

卵
す

る
。

○
黄

色
灯

を
作

物
体

表
面

で
照

度
2
ル

ッ
ク

ス
を

確
保

で
き

る
よ

う
に

終
夜

点
灯

す
る

と
、

成
虫

の
行

動
を

抑
制

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

○
定

植
時

や
育

苗
時

に
ハ

ス
モ

ン
ヨ

ト
ウ

に
適

用
の

あ
る

粒
剤

等
を

施
用

す
る

。

○
若

齢
幼

虫
に

よ
る

白
変

葉
の

発
生

に
注

意
し

、
集

団
で

生
息

す
る

幼
虫

を
被

害
葉

ご
と

処
分

す
る

。
○

発
生

予
察

用
の

フ
ェ

ロ
モ

ン
ト
ラ

ッ
プ

を
設

置
し

、
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
防

除
適

期
を

判
断

す
る

。
○

薬
剤

抵
抗

性
が

発
達

し
て

い
る

た
め

、
効

果
の

期
待

で
き

る
剤

を
選

択
す

る
。

○
薬

剤
抵

抗
性

の
発

達
を

予
防

す
る

た
め

、
違

う
系

統
の

剤
を

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ
ン

散
布

す
る

。
○

薬
剤

散
布

は
若

齢
幼

虫
が

中
心

の
時

期
に

行
う

。

○
被

覆
資

材
（
寒

冷
紗

（
し

ゃ
）
等

）
を

用
い

て
べ

た
が

け
、

ト
ン

ネ
ル

が
け

を
行

い
、

成
虫

の
侵

入
、

産
卵

を
防

ぐ
。

○
幼

虫
は

年
2
回

、
5
～

6
月

、
9
～

1
0
月

に
発

生
す

る
。

○
大

面
積

ほ
場

で
は

、
雌

雄
間

の
交

信
を

攪
乱

す
る

性
フ

ェ
ロ

モ
ン

剤
を

設
置

す
る

。
○

卵
は

1
0
0
卵

前
後

の
卵

塊
で

、
主

に
葉

裏
に

産
下

さ
れ

る
。

○
施

設
栽

培
で

は
4
m

m
目

以
下

の
防

虫
網

で
開

口
部

を
被

覆
し

、
外

部
か

ら
の

成
虫

の
侵

入
を

防
ぐ

。
○

ふ
化

幼
虫

は
群

生
し

、
葉

裏
か

ら
表

皮
を

残
す

よ
う

に
し

て
食

害
す

る
。

○
黄

色
灯

を
作

物
体

表
面

で
照

度
2
ル

ッ
ク

ス
を

確
保

で
き

る
よ

う
に

終
夜

点
灯

す
る

と
、

成
虫

の
行

動
を

抑
制

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
○

中
齢

以
降

は
分

散
し

、
葉

脈
の

み
を

残
し

て
食

害
す

る
。

○
老

齢
幼

虫
に

な
る

と
、

昼
間

は
地

際
な

ど
の

陰
に

潜
み

、
夜

間
食

害
す

る
。

○
土

中
で

蛹
（
さ

な
ぎ

）
の

状
態

で
越

冬
す

る
。

○

○
発

生
は

春
よ

り
秋

の
ほ

う
が

多
い

の
で

、
秋

の
発

生
に

は
特

に
注

意
す

る
。

○
若

齢
幼

虫
に

よ
る

カ
ス

リ
状

の
食

害
痕

の
発

生
に

注
意

し
、

集
団

で
生

息
す

る
幼

虫
を

被
害

葉
ご

と
処

分
す

る
。

○
発

生
予

察
用

の
フ

ェ
ロ

モ
ン

ト
ラ

ッ
プ

を
設

置
し

、
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
防

除
適

期
を

判
断

す
る

。
○

薬
剤

抵
抗

性
の

発
達

を
予

防
す

る
た

め
、

違
う

系
統

の
剤

を
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

散
布

す
る

。
○ ○

主
に

幼
虫

が
生

息
す

る
葉

裏
を

中
心

に
、

か
け

む
ら

の
な

い
よ

う
に

散
布

す
る

。

広
食

性
で

、
だ

い
こ

ん
、

キ
ャ

ベ
ツ

、
は

く
さ

い
等

の
ア

ブ
ラ

ナ
科

、
な

す
、

え
ん

ど
う

、
レ

タ
ス

等
、

幅
広

い
野

菜
、

花
卉

を
食

害
す

る
。

幼
虫

の
発

育
が

進
む

と
、

地
際

部
に

潜
ん

だ
り

結
球

す
る

野
菜

で
は

結
球

内
部

に
潜

り
、

薬
剤

が
か

か
り

に
く

く
な

る
こ

と
か

ら
、

薬
剤

散
布

は
若

齢
幼

虫
が

中
心

の
時

期
に

行
う

。

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

【
予

防
に

関
す

る
措

置
】

【
判

断
・
防

除
に

関
す

る
措

置
】

病
害

虫
名

総
合

防
除

の
内

容
（
防

除
上

の
ポ

イ
ン

ト
）
等

発
生

生
態

、
病

害
虫

の
特

徴
等

広
食

性
で

、
だ

い
ず

、
さ

と
い

も
、

か
ん

し
ょ

、
キ

ャ
ベ

ツ
、

な
す

等
の

野
菜

類
、

花
卉

類
の

葉
を

食
害

す
る

が
、

果
実

の
中

に
食

入
し

て
加

害
す

る
場

合
も

あ
る

。

ヨ ト ウ ム シハ ス モ ン ヨ ト ウ
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Ⅲ 指定病害虫の防除に係る指導の実施体制等に関する事項 

 

１ 病害虫防除の推進体制 

本県における効果的な病害虫防除を推進するため、県（愛媛県病害虫防除対策班（農

産園芸課、病害虫防除所、農業関係研究機関）、各地方局農業振興課（各支局地域農業

育成室・産地戦略推進室を含む）、県関係部局）、市町及び農業団体（県農業共済組合、

県農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会県本部）・関係団体（県農薬卸協同組

合、県植物防疫生産資材協会）は、２の役割のもと、相互に密接な連携を図るものとす

る。 

 

２ 県・市町、農業団体・関係団体の役割 

（１）県 

県は、本県における効果的な病害虫防除を図るため、相互に情報を共有し、病害虫

の発生状況を的確に把握するとともに、発生予察情報等の提供や発生状況に応じて相

互に連携し、農業者等に適時・適切な防除指導等を行う。 

また、課題となる病害虫の防除技術の開発等を踏まえ、環境への負荷を低減した防

除技術の開発・普及等を推進する。 

なお、予察情報等を迅速に提供するため、プレスリリースやＩＣＴ（情報通信技術

：電子メール等）、公式ホームページ等の活用を積極的に行う。 

 

（２）市町 

市町は、総合防除計画等に沿って農業者等へ総合防除の内容等を周知し、市町区域

内における効果的な病害虫防除の推進に協力する。 

 

（３）農業団体・関係団体 

農業団体・関係団体は、県や市町と連携し、効果的な病害虫防除の推進に係る事業

に協力するとともに、必要に応じ農業者等への指導・助言・情報提供を行う。 
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病害虫防除の推進体制 
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Ⅳ 異常発生時防除の内容及び実施体制に関する事項 

 

 １ 異常発生時防除について 

法第24条第１項において、農林水産大臣は、発生予察事業の実施により得た資料に基

づき、またはその他の事情に鑑み、指定病害虫の異常発生時であって、その急激なまん

延を防止するため特に必要があると認めるときは、関係都道府県知事に、総合防除基本

指針及び当該都道府県の総合防除計画に即して、当該指定病害虫の異常発生時防除を行

うよう指示することができるものとされている。 

（１） 異常発生の基準 

農林水産大臣は、発生予察調査やほ場調査等の結果、都道府県における指定病害虫

の発生程度が、発生予察調査における｢甚｣の基準を大きく上回り、かつ、その発生が

局地的でない状況に至った場合等において、その都度速やかに当該指定病害虫の性質

に関し専門の学識経験を有する者から、①まん延の速度が急激である状況、②通常の

防除措置では農作物への損害の発生を抑えられない状況、③当期または次期作の農業

生産に明らかな影響を及ぼす状況、に該当するかどうか等の意見を聴いた上で、異常

発生時に該当するかどうかの判断を行うものとする。 

 

 （２） 異常発生時防除の内容 

  農林水産大臣が指示する異常発生時防除の内容は、「総合防除基本指針の別紙４」

に示す基本的な事項に即したものとすることを基本とし、法第22条の３第２項第３号

において、都道府県知事は、総合防除計画に、異常発生時防除の内容及び実施体制に

関する事項を定めるものとされている。都道府県知事は、当該事項を定めるに当たっ

ては、地域の実情に応じて、対象とする指定病害虫を明確にした上で、「総合防除基

本指針の別紙４」に記載した基本的な事項を参考に、速やかに実施することのできる

異常発生時防除の内容を具体化するものとする。 

 

２ 異常発生時の防除で定める指定病害虫について 

全国的に警報が過去に複数回以上発出され、本県でも異常発生として判断される可能

性が高い３種の指定病害虫を対象として、異常発生時防除の内容を以下のとおり定める。 

なお、異常発生時防除においては、基本的に病害虫種に限らず共通事項に定める内容

で対応することとし、場合によって害虫の発生密度に即した対応が必要と想定されるこ

とから、高密度発生地域での分散防止や高密度発生地域から低密度発生地域へのまん延

防止を目的として、共通事項以外について発生密度に区分した内容を記載する。 
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（１）異常発生時における総合防除の内容    

指定病害

虫 
異常発生時防除の内容に関する基本的事項等 

備考 

（発生生態、病害虫の特徴等） 

他
種
を
含
め
た

共
通
事
項 

○ 早期収穫する。 ○ 各種指定病害虫の発生状況の把

握や発生生態を理解する。 ○ 被害株や被害果のほか、次期作の発生源となり得る作物残さの除

去、被害樹の伐採、被害株のすき込み等を徹底する。 

 

   
○ 次期作に向け、ほ場内及びその周辺の管理（雑草の防除、土壌消

毒等）や健全種苗の使用を徹底する。 

  
   
○ 化学農薬による防除を地域一斉に実施する。   

い
も
ち
病 

＜低密度発生地域の場合＞   

○ 葉いもち対策として、発病株があれば抜き取り、適切に処分する。 ○ 葉いもち：病斑型はイネの抵抗力

や病勢の進展力を表す。停滞型

（慢性型）は、分生子形成は多い

が病勢が停滞した場合に現れる。

湿潤型（急性型）は、病斑上には

多量の分生子が形成され、伝染源

としては最大の脅威であり、「ずりこ

みいもち（症状）」となりやすい。 

○ ほ場の見回り等により、発生が散見された場合、化学農薬による防

除を実施する。 
 

  

   

   

   

＜高密度発生地域の場合※＞ ※ 葉いもちが多発しているほ場 

○ 治療効果の高い薬剤を直ちに散布する。   

○ 穂いもちの発生を防ぐため、出穂までに徹底的に化学農薬による防

除を実施する。 

○ 穂いもち：穂首節や枝梗が侵され

るとそこから先端は萎ちょう枯死

し、早い時期に侵されると白穂とな

る。 

  

  

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ 

＜低密度発生地域の場合＞   

○ 長期残効型ではない育苗箱処理剤を施用しているほ場では、早急

に化学農薬による防除を実施する。 

○ 主な飛来時期は 6月下旬～7月中

旬頃であるが、飛来量は多くない。   

○ 長期残効型の育苗箱処理剤を施用しているほ場では、出穂期の化

学農薬による防除を確実に実施する。    

○ ほ場の見回りを実施し、黄変等の異常な症状があれば、直ちに化

学農薬による防除を実施する（粉剤及び液剤）。 

○ 飛来後は、あまり移動せず秋まで

増殖を繰り返す。   

＜高密度発生地域の場合※＞ ※ 要防除水準を超えているほ場(※1) 
○ 本害虫に適用のある育苗箱処理剤を施用していないほ場では、直

ちに化学農薬による防除を実施する。 
  

 

○ ほ場での発生は 9月下旬まで続くので、1回の薬剤散布では十分な

効果が期待できないので追加防除を行う。 

  
 

   
○ 薬剤は株元まで届くよう、丁寧に散布する。    

果
樹
カ
メ
ム
シ
類 

＜低密度発生地域の場合＞   
○ 防虫ネットや袋掛けを行う樹種では早めに行う。   

○ 園地を見回り、発生を認めた場合には直ちに化学農薬による防除

を実施する。 

○ ヒノキ球果の豊凶が新成虫の発生

量の目安になる。   

○ 園地には継続して飛来する可能性があるので、防除後も園地を見

回り、必要に応じて追加防除を行う。 

 

   

＜高密度発生地域の場合※＞ ※ 明確な被害が多発しているほ場 
○ 飛来は日没後から数時間が多いので、薬剤散布はなるべく夕方に

実施する。 

  
   
○ 多発時には飛来が継続し、1 回の薬剤散布では十分な効果が期待

できないので追加防除を行う。 

  
   

 

 

 

 

_______________________________________________________________________________ 
※1「要防除水準」：要防除密度とも呼ばれ、防除しなければ、被害許容水準を超え得る水準のことを指す。一般的に、要防除の判定

から防除実施までの時間的猶予や害虫の加害速度等を考慮して被害許容水準よりも低いレベルで設定される。愛媛県の要防除水

準は、トビイロウンカでは、普通期栽培で７月下旬～８月上旬の１株おきの10株払落し調査（２か所／ほ場）で成幼虫数が0.1

頭／株、８月中旬～下旬が３～５頭／株。 
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３ 異常発生時の防除実施体制 

（１） 実施方針 

法第24条に基づき、愛媛県知事は、農林水産大臣から異常発生時防除の指示を受け

たとき、県内における当該指定病害虫の急激なまん延を防止するため、当該指定病害

虫の発生状況や農作物の栽培および生育状況など当該地域の実情を勘案した上で、異

常発生時防除を行うべき区域および期間その他必要な事項を定め、速やかに告示する。 

なお、異常発生時防除を行うべき区域及び期間等については、対策前に、県（農産

園芸課、病害虫防除所、農業関係研究機関）から構成された「愛媛県病害虫防除対策

班」（以下「防除対策班」という。）が検討の上で、区域や期間等を決定するものと

する。また、今後、異常発生時防除に係る遵守事項を定めた場合は、「Ⅴ 指定病害

虫の種類ごとの発生の予防及び当該指定病害虫が発生した場合における駆除又はまん

延の防止の方法に関し農業者が遵守すべき事項（遵守事項）」の「３ 遵守事項の実

施体制に関する事項」に基づき対応する。 

迅速に病害虫防除を推進するため、県、市町および関係団体は以下の役割のもと、

連携を図るものとする。 

 

 （２） 県・市町、農業団体・関係団体の役割 

   ① 県 

防除対策班は、異常発生している指定病害虫の発生状況を把握するため、各普及

拠点等を通じて情報収集などを行うとともに、異常発生時防除の対策等の実施方針

について協議を行う。 

また、現地での対策を円滑に実施するため、県は農業者団体等と当該事象と対策

方法について情報共有を行うとともに、市町や農業者団体等と連携して農業者への

指導・助言を行うものとする。 

   ② 市町 

市町は、異常発生している指定病害虫に対して円滑な防除対策を実施するため、

該当区域内に対して異常発生時防除の情報等について広く周知を行う。また、地域

内の発生状況等の情報収集を行うことに努め、県と可能な限り情報共有を行う。 

   ③ 農業団体（県農業協同組合中央会、全国農業協同組合県本部、県農業共済組合等） 

各関係機関は、防除対策が速やかに実施できるよう、異常発生時防除の情報の周

知や防除方法の指導等に協力するとともに、県と連携し異常発生時防除に積極的に

協力するものとする。 
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  ④ 関係団体（県農薬卸協同組合等） 

   防除資材等を供給する団体等は、防除に必要な農薬等の資材を迅速に供給すると

ともに、病害虫等に関する知見や防除技術を提供するものとする。 

 

異常発生時防除の実施体制 
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Ⅴ 指定病害虫の種類ごとの発生の予防及び当該指定病害虫が発生した場

合における駆除又はまん延の防止の方法に関し農業者が遵守すべき事項（遵

守事項） 

  

 １ 遵守事項を定める指定病害虫について 

 ミカンバエはかんきつに寄生する日本の在来種であるが、多くの輸出先（相手国）の

輸入検疫において検疫対象となるため、かんきつの輸出拡大において大きな障壁となる。 

そのため、近年の耕作放棄地の増加や栽培方法の多様化等の状況の変化も踏まえ、ま

ん延した場合に農作物に重大な損害を与えるおそれのある害虫として、法第22条の３第

３項の規定に基づき、遵守すべき事項を以下のとおり定める。 

（１）遵守事項における総合防除の内容 

作物

名 

病害

虫名 
遵守事項に関する基本的な事項等 発生生態、病害虫の特徴等 

か
ん
き
つ 

ミ
カ
ン
バ
エ 

【予防に関する措置】 
    
    

○ 県が参画するまん延防止のための調査に協力する。   
○ 放任園は本種の発生源になることから、伐採等による管理の徹底に努める。 ○ 完熟後は被害果（幼虫の寄生し

た果実や産卵された果実等）を

外観で見分けられない。 

 （全伐採を基本として、できる限り早い伐採に努める。）  

○ 発生園のうち、後に遊休農地や荒廃農地、耕作放棄地となりうる園では、全

伐採を基本としてできる限り早い伐採に努める。全伐採をする場合において

は成虫拡散防止のため、おとり樹を残し、翌年、産卵ピーク後の８月下旬に

それらを伐採することに努める。 

○ 成虫は年１回発生。８月上旬が

産卵ピーク。    

○ 園地周縁樹の間伐・縮伐や防風樹の刈込みを行い、園地内の日当たりを良

くする。 

○ 成虫は直射日光を嫌う。 

    

○ 薬液の付着しにくい果実を減らすため、摘果を心がけ、適正着果となるよう

に努める。 

  

 

        

【判断・防除に関する措置】 
    
    

○ 果皮の薄い種類（温州みかん、ポンカン、キンカン等）に寄生が多いため、

特に発生状況に留意する。 

○ 伊予柑、レモン等の果皮の厚い

品種は入りにくい。   

 

（発生状況の判断は、園地周縁樹や日当たりの悪い樹の果実の切開調査に

より行う。）  

○ 被害果（異常着色果、早期落下果実等を含む）が確認された場合は、ビニ

ール袋に詰める等、適切に処理する。 
○ 土中で蛹

よ う

化し、蛹
さなぎ

で越冬する。 

 

○ 完熟後は被害果を外観で見分け

られない。  

○ 産卵抑制には、羽化時期から産卵期までにかけて薬剤散布の実施に努め

る。（特に、前年発生園では、６・７月の成虫防除を徹底する。） 

○ （無防除の場合）トラップあるいは

見取り調査で１頭でも成虫を確

認した園では、ほぼ100％被害果

が発生する。 

  

○ 被害果抑制には、８月上旬と下旬のふ化幼虫を対象とした薬剤散布の実施

に努める。  
 

○ 薬剤散布を行う場合には、薬液が果実全体に付着するよう、できる限り２方

向から丁寧に散布することに努める。   

  （具体的な薬剤は農作物病害虫等防除指針を参照）  
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 ２ 遵守事項に係る罰則規定について 

都道府県知事が法第22条の３第１項の規定により定める総合防除計画に同条第３項の

規定により遵守事項を定めた場合において、指定病害虫の防除が適正に行われることを

確保するため必要があるときは、法第24条の２の規定により、農業者に対し、遵守事項

に即した防除の実施を行うために必要な指導及び助言を行う。 

また、必要な指導及び助言をした場合であって、なお遵守事項に即した防除が行われ

ないため指定病害虫のまん延により農作物に重大な損害を与えるおそれがあるときは、

法第24条の３第１項の規定により、当該農業者に対し、遵守事項に即した防除を行うべ

きことの勧告を、正当な理由がなくて勧告に従わない場合において特に必要があると認

めるときは、同条第２項の規定により命令を行うことができる。なお、この命令に違反

した場合には、法第44条の規定により、罰則として30万円以下の過料となる場合がある。 

 

 ３ 遵守事項の実施体制に関する事項 

 （１） 指導及び助言について 

愛媛県知事は、県が参画するまん延防止のための調査等により、当該指定病害虫の

発生が認められた場合、法第24条の２に基づき、農業者に対して当該遵守事項に即し

た防除を行うために必要な指導及び助言を行い、その後、防除実施状況を確認する。 

なお、遵守事項に即した防除が適正に行われるよう、総合防除の必要性や遵守事項

の内容等について、農業者団体等との連携により、平時の防除指導時から農業者の理

解の促進に努めるものとする。 

 

（２） 勧告について 

愛媛県知事は、指導又は助言を行ったにもかかわらず、遵守事項に即した防除が行

われず、かつ、当該指定病害虫の過去の発生時における地域のまん延や損害の発生状

況等から、当該指定病害虫がまん延することにより農作物に重大な損害を与えるおそ

れがあると認められる場合において、法第 24 条の３第１項に基づき、当該農業者に

対して、期限を定めて、改善すべき事項等を記載した文書を交付して遵守事項に即し

た防除を行うべきことを勧告することができる。 

当該農業者が措置をとるべき期限として定める期間は、愛媛県知事が当該指定病害

虫の発生状況や農作物の栽培状況など、当該地域の実情を勘案して、当該指定病害虫

のまん延を防止するために適当な期間を定めるものとする。 

当該期間が経過した後、県は農業団体と連携して、勧告に係る措置が行われている

ことを確認するものとする。 
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（３） 命令について 

愛媛県知事は、（２）における確認の結果、当該農業者が当該勧告に従わない場合

であって、特に必要があると認めるときは、法第24条の３第２項に基づき、当該農業

者に対して、期限を定めて、当該勧告に係る措置をとるべき旨等を記載した文書を交

付して勧告に係る措置をとるべきことを命ずることができる。 

当該農業者が措置をとるべき期限として定める期間は、愛媛県知事が当該指定病害

虫の発生状況や農作物の栽培状況など、当該地域の実情を勘案して、当該指定病害虫

のまん延を防止するために適当な期間を定めるものとする。 

当該期間が経過した後、県は農業団体と連携して速やかに、命令に係る措置が行わ

れていることを確認する。命令に違反した者は、30万円以下の過料を処することとさ

れている。 

 

（４） 遵守事項に即した防除の実施状況等の確認 

（１）から（３）の遵守事項に即した防除の実施状況等の確認は、ほ場調査や法第2

4条の４に基づく立入調査その他愛媛県知事が適切と認める方法（以下「立入調査等」

という。）により行うものとする。立入調査等においては、該当ほ場等における指定

病害虫の発生状況や農作物の栽培及び生育状況等の確認、農薬散布等の作業日誌の確

認、当該農業者や周辺ほ場の農業者等への聴取り等を行うことにより、遵守事項に即

した防除の実施状況や、指定病害虫のまん延による農作物への重大な損害の発生のお

それがあるかどうか等を確認するものとする。 
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Ⅵ その他必要な事項 

 

 １ 愛媛県農作物病害虫等防除指針 

農作物病害虫等防除指針については、その内容の一部を本計画に盛り込んだが、従前

どおり各病害虫等に対する具体的な防除内容（農薬の種類や名称、使用方法等）を記載

した技術資料として別途作成する。
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